
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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妹とのギャルゲは取材です









「さあ、早さつ速そくプレイを始めなさい！」

　そう言って氷ひ室むろ舞まいは、制服の胸むな元もとをパッツンパッツンにしながら偉えらそうにふんぞり返った。

　そんな舞に、俺こと永なが見み祐ゆうは「結局俺がするのか……」とゲンナリする。

　こいつは普ふ段だん学校で『氷の女王』とか呼ばれてるクール系美少女なくせに、俺といる時だけこんな風にテンションがおかしくなるから困るんだ。

　この残念なクラスメートは、実は俺と同じプロラノベ作家だ。そして、俺の作品の熱ねつ烈れつなファンでもある。

「当たり前でしょ！　誰だれかとゲームするシーンの取材がしたいって言ったのは祐でしょうが！　協力してあげてるんだから、ちゃっちゃとする！」

「お前は勝手について来たんだろ！」

「な、なによ！　大人気ラノベ作家のあんたが次巻の取材をするのよ？　そんなの見過ごせないでしょ！」

　と言いつつ、頰ほおを染めて『永見祐研究ノート』という魔まアイテムにペンを走らせる舞。……熱烈すぎる。

「舞の言う通りデス！」

　その時、横から金きん髪ぱつ碧へき眼がんかつグラマラスな美女が身を乗り出してきた。

「私も先生の一番のパートナーデスからね。またこうやって直接取材のお手伝いができると思うとうれしいデスよ！　でも、できれば全年ねん齢れい版じゃなく、こっちの十八禁版をプレイしてほしいところデスが」

　と、鞄かばんからエロゲを取り出そうとしていたので慌あわてて止める俺。

　この見た目も言動も、ついでに胸の大きさも規格外な人物は、俺のラノベで挿さし絵えを描かいてくれてるイラストレーターのアヘ顔Ｗピース先生だ。

　エロゲ会社所属のれっきとしたプロ絵師であり、イギリス国こく籍せきを持つ正しよう真しん正しよう銘めいの外国人だったりする。

　エロネタが好きすぎる人で、ペンネームにもそれが反映されてる。本人曰いわく「エロさとユーモアと絶望感を込めた素す晴ばらしい日本語デス！」だとか。

　この人も舞と同じく俺の作品のファンなわけだが、舞とはまた違ちがったベクトルで変わり種だから厄やつ介かいなんだ。

「ちょっと、一番だなんて軽々しく言わないでよね。祐の一番は全部私が務めることになってるんだから」

「舞は相変わらず独どく占せん欲よくが強いデス。でも、私も先生のパートナーとして、その座は譲ゆずれマセんよ！」

　意味不明な言い争いをしている二人に、俺は深くため息を吐つく。

　構図だけ見れば『俺を巡めぐって争う美少女二人』って感じなんだけど、全然素直に喜べない。……というのも──

「……お兄ちゃん」

　その声に振ふり向くと、俺の妹である永見涼すず花かがこちらを見ていた。

　兄の目から見ても可愛かわいいと思えるその容姿が、今はものすごく不ふ機き嫌げんそうな色に染まっている。

　……うん、お前の言わんとすることはわかってるよ……。

「……ちょっとお茶を淹いれますので、お兄ちゃんも手伝ってください」

「あ、ああ……」

　小こ柄がらな身体からだから発せられる威い厳げんに射い竦すくめられ、素直に頷うなずく俺。
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　中学三年の妹に気け圧おされるとか情けないと思うかもしれないが、これが俺達の正常な力関係だからな……。

　俺は涼花に腕うでを引かれるまま、二人を残してキッチンへと向かった。

「……これは、どういうことですか」

　そこで涼花は、心底不満ですといった感じに俺を睨にらみつける。

「……いや、俺だってまさかＷピース先生が都合よくギャルゲを持ってきてるとは思ってなかったんだよ……」

「それもありますが、そもそもお兄ちゃんが氷室さんとＷピースさんを連れて帰ってきたところからです」

「舞があんな感じなのはお前も知ってるだろ？　Ｗピース先生は帰り道に偶ぐう然ぜんだな……」

「……はぁ、私の考えが足りませんでした。あのお二人は、当然お兄ちゃんに付きまとうって予想しておかないといけなかったんです」

　涼花はそう言って頭を抱かかえる。

「……なんでこうなるんです。せっかくお兄ちゃんと二人きりのはずだったのに……。どうしてお兄ちゃんの周りにはいつもいつも美しい女性が……」

「あのー……、涼花さん？」

　小声で聞こえないんですが……。

「……お兄ちゃん、そもそも今日の主しゆ旨しをちゃんとわかってるんですか？」

「あ、当たり前だろ？　お前がゲームしてるシーンの取材がしたいって言ったんじゃないか」

「でもお兄ちゃんは氷室さんとＷピースさんに囲まれて鼻の下を伸のばしてたじゃないですか。よかったですね。あんな美しいファン達に囲まれて」

「いや、これもお前のためだろ……。そもそも俺には実感がないんだから、うれしいわけないって何度も……」

　俺がそう言うと、涼花は「むっ」と拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて、




「お兄ちゃんは私の代理人ですよ？　もうちょっとしっかりしてください」




　と、いつもの台詞せりふを口にした。

　……そう、俺は代理人。

　大人気ラノベ作家ってのは、俺じゃない。こいつのことだ。

　この生き真ま面じ目めでオタク知識なんて皆かい無むな俺の妹さまこそが、デビュー作で三十万部を売り上げたバケモノ新人、永と遠わ野の誓ちかいその人なんだ。

　いろいろあって俺はこいつの代理人なんてやってるけど、ようするにニセモノでしかない。

　だから、いくらチヤホヤされたところで居い心地ごこちが悪いだけだ。俺の功績じゃないんだから、当たり前だろ？

　と、何度も涼花に言ってるのだが、その度たびにこいつはツーンとそっぽを向くばかり。……なんなんだよ。

「……こっちは表の顔として、バレないように精せい一いつ杯ぱいがんばってるんだぞ？」

　実際はまだ受賞なんかとは程遠い位置にいる一ラノベ作家志望者なんだ。

　……他でもないお前の頼たのみだから、こんな役目をしてるってのに。

「……わかってます。本当はお兄ちゃんは悪くないってことは。でも、お兄ちゃんがデレデレしてるから……」

「……なあ、そんなに気に入らないなら今日は中止するか？　取材にならないようなら意味ないしさ」

「いえ、こんなことで中止するなんて嫌いやです。癪しやくです」

「でも、いつの間にか、やるゲームもＷピース先生が持ってきたギャルゲになっちまったし……」

「そういえば、さっき説明書を見ました。ギャルゲというのは女の子を攻こう略りやくしていくゲームなんですね。まったく実にお兄ちゃんなゲームです」

「俺なゲームってどういう意味!?」

「お兄ちゃんの欲よく望ぼうを的確に満たすゲームという意味です」

　涼花が白い目で俺を見る。

　なんでお前の中では、俺が男の代表みたいになってんだよ……。

「と、とにかくゲーム自体もそんなだからさ、ここはやっぱり日を改めた方がいいんじゃないか？」

「……確かにゲームとはいえ、お兄ちゃんが他の女性を攻略するなんて許せません。でも、これでお兄ちゃんの好みがわかるかもと考えると……」

「……俺の好みがなんだって？」

「な、なんでもありません！　とにかく締しめ切りも近いんですから取材は敢かん行こうします。あのお二人に邪じや魔まされたくらいでお兄ちゃんとの大切な時間──違います！　取材を取りやめるなんてできません！」

　……なんか涼花が赤い顔で力説してるが、とりあえず取材はこのまま続けるということらしい。

　となると、代理人である俺は涼花に協力するしかない。

　つまり、やっぱり俺がギャルゲをやらないとってことか。はぁ……。

　お茶の用意をしてリビングに戻もどると俺は早さつ速そくテレビの前に座らされた。

　いくら取材とはいえ、こんな美少女達に囲まれてギャルゲをするなんて、羞しゆう恥ちプレイ以外の何ものでもないな……。

「ほら、さっさとしてよね。これじゃ研究にならないじゃない」

「お前は自分の欲望に忠実だな！」

「あ、あんたの研究はすべてに優先されるんだから仕方ないでしょ！」

「開き直りながらキレるな！　わかったよ！　やるからソファに戻れ！」

　俺は急せかす舞に言い返しながら、覚かく悟ごを決めてゲームを起動させる。

「オープニングは別にいいよな？　早速スタートっと……」

　さっさと終わらせるためにも、短縮できるところは短縮しよう。

「……で、最初は名前入力ね。まあ、デフォルトネームでいいか」

「待ちなさい」

　と、舞からストップが入る。

「なに言ってんの。あんたの名前を入れるに決まってるでしょ」

「はぁっ!?　なんでそんなこと！」

「それはもちろん先生になりきりプレイをしてもらうからデスよ」

「意味がわかりません！　なんですかなりきりプレイって！」

「それなら、あんたの女の子の好みとかがわかるじゃない？」

「デスね。この機会にぜひ先生の性せい癖へきを知りたいところデス！」

　……なに言ってるんだこの人達は。

　俺が助けを求めて涼花を見ると──

「そうですね。賛成します」

「なんでお前まで同調してんの!?」

　俺は抗こう議ぎしようと思ったが、涼花が無言で「早くやってください」と促うながすので、引き下がるしかなかった。

　……にしても、衆しゆう人じん環かん視しの中でギャルゲをなりきりプレイとか、どんな罰ばつゲームなんですかね……。

「……永見、祐……と。これでいいんだろこれで！」

　うんうん。デスデス。こくこく。

　……くそっ、こうなったらもうさっさとクリアしちまうしかない！

　というわけでプレイ開始だ。

「……えーと、なになに？　主人公は高校に入学したての平へい凡ぼんな男子で、彼女が欲しいと漠ばく然ぜんと思ってるわけか」

　俺の名前を冠かんしておきながらのん気なやつだな。こっちはどうやったら面おも白しろいラノベが書けるかってことしか頭にないってのに。

「っと、もう誰だれか出てきたな」

　画面には、早速ツインテールの女の子が笑顔で登場してきていた。

「どうやら主人公の妹のようね」

　そういやまだ自宅のシーンだった。

　お兄ちゃんって言ってるし、なるほど、妹キャラか。

「…………妹」

「ん？　なんか言ったか涼花？」

「いえ、なんでもありません」

　……あれ？　気のせいだったかな？

　そうこうしているうちにもゲームは進み、攻略対象となるヒロインが次々登場していた。

「ふむふむ。ヒロインは全部で五人。幼おさな馴な染じみ、クラスメート、運動部員、美術部の先せん輩ぱい。それから生徒会長ね。あと隠かくしキャラも一人いるみたい」

　舞が説明書を見ながら言う。

「まあ、オーソドックスな感じか」

　画面にはデフォルメされた五人のキャラのアイコンが並んでいる。

　どうやらそれを選せん択たくすることで、各ヒロインのルートに入るようだ。

「で、先生はどのヒロインから毒どく牙がにかけるんデス？」

「毒牙ってなんですか！　人聞きが悪いなんてもんじゃないですよ!?」

「あ、失礼しマシた。どのヒロインから凌りよう辱じよくなさるんデスか？」

「訂てい正せいしておいてさらにひどくなるってのはどういうことですか！」

「……お兄ちゃん、そんな卑ひ猥わいなことを考えてるんですか……」

「待て！　なんで俺が悪いみたいなことになってんだよ！」

「まあまあ、祐がエロ魔ま人じんだってことは今に始まったことじゃないわ。それよりも──」

「お前も間ま違ちがってるまま話を進めようとしてんじゃねえよ！」

「なによ。そんなことより、今はどのヒロインを攻略するかでしょ？」

　……ぐっ、正論。正論なんだが。

　俺は深呼吸して落ち着こうとする。

　こいつら相手に言い争いをしても、火傷やけどしかしないからな……。

　なんで俺は自宅にいるのにこんなアウェー感を味わってるんだ……？

「で、どのヒロインを選ぶわけ？」

「あー……、とりあえず幼馴染でいいんじゃないか？　なんかメインヒロインっぽいし」

　俺がなげやりな感じで選択しようとすると、舞に腕うでをつかまれた。

「待って。それはどうかと思うわ」

「なんでだよ？」

「幼馴染属性なんてもう使い古されていて、今や完全にハズレ扱あつかいよ。よくて当て馬。最高でもサブヒロイン」

「そう言われればそうかも……」

　プロラノベ作家である舞の意見に、思わず納得してしまう俺。

「……でも、だからって別に選んじゃいけないってことはないだろ？」

「そ、そういうキャラはシナリオもありきたりなものなのよ！　別のキャラを選ぶべきじゃないかしら!?」

　なんでちょっと必死なんだお前は。

「まあいいけどさ。……じゃあ、こっちの運動部ヒロインで──」

「それもダメね。そういういかにも爽さわやか！　ってキャラは、内心腹黒くてロクなもんじゃないのよ」

「いや、偏へん見けんだろそれは！　じゃ、じゃあこっちの美術部の先輩で──」

「不思議系のキャラは性格が暗いからシナリオが重くなりがちでダメ」

「単なるお前の主観じゃねえか！」

「きゃ、客観的な意見よ！　あと、生徒会長はどうせテンプレ的に完かん璧ぺきキャラで、それでいて内心はか弱いなんてあざとい設定だろうから却きやつ下かね！」

「完全に言いがかりだな!?」

「というわけで、残ったクラスメートヒロインをお勧すすめするわ！　あ、あくまでも消去法で、別に私があんたのクラスメートだからとか、そういうことは関係ないんだからね!?」

「………………」

　なんだろう、この虚むなしさは。

　顔を赤らめて必死な感じの舞はすごく可愛い。さすが校内一の美少女と評判になるだけはある。

　でも……、いや、だからこそ、か？

　隠し切れない残念さが漂ただよってきて、こっちまで残念な気分だった。

「舞、それはズルくないデスかね？」

「そ、そんなことないわよ。あくまでも私見だからね！」

「うーん、舞はリアルツンデレさんデスねぇ。妹さんと同じデス！」

「わ、私はツンデレというものではないと何度も言っています……」

　Ｗピース先生と涼花が謎なぞの会話を繰くり広げているが、なんかもうツッコむ気力も湧わいてこない。

　とりあえず舞の意見を汲くんで、クラスメートヒロインを選択する。

　……あとあと面めん倒どうくさいからな。

「えーと……、主人公はどうやら朝の挨あい拶さつをしようとしてるみたいだな」

「そうやってフラグを立てようってわけね。涙なみだぐましい努力じゃないの」

「なんでお前はそんなに機き嫌げんがいいんだよ……」

「…………」

　逆に、なぜか涼花の機嫌が悪いようだった。横から刺とげ々とげしい視線が飛んでくるので、振ふり向かなくてもわかる。

「……っと、ここで選択肢しか」

　ヒロインに話しかける場面で、画面には三つの選択肢が表示されていた。





①「おはよう。気持ちいい朝だね」

②「いきなりだけど、電話番号とアドレス、あと住所を教えてくれない？」

③「早さつ速そくだけどきみを抱だきたい」






「……な、なんだこれ!?　こんなの①以外あり得な──」

「②ね」

「③デスねー」

　そのあり得ない答えが返ってきて、俺は思わずコントローラーを落としそうになる。

「なんでそうなるんだよ！」

「え？　普ふ通つう②でしょ？」

　当然じゃないって感じで首を傾かしげる舞。訊きいた俺がバカだったな！

「先生、ここは③一択デスよ。というか、選択肢なんかいらなかったデスよね。そのまま体育倉庫にでもしけこんでほしかったデス」

「これはエロゲじゃないんですよ!?　というか、エロゲでもそんな強ごう引いんな展開はないです！」

「ギャルゲもそろそろ進化すべき時期が来たと、私は思うんデス」

「ダメな方向の進化だそれ！」

「私が作る時は、ちゃんと序じよ盤ばんからヒロインのエロシーンをがっつり入れマスけど？」

「そりゃ先生んとこは鬼き畜ちく・凌辱系メーカーですからね……」

　俺はもうツッコむのもほどほどに、ゲームを進めようとする。

　当然選択するのは①で──

「……って舞。なぜ止める……？」

「いいから②を選びなさい」

「なんでだよ！　いきなりよく知らないやつから個人情報なんか訊かれたらドン引きだろうが！」

「甘いわね。いい？　ギャルゲのヒロインなんて、最初からフラグが立ってるようなものなのよ？　いわば、攻こう略りやくされるために生まれてきた存在！」

「結構な暴言だなそれは！」

「だから、ストレートにいけばいいのよ。どうせ向こうも主人公のことが気になってるんだから」

「そ、そうかぁ……？」

　舞が自信たっぷりに言うので、俺は半信半疑で②を選んでみる。と──

「ほら見なさい！」

「……なっ！　ま、マジか！」

　なんとヒロインは快こころよく教えてくれたどころか、逆に主人公の個人情報を詳くわしく訊いてきたじゃないか！

「ふふん、言った通りでしょ？」

「し、信じられん。まさか舞と同じような考えのキャラがいるとは……」

　でも、実際に好感度が上がってるっぽいから文句の言いようがなかった。

「……お兄ちゃんは、初対面の女性にあんな不ぶ躾しつけな質問をするんですね。これがナンパというやつですか……」

「ゲームだから！　リアルであんな真ま似ねできるわけないだろ！」

　彼女いない歴＝年ねん齢れいでかつオタクな俺としては、女子に話しかけるだけで勇気がいるってのに……っ！

　あ、舞は除外な。

「……祐？　今なんかすごく失礼なことを考えてなかった？」

「な、なにも!?　そ、そんなことより、なんか急激に仲が良くなってるなこの二人！」

　画面では主人公とヒロインがあっという間にいい感じになっていた。

　もう次の休みにデートすることになってるし、展開の早いゲームだ。

　そして、デート当日の朝。

　主人公が自宅で準備をしていると、妹キャラが話しかけてきた。




『お兄ちゃん？　デートに行くの？　あの人、なんか変だから気をつけた方がいいと思うよ？』




「この子はお兄ちゃんのことを心配しているんですね。妹の鑑かがみです。私もまったく同感です」

　なぜか涼花がうんうんと頷うなずきながら画面の妹に同調している。




『お兄ちゃんが心配なの！　悪い女の人に騙だまされてるんじゃないかって』




「なんて素す直なおでいい子なんですか。私もあんな風に……」

　涼花が横でなにか呟つぶやいてるが、俺はぼーっとしてて聞いてなかった。

　……俺も妹からあんな風に心配されてみたいもんだ。リアル妹さまからはダメ出ししかされないもんな。

「……お兄ちゃん？　聞いてるんですか？　妹の忠告通り、このデートは中止してください」

「いや、でも、選択肢がないし……」

　プレイヤーは神製作者の意思を越こえられないからなぁ……。

「待って涼花さん、どうしてデートを中止なんてしないといけないの？」

「そ、それは……。初対面なのにいきなり個人情報を根ね掘ほり葉掘り訊く人なんて、どう考えても変ですから」

　うん、同感だ。

　が、舞は「それは違ちがうわ」と言って豊満な胸を張る。……その意味不明な自信はどこからくるんだ？

「好きな人のことなら何でも知りたいと思うのは当然のことよ。だからあのヒロインの反応もごく自然なの」

「そ、そうなんですか……？」

「おい適当なこと言うな！」

　あまりにも舞が自信満々なので、気け圧おされてしまってる涼花。

　俺の妹はそういうところが心配になるくらい純じゆん粋すいなんだから、変な知識を吹ふき込むんじゃねえよ！

「それにゲームなんだから、ヒロインのデレは早めに見せとかないといけないって事情もあるのよ」

「またメタな話だな!?」

　微び妙みように否定しづらい方向に話を持って行かれ、そういう知識の乏とぼしい涼花は反論できずに黙だまってしまう。

　と、俺達がそんなやり取りをしている間に、ゲーム内では主人公が妹の言葉を聞かず「心配するな」と言ってデートに出で掛かけてしまった。

「お、お兄ちゃん!?　どういうことですか！　妹の忠告を無視して！」

「いや、こいつが勝手にだな！」

　俺だって行きたくなかったわ！

　でも選択肢がない以上、プレイヤーにできることはないんだよ！

　涼花は俺を睨にらみつけてくるが、こればかりはどうしようもない。

　主人公はヒロインと合流し、デート場所である秋あき葉は原ばらへと向かう。行先は向こうが決めたらしい。絵え面づらだけ見ればごく普通のデートなんだが……。

「で、アキバに来たのはいいとして、なんでこのヒロインは隠かくしカメラなんて買いに行こうとしてるんだ……」

「きっとプレゼントね。こういうものを贈おくるってことは、あなたに関心がありますって意思表示なのよ！」

「そんな解かい釈しやくするのはお前だけだ！」

　しかもそんな関心ほしくねえ！

「あ、そうだ。私もあんたにプレゼントがあったのよ！　はいこれ」

　そう言って、舞はペンダントのようなものを俺に手て渡わたしてきた。

「……なんだこれ？」

「高性能集音機能付きペンダント！　これであんたが普ふ段だんなにをしてるかとかもわかるから、研究が捗はかどって──」

「とう！」

　迷うことなくゴミ箱にシュート！

「ああ!?　なにすんのよ！　昨日アキバで買ってきたばかりなのに！」

「安心しろ。明日はゴミの日だから、あの盗とう聴ちよう器きも無事に焼しよう却きやく施し設せつに送り届けてやる」

「と、盗聴器じゃないわよ！　ただの集音器だし、あんたにちゃんと知らせてるでしょ！」

「……お前は本当に根っからのストーカーだな！」

　舞は「す、ストーカー言うな！」と涙なみだ目めだが、無視する。相手にしてたら損しかないからな。

　ゲーム内では買い物も終わり、デートも終しゆう盤ばんに差し掛かっていた。




『ねえ、これから私の家に来ない？』




「も、もう家に誘さそわれただと!?」

「ふうん、このヒロインは勝負に出たってわけね。もちろん行くのよ！」

「お、お兄ちゃん！　妹の忠告を忘れたんですか！」

　攻略的観点から見ると行くに決まってるわけだが、嫌いやな予感しかしないのはなんでだ!?

　と、とりあえずここでは選せん択たく肢しが出てきたから、無難なやつを──





①「もちろん行く」

②「もちろんこの場で押おし倒たおす」






「選択肢仕事しろ─────っ!!」

「先生、こんなの②以外ありえ──」

「①を選びます！」

　Ｗピース先生のコメントを遮さえぎって素早く決定する俺。凶きようか大凶かの違いしかないが、選択の余地はない。

「衆しゆう人じん環かん視しの中のエロシーンという貴重なイベントだったデスのに……」

「Ｗピース先生はこれが全年齢版だってことを忘れてますよね!?」

「自分から行くなんて、やっぱりお兄ちゃんは普段からそうやって……っ」

「他に選択肢がないんだから仕方がないだろうが！」

　このゲームやっぱりおかしいよ！

　画面を見ると、主人公はヒロインの部屋に招かれて、お茶を飲んでいた。

「一人暮らしの部屋に男を連れ込むなんて、この子は本気ね！」

「それはいいけど、なんでこのヒロインは部屋の鍵かぎを閉めた……？」

　さっきまで普ふ通つうに会話をしてたが、いつの間にか雰ふん囲い気きが変わってる。

　いわゆるエロシーン前のようなピンクな感じではなく、もっとおどろおどろしい邪じや悪あくな気配。




『ねえ、私はあなたの全すべてが知りたいの。今まで食べたパンの枚数も、今まで殺した蚊かの数も、全部。うふふ』




「こ、怖こええよ！　なんか目が据すわってるんですけど！　ＢＧＭもいつの間にか変わってるし！」

「好きな人の全てを知りたい……。その気持ち、わかるわ」

「共感しとる場合か！」

　さすがに主人公も危険を察知したのか、ヒロインから距きよ離りをとる。

　ここで選択肢！

　①の「逃にげる」を見た瞬しゆん間かん、俺は他を確認せず素早く決定！

　この場に来てようやくまともな選択肢かよ！　と思っていたが──

「な、なに!?　身体からだが動かない!?」

　主人公は全身が痺しびれて、その場に倒れる。迫せまるヒロイン。そこで主人公は自分が一いつ服ぷく盛られたことに気づく。




『どうして逃げるの？　私が嫌きらいなの？　そんな……、私のものにならないなら、もういいわ……』




　剣けん吞のんなことを口走りながら、ヒロインはどこからかナイフを取り出す。

　それから主人公の上にまたがったかと思うと、

　ブス───────ッ!!

　生々しい効果音とともに、画面が真っ赤に染まる。そして表示される「ＤＥＡＤ　ＥＮＤ」という文字。

「…………し、死んだ」

　俺が呆ぼう然ぜんと横を見ると、舞も放心したかのように画面を見つめていた。

　が、すぐに俺の視線に気づくと、

「ち、違う！　わ、私はあんなことまではしないわよ！」

　と、涙目で必死に否定した。

　……うん、まあ、なんだ。

　俺は無言のまま、そっと舞から距離をとる。「違うってば！」と聞こえてくるが、無視しよう。うん。

「妹の言うことを聞いておけば、こんなことにはならなかったんです……」

　ご立腹の涼花が言う。

　俺も全面的に同意するよ……。

　ってか、このゲームは一体なんなんだよ……。タイトルに戻もどった俺は、念のため回想を確認する。

　すると、クラスメートヒロインのイベント回収率は１００％だった。

「あ、あれが正規エンド!?　こんなギャルゲがあっていいのか……っ！」

「まあまあ先生、それよりも他のヒロインルートもプレイしマショう」

「え？　ま、まだやるんですか!?」

「？　当たり前じゃないデスか。これも先生の取材のためデショう？　それに、一ルートに三十分もかかってないデスからサクサクやれマスよ！」

「それも含ふくめてこのゲームからはヤバイ気配しか感じないんですけど!?」

　俺はそう言いつつも、横目でチラリと涼花を見る。

　すると、涼花は怒おこったような顔をしながらも無言のままこくりと頷うなずいた。

　お、お前まで続けろと……？

　だが、真の作者にそう促うながされては代理人としてやめるわけにもいかず、俺は渋しぶ々しぶプレイを再開することに。

「……で、今度はどのヒロインのルートに行けばいいんですかね」

　再度ヒロイン選択画面まで戻った俺は、真剣な目付きで検討する。

　このゲームはなんだか怪あやしい。できるだけ無難なヒロインを選ばないと。

「先生先生、私は是ぜ非ひこのキャラを攻こう略りやくしてほしいデスね！」

　Ｗピース先生が笑顔で指さしたのは美術部の先せん輩ぱいヒロインだった。

「どうしてです？」

「なんとなく彼女からは相通じるものを感じるんデスよ！」

「…………」

　Ｗピース先生と通じるものがあるキャラとか、不ふ穏おんな気配しか感じないんですが……。

　とはいえ、無む邪じや気きで明るいＷピース先生の笑顔を見てると断りづらくて、俺は先輩ヒロインを選択した。

「……えっと、どうやらこの先輩は、既すでに天才と評判の画家らしいですね」

「いいデスね！　そういうお高いキャラほど、堕おとした時のカタルシスがすごいものデスよ！」

「エロゲ視点はちょっと封ふう印いんしておいてもらえますか！」

　ゲームを進めると、ある日主人公はその先輩と廊ろう下かでぶつかってしまう。

　王道……ってか、ベタだなぁ。

「え？　ここで選択肢なのか？」

「ほほう、どうやら先輩の第一印象を思わず口にしてしまうらしいデスね」





①「綺き麗れいな人だな……」

②「可愛かわいい人だな……」

③「エロい人だな！」






「…………えーと」

「③でお願いしマス」

「ああもう！　予想通り過ぎてコメントのしようがないですよ！」

「え？　③以外あるんデスか？」

「逆に訊ききますけど、なんで③なんですか！　初対面でこれとか、主人公は単なるエロ野や郎ろうじゃないですか！」

「先生はわかってマセん！　こういう天才美少女キャラは、綺麗だとか可愛いとか言われ慣れてるんデス！　そこで、それ以外の真まっ直すぐな褒ほめ言葉が必要なんデス！」

「エロいは先生の中では褒め言葉なんですね……。普通はセクハラだと思うんですけど……」

「もちろん私だって相手を選びマス。でも先生に言われたら、それはもううれしいデスよ？」

「……お兄ちゃん」

「俺を睨にらむな！　一度たりともそんなことを口にしたことないから！」

「さあさあ、私を信じて③を選択してくだサイ！」

　俺はもうヤケクソ気味に③を選ぶ。

　すると先輩は『そんなこと言われたの初めて……』となぜか頰ほおを染めた。

「なんであれで好感度が上がる!?」

「ふっふっふ、これでエロいは褒め言葉だとわかってもらえマシたか？」

「……お兄ちゃん、あんな卑ひ猥わいな言動を女性に向かってするとか……」

「俺のせいじゃない！　このゲームが悪いんだこのゲームが！」

「日々の行動は慎つつしんでください。私も家族から性犯罪者なんて出したくありませんから」

「聞けよ、人の話を！」

　にしても、このヒロインの感性はどうなってるんだ……？　さすがＷピース先生と相通じるだけはあるな……。

　俺はゲンナリしながらも、ゲームを進めていく。

　どうやら主人公は、今のがきっかけで先輩と仲良くなったようだ。

　そんな中、先輩はどうやら悩なやみを持っているみたいだとわかる。

　どんな悩みかまではわからなかったが、親密になった二人は休日にデートをすることになった。

　ほんとサクサク進むなこのゲーム。

「まったく、お兄ちゃんはこうやってすぐに女の子と仲良くなって、ふしだらにもほどがありますね」

「……あの、涼花さん？　さっきからゲームの主人公と俺を混同しないでもらえますかね……？」

「お兄ちゃんのことですから現実でも似たようなものじゃないですか」

　どういう意味だ！　こんなフラグがポンポン立つような人生、歩めるものなら歩んでみたいわ！

　と、ゲーム内ではデートの行先について、主人公が電話で先輩と相談した結果、なぜかアキバのエロゲショップに決まってしまう。




『お、お兄ちゃん？　今え、エロゲって聞こえたけど、えっちなところに行くのはダメなんだからね！』




「そ、その通りです！　まったくお兄ちゃんは！　よ、よりにもよって卑猥なゲームのお店に行くなんて！」

「俺だって驚おどろいてんだよ！　なんだよデートでエロゲショップって！」

　妹キャラはぷくっと頰を膨ふくらませ、




『大人じゃないのにえっちな場所に行くのはダメなんだよ？』




「さすが妹、正しい意見です……。やっぱりお兄ちゃんにはしっかり者の妹が欠かせないものですね……」

「ああ、なんか癒いやされるな……」

　他がトンデモキャラばかりの中、この妹の存在だけが唯ゆい一いつの清せい涼りよう剤ざいだ。

「というわけでお兄ちゃん、今度こそ妹の言うことを聞いて、そんなデートは即そつ刻こく中止にしてください」

「それはいけまセンね、妹さん」

　と、俺が答える前にＷピース先生が話に入ってきた。

「これくらいの年とし頃ごろの青少年がエロに興味を持つのは自然なことデスよ？」

「で、でもお兄ちゃんはケダモノですから、卑猥な場所に行って万が一なんてことがあったら……っ」

　……おい、お前は兄をどういう目で見てるんだ。

　ってか、涼花の中じゃもうすっかりゲームの主人公と俺が同一視されているみたいだった。……なんでだよ。

「別に、ただエロゲショップに行くだけじゃないデスか。妹さんもこの前先生と来てマシたよね？」

「そ、それは……っ」

　涼花が詰つまる。なにせそれは事実だからな。……言っとくけど、あくまでも涼花の作品の取材のためだぞ？

「あ、わかりマシたよ？　妹さんはツンデレデスから、たとえゲーム内でも先生が誰だれかとイチャイチャするのが嫌いやでヤキモチ焼いてるんデスね？」

「「な……っ!?」」

　俺と涼花の声が綺麗にハモる。

「そ、そんにゃわけにゃいです！　わ、私がお兄ちゃんのことを好きとか大好きとか、そんにゃことは……っ！」

　顔を真っ赤にして否定する涼花。

　……そりゃまあ俺相手にそんな誤解をされたら必死にもなるよな。

「Ｗピース先生、涼花にその手の冗じよう談だんはやめてくださいよ」

　こいつはそういう話題に慣れてないうえ、そもそも俺のことを嫌きらってるんだからさ……。

「ラノベやエロゲじゃないんですから、こいつに限ってはそんなこと絶対にあり得ません。なあ涼花？」

　俺はフォローのつもりでそう言う。

「…………え、ええ、その通りです」

　が、涼花は頷きはしたものの、なぜか超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げん顔で俺を睨んだ。

　……な、なんだよ。俺、なんか悪いこと言ったか……？

　と、そんなことをしている間に、ゲーム内では主人公と先せん輩ぱいがアキバのエロゲショップに到とう着ちやくしていた。

　そこで先輩はエロゲを見て『こんな世界があったなんて……っ』と感動に目を輝かがやかせる。

「やはりエロゲは新たな世界への扉とびらデスね。ああ、エロゲは宇宙デス！」

　と同じように感動している本職エロゲンガー。……触ふれないでおこう。

　唯一の救いは、デートシーンはそれで無事終しゆう了りようしたことだ。また刺さされたりしたらトラウマものだった。

　で、翌日。先輩が真っ白なキャンバスの前に難しい顔で座っている。

「自分がなにを描かきたいかわからないそうデス。でも、主人公は既にその答えを知っているはずデスね！」

　そこで選せん択たく肢しが表示される。





①「エロい絵を描けばいいと思うよ」

②「エロい絵を描こう」

③「エロ絵を描け！」






「選択肢の意味がねえええぇっ!!」

「これは、あえてプレイヤーに選択させることで、意味を強調する高等技術デスね！」

「レトロゲーの無限ループ選択肢並の手て抜ぬきだと思いますけど！」

　ああもう！　俺は無心で①を連打する。好きにしやがれ！

　すると先輩は「そうだったのね！」と何かに目覚めたような感じだった。

「無事ヒロインは自分の進むべき道を見つけたみたいデスね！　そう、エロ絵という崇すう高こうな道を！」

「ああ、そうっすね……」

　なんかもうどうでもいいよ……。

「お兄ちゃん……、この人、いきなりキャンバスに何か描き始めてます」

　と、涼花の言う通り、先輩ヒロインはものすごい勢いで白紙のキャンバスに筆を走らせている。

「って、まさか本当にエロ絵を描いてるのか!?」

　間もなく絵が完成したのか、先輩はキャンバスを主人公の方に向ける。

　おいおい、まさか全年ねん齢れい版でエロＣＧを見せるつもりじゃないだろうな！

　俺は万が一に備え、涼花の目をふさごうとかまえる。しかし、

「……あれ？　画面が急に真っ暗に」

　こ、故障か？　いや、テキスト欄らんはちゃんと表示されたままだぞ？

「ん？　シナリオはちゃんと進んでるみたいデスが」

　Ｗピース先生の言う通り、テキスト欄ではちゃんと主人公と先輩のやり取りが続いている。

　エロ絵を描き上げた先輩に、それをエロいと興奮する主人公。

「でも画面が黒いままだ……。こ、これってもしかして……」

　俺は、ある可能性に思い至る。

　エロゲを全年齢版にするにあたっては、十八禁部分のシナリオは修正するかカットするかのどちらかだ。

　が、どうもこのゲームはそういう手間を省いて、十八禁版のシナリオそのままに、エロＣＧだけ表示しないという力業わざをやっているのでは……？

「おお！　この流れは、このままエロシーンにいくみたいデスよ！」

「……いや、まさか!?　これは全年齢版でしょ!?　そ、それに画面はまだ真っ黒のままだし……」

　とはいえ、テキストはだんだんと生々しい表現になっていく。このまま本当にエロシナリオに突とつ入にゆうするようなら、文章だけとはいえ涼花に見せるわけにはいかない！

　と、俺が身構えた時だった。




『続きは十八禁版でどうぞ』




「はああああああぁっ!?」

　画面に突とつ如じよ表示されたその文章に、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　て、手抜きにしたってこれはあまりにも潔いさぎよすぎるんじゃないか!?

「なるほど、そうきマシたか。では先生、今から十八禁版をやりマショう」

「やるわけないでしょ!?」

　その言葉に、再度度肝を抜かれる。

「なんでデスか！　あんなところで寸止めされたら、我が慢まんできマセん！」

「だからって十八禁版をみんなでプレイするなんてあり得ないでしょ！　妹もいるのに！」

「もう！　わかりマシた！　じゃあ自前でなんとかしマス！」

　そう言うや否いなや、Ｗピース先生は持参のスケッチブックに目にもとまらない速さでペンを走らせる。

「って、まさかまたエロ絵を描いてるんじゃないでしょうね!?」

「当然じゃないデスか！　私はエロ絵師なんデスよ!?　不満があったら即そく自家発電デス！」

「自家発電の意味が違ちがいますから！　と、とにかくこんなところで十八禁な絵なんて描かないでください！」

　俺はスケッチブックを無理やり閉じて、Ｗピース先生の暴挙を阻そ止しする。

　横には涼花もいるってのに、エロ絵なんか見せられるわけないだろ！

「むう、このやり場のないリビドーをどうすればいいんデスか……っ！」

　……こういう時は強ごう引いんに話題を変えよう。そうしよう。

「そ、それよりも、なんなんですかこのゲームは！　ほらまた先輩の回収率も１００％になってるし！　あれで終わりとかあり得ないでしょ！」

「いやいや、十八禁版と全年齢版の同時発売という珍めずらしい形式で、ネットのエロゲ板でも前評判がすごかったんデスよ？　『見えてる核かく地じ雷らい』とか『約束された勝利のクソゲー』とか」

「期待のベクトルがおかしいよ！」

　どうやら俺の予想通り、このゲーム自体がトンデモなものらしい。

　Ｗピース先生が「面おも白しろいものが手に入った」って言って持ってきた時点で想定しておくべきだった……っ。

「で、先生。次はどのキャラを攻こう略りやくするんデスか？」

「ま、まだやれと!?」

「当たり前じゃない。全キャラ攻略して、あんたの女の子の好みを研究するのが今日の主しゆ旨しでしょ」

「ちげーよ！　次巻の取材だ！」

　ノートをかまえながら図々しいことを言う舞。

　いい加減頭が痛くなってきたので、涼花に向かって「もうやめていいか」と視線を送る。

「まだ全部終わったわけではありません。取材はちゃんとしないとですよ、お兄ちゃん」

　……くそっ、この完かん璧ぺき主義者め！

　とはいえ、涼花が取材になってるというなら続けないといけない。

「……わかったよ。最後までやるよ」

「そうしてください。それに……まだ妹を攻略してもらってませんし……」

「……なんか言ったか？」

「い、いえ、中ちゆう途と半はん端ぱはいけないということです。はい」

　涼花の意見に「そうだそうだ」と同調する外野。鬱うつ陶とうしいけど、これも代理人を引き受けた俺の責任だ。

「あと残ってるのは幼おさな馴な染じみと運動部と生徒会長か……」

　今となってはどのキャラも地雷にしか見えないが、俺は意を決して各ルートを攻略していく。

　で、結果から言うと、どいつもこいつもロクでもなかった。

　幼馴染は実は宇宙人だと判明して、なぜか宇宙戦争に巻き込まれるし。

　運動部はいつの間にか軍事訓練を始めて世界戦争が勃ぼつ発ぱつするし。

　生徒会は実は世界を裏で牛ぎゆう耳じる闇やみの組織と判明して世界が滅めつ亡ぼうするし。

「ぜ、全部やりきったぞ……っ！」

　俺は満まん身しん創そう痍いになりながらコントローラーを置いた。

　と、とにかくこれで終わった……！

「で、どのヒロインが一番あんたの好みなわけ？」

「この俺の状態を見て、そんなことを訊きくのか……」

　シナリオがトンデモ過ぎて、キャラの可愛かわいさとか判断できねえよ……。

「ラメぇデスよ先生。ちゃんと答えてくれないとデス」

「いや、どれもピンとこなかったと言いますか……」

「あんたねぇ、プロラノベ作家ならちゃんとした判断基準を持ってないとダメじゃないのよ」

　……ぐっ。そう言われると答えざるを得なくなるじゃねえか……。

　実際はラノベ作家じゃない俺が腕うでを組んで頭を悩なやませている時だった。

「……ん？」

　クイクイと服を引っ張られた感かん触しよくに振ふり向くと、涼花が上目づかいで俺を見ていた。

「……まだ、残ってるキャラがいるんじゃないですか？」

「……へ？　残ってるって……」

「ほ、ほら、主人公の妹が……。わ、私は別にどうでもいいんですが、その、一人だけ仲間外はずれというのはよくないと言うか……」

　涼花がモジモジしながら言う。

「あ、妹さん。このゲームには妹キャラルートはありまセンよ？」

　が、Ｗピース先生が即そく座ざに否定。

「え？　で、でも隠かくしキャラがいるんですよね？　それって妹じゃ……」

「違いマス。隠しキャラは学校に出しゆつ没ぼつする美少女地じ縛ばく霊れいデスよ。事前情報で公開されてマシた！」

「全然隠しキャラじゃないっすね！」

　しかもまたゲテモノな……。

「なので、妹は非攻略対象デス！」

「え？　え？　非攻略対象……？　それってどういう……」

　涼花はうろたえながら俺を見る。

「……つまり、他のヒロインみたいに専用ルートのないサブキャラだ。わかりやすく言うと脇わき役やくってところか」

「わ、脇役!?　い、妹が……!?」

　……いや、なんでお前がそんなにショックを受けてんだよ。

　こっちはリアル妹の前で妹ルートを攻略するなんてキモがられることをせずに済んだと安心してんのに。

「……って、待てよ……？」

　俺はゲーム内の妹を思い出す。

　あのトンデモヒロイン集団がひしめく中で、唯ゆい一いつまともなキャラクター。

　素す直なおで大人しくて、兄のことをいつも心配してくれてたじゃないか。

「…………」

　チラリと涼花を見ると、ズーンと沈しずんでいる。こいつもあの妹キャラが一番マシだって思ってたみたいだな。

　……よし。

「攻略キャラじゃないけど、あの中じゃ妹が一番可愛かったな」

「え!?」

　俺がそう言うと、涼花は弾はじかれたように顔を上げた。

　……なんで真っ赤な顔で、しかも瞳ひとみが潤うるんでるんだろう。

「ふーん」

「ふーんデスねー」

「って二人とも、なんか反応が薄うすい気がするんだが……」

「だって予想の範はん囲い内の答えだもの」

「デスね。先生は妹スキーですから、まあ順当ってところデス」

「へ？　い、妹スキーって……」

　そこで俺は、ようやく誤解されていることに気がついた。

「ち、違うぞ!?　別に妹だからどうこうってわけじゃなく、この中で一番マシなのは誰だれかって話だからな!?」

「別に誤ご魔ま化かさなくてもいいデス」

「そうよ。そもそもあんたの作品のタイトルが〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉じゃない。今いま更さらね」

　……くそっ、それを言われると反論のしようがない！　でも、断じて言うがそれは俺の作品じゃねえ！

　と、とりあえず涼花にだけは誤解されないようにしないと！

「お、おい涼花、これは別に──」

　そこで俺が振り向くと、

「お兄ちゃん……。い、妹が一番可愛いって……。えへ……えへへ……」

「……す、涼花？」

　なぜか涼花は、ものすごく幸せそうな顔でぽわーと中空を眺ながめている。

　何を話しかけても反応がない。

　な、なんなんだよ一体……っ！

「それにしても、考えてみれば妹さんを毒どく牙がにかける先生のことデスから、最初から予想できる答えデシたね」

「は!?　な、なにを言ってるんですかＷピース先生！」

「なんですって!?　祐、あんたね！　やっていいことと悪いことくらいわかるでしょ！　やっていいのはファンの子に手を出すとこまでよ！」

「お前も意味不明なこと言ってんじゃねえよ！」

　俺は言いがかりに全力で抵てい抗こうする。

　涼花は相変わらず意識が飛んでるし、舞とＷピース先生は全然人の話を聞かないし……っ！

　ああもう！　なんで俺はいつもいつもこんな目に遭あってんだよ！

　そして、こんなカオスな状じよう況きようで俺の頭に浮うかんできたのは、ある一つの決意だった。

　……くそっ！　早く自前でデビューして代理人なんて辞めてやるからな！
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「ふう……、今日は大変でした……」

　私はベッドの上に寝ね転ころがり、枕まくらを抱だいて今日の出来事を思い返します。

　せっかく取材をきっかけにお兄ちゃんともっと仲良くなろうと思ってたのに、氷室さんとＷピースさんがついてくるとは……。

　あのお二人が、お兄ちゃんのことを気に入ってるのは明らかです。

　お兄ちゃんは、自分が代理人だからだなんて言ってますけど、違ちがいます。

　きっかけはそうでも、今はお兄ちゃん自身に惹ひかれているのは明白です。

「私と同じだからわかります。いえ、私は誰よりお兄ちゃんのことが……」

　お兄ちゃんのことを考えるとなぜか枕をギュッと抱きしめてしまいます。

　顔も熱くなって、自然と身体からだをゴロゴロさせたくなります。

　ゴロゴロ。

「…………えへ……、えへへ……」

　ついでにだらしない笑いまで漏もれてしまいます。でも、仕方がないです。だってお兄ちゃんは、妹を選んだんですよ？　ゲームとはいえ、妹が一番可愛いって……。

「……私もいつか、あんな風にお兄ちゃんと仲良く……」

　ゲームの中の妹を思い浮かべます。

　大人しくて素直で、お兄ちゃんと分け隔へだてなく接する理想の妹。

　私とは正反対。生意気で素直になれなくて、いつもお兄ちゃんに迷めい惑わくばかりかけて。

「はぁ……。私って、どうしてこんなに可愛くないんでしょうか……」

　もう何度繰くり返したかわからない問いです。こんな可愛くない妹にも、お兄ちゃんはずっと優しくて……。

　いつか見放されるんじゃないかと思うと怖こわくて怖くて……。

「……っ！　だ、ダメです！　ポジティブシンキングです！」

　そうです。私は誓ちかったんです。

　素直になれない性格は直らなくても、とにかく前に進もうって！　ラノベ作家になることで、少しでもお兄ちゃんに近づけるようになろうって！

　私の作品は兄と妹の恋れん愛あい物語です。そしてあの妹は私自身でもあります。

　だから、もっともっと面おも白しろい作品を書いてお兄ちゃんに認めてもらえれば、それは私の気持ちがお兄ちゃんに届いたということになるんです！

「私のお兄ちゃんへの想おもいは、誰にも負けないんですから……っ！」

　私はそう呟つぶやきながら、自分の枕に向き合います。

　……い、いつかお兄ちゃんと結けつ婚こんする日のために必要な練習です。

　いつもやってることですが、今急にやりたくなりました。なのでやります。

「お兄ちゃん……」

　私はお兄ちゃん（枕）に向かって顔を近づけます。

　もちろん……き、きききキスの練習をするためです！

「お兄ちゃん、だいすき──」

「おーい涼花？　もう寝ねてるのか？　結局今日の取材ってどうな──」

　……え？

　ど、どうしてお兄ちゃん（本物）が私の部屋にいるんですか……？

　というか、今の私の体勢って……、き、キスの練習を、お兄ちゃんに見られ……っ!?

「……えっと……？　お、お前、なんでそんなこと……？」

「あ、あう……うう…………」

　は、恥はずかしい！　恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい！

　見られました！　こ、こんな恥ずかしいところをお兄ちゃんに……っ！

「と、取り込み中……だったのか？　わ、悪い！　なんかよくわからないけどごめん！」

　私はもう恥ずかしくて恥ずかしくて、頭が上手うまく働きません！

　でも、かろうじて口を開き、これだけは言っておきます！

「か、勝手に入ってくるなんて……っ！　お兄ちゃんは最低ですっ！」
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「いや、ノックはしたんだよ!?　でも返事がなかったから……っ！　ご、ごめんなさいいいいいいいいいいいいいいいぃっ!!」

　お兄ちゃんは慌あわててドアを閉めます。そして間もなく、何かが階段を転げ落ちる音が聞こえてきました。

　でも、私はそれどころじゃないです！　恥ずかしくて死にそうです！

　……うう、お兄ちゃんのバカ。

　そして、私の大バカ……っ！

　私は枕に顔をうずめ、ぐちゃぐちゃになった頭を落ち着けようとします。

　そんな中、浮かんできた言葉が一つ。

「……私がなんでこんなことをしていたか、ですって……？」

　私はもういなくなったお兄ちゃんに向けて、力を込めて返してあげます。




「……そんなの、私がお兄ちゃんのことを大好きだからに決まってるじゃないですか！」

















永と遠わ野の誓ちかいのネトゲ体験記









「危ない、スズカ！」

「きゃあっ!?」

　突とつ如じよ襲おそいかかってきた魔ま物ものに反応できずにいると、お兄ちゃんが身を挺ていして私の盾たてになってくれました。

「ぐぅ……っ！」

「お兄ちゃん！」

　魔物の爪つめがお兄ちゃんを切り裂さきますが、それでもお兄ちゃんは反はん撃げきし、魔物を倒たおします。

「大だい丈じよう夫ぶですかお兄ちゃん!?　今すぐ回復をします……！」

　私は怪け我がを負ったお兄ちゃんの身体からだを支えながら、癒いやしの魔法を唱えます。

「……ヒーリング！」

　私の魔法でなんとか一命をとりとめるお兄ちゃん。……よかった。お兄ちゃんの身に何かあったら私……！

「おいおいスズカ、泣いてるのか？」

「だ、だって……！　お兄ちゃんにもしものことがあったら……！」

「大丈夫だ。俺は死なないよ。俺の役目はお前を守ることなんだから」

　お兄ちゃんは私を不安にさせないよう、そう言って優しく笑います。

「だから、ほら、笑ってくれ」

　お兄ちゃんはそう言って、ゆっくりと私の頭を撫なでます。大きくて温かくて、安心できるお兄ちゃんの手。

　えへ、えへへ……。

「……ん、スズカの魔法のおかげで傷も治ったみたいだ。泣き虫も魔法で治ればいいのにな？」

「も、もう！　知りません！」

　悪戯いたずらっぽく笑うお兄ちゃんに、私は恥はずかしくなって顔を背そむけます。

　からかわれたのは悔くやしいですけど、大好きなお兄ちゃんの笑い声を聞いて、心がふわふわしてきます。

「……お、ちょうどいいところに回復の泉がある。入っていこう」

　しばらく森を歩いていると、お兄ちゃんが立ち止まりました。

「お互たがいさっきの戦いで消しよう耗もうしたからな。もちろん一いつ緒しよに入るだろ？」

「い、一緒に泉で水浴び……！」

　私はその光景を思い浮うかべて真っ赤になります。しかしお兄ちゃんは、また意地悪な笑みを浮かべて、

「恥ずかしがることないだろスズカ？　俺達は兄妹きようだいなんだからさ」

「で、でででででも……！　わわわわ私達は兄妹なだけでは……！」

「ああ、だけど俺達は兄妹で──それから恋こい人びとだったよな？」

「はう……！　はうぅ……！」

　私は『恋人』という単語に真っ赤になって、何も言えなくなります。

「恋人なんだから、一緒に水浴びするくらい普ふ通つうだろ？」

「で、でも、そそそそれは……！」

「スズカ……」

　お兄ちゃんが私を真まっ直すぐに見つめてきて、私はその熱い視線に全身が甘く痺しびれたようになります。

　何も言わなくなった私の肩かたにお兄ちゃんが手をかけて──って、これ以上は私の口からは言えません！

　で、でも、これは仕方がないことですよね!?　な、なにせ私とお兄ちゃんは恋人なんですから！

　だからこのファンタジー世界でも結ばれるのが自然の成り行きというもので……！　えへ、えへへへへ──
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「えへへ、えへへへへへ」

「あ、あのー、涼すず花かさん……？」

　……な、なんでいきなりバグってしまわれたんでしょうか……？

　俺こと永なが見み祐ゆうは、突然様子が変になった我が妹──涼花を見て、どうすることもできずにいた。

　……とりあえず状じよう況きようを整理しよう。

　現在夜の十時前。俺は涼花と一緒に自室でノートＰＣを二台並べて、ネットゲームをプレイしていた。

　なんでそんなことになっているかというと、俺が自分の部屋で大賞応おう募ぼ用のラノベを書いていたら、突然涼花がやって来て、一緒にネトゲをプレイしてほしいと言いだしたからだ。

「お、おい、そろそろ正気に戻もどれ。体験記を書くんだろ」

「……えへ？　……はっ!?」

　再度の呼びかけでようやく我に返った涼花は、なぜか真っ赤になって俺を見ていたかと思うと、ものすごい勢いで目を逸そらした。

「す、すすすすすみません！　ちょっと妄もう想そう──ではなく！　ゲームに集中していまして！」

　涼花はなぜかワタワタと焦あせっていたが、やがて大きく深呼吸をして落ち着きを取り戻すと、

「今どういう状況でしたっけ……？」

「……チュートリアルで戦せん闘とうして、回復の泉の使い方を説明してもらってたところだろ」

　俺が画面を指さすと、涼花は「そ、そうでしたね！」と言ってまた少し顔を赤らめた。……謎なぞだ。

　さて、なぜ涼花がいきなりネトゲをすることになったかというと、さっきチラッと言った『体験記』のためだ。

　編集の篠しの崎ざきさんからメールがあり、この『ルナティック・リアルム』──通つう称しよう『ルナリア』をプレイして体験レポートを書くよう依い頼らいされたらしい。

　で、依頼を受けたはいいけど、涼花はネトゲはおろかゲーム自体に馴な染じみがないので、俺に協力を要よう請せいしてきたというわけなのだ。

「しっかし、プロラノベ作家ともなるとこういう仕事もあるんだな」

「わ、私も意外でしたが、これを機にお兄ちゃんとイチャイチャ──違ちがいます！　兄妹で一緒にゲームをするシーンの取材をしたいと思っていましたから、ちょうどいいということで！」

　取材ということなら俺は『代理人』なんだから手伝うしかない。それに普段は頼たよりない兄貴扱あつかいだから、こういう時に力にならないと、いよいよ妹から嫌きらわれちまう。

「そ、それに篠崎さんが二人分のコードを送って来てましたし！　しかもメールの最後に『是ぜ非ひ妹さんとプレイして仲を深めてくれたまえ。ふふふ……』って書いてありましたし！」

「あの人は相変わらずだな！」

「し、仕方ありません。永遠野誓は妹好き作家と認識されていますから」

　それはお前が魔がさして、妹モノの作品で大賞を取ったからだ。

　ラノベ作家・永遠野誓の表の顔を演じる以上仕方がないとはいえ、リアル妹がいるのにその認識は非常に辛つらい。

「で、でも運がよかったじゃないですか。二人分のコードを送ってもらったおかげで、お兄ちゃんと二人でゲームができるんですから」

「……まあ、釈しやく然ぜんとしないけどそういうことにしておこう」

　とりあえず、状況に不満を言っても始まらないので、今は涼花の体験記のために協力するしかない。

「えーと……、泉に入ったおかげでお互いに全快してるみたいだな」

　俺はゲーム画面に視線を戻す。

　そこでは、俺と涼花そっくりにカスタマイズされたキャラが、二人して回復の泉につかっていた。

「どうして回復のために泉に入るんでしょうか？　お、お兄ちゃんと一緒に水浴びなんて……」

「こういうのはお約束なんだよ」

　というか、そもそも恥ずかしがるくらいならそっくりなキャラにしなきゃよかったのに。

　涼花曰いわく「た、体験記なのでゲームに没ぼつ入にゆうしなくてはいけません。なのでキャラも自分そっくりにすべきです」とのことらしい。

　ちなみに名前まで『ユウ』と『スズカ』って感じでそのまんまだった。

　そうこうしていると、ゲーム内の俺達の周りに妖よう精せいが現れた。

『これで戦闘と回復のやり方がわかったわよね？』

　この妖精はチュートリアル係のようで、俺達がログインした時からずっとこうやって案内をしてくれている。

　この最初の森、というチュートリアルフィールドで、さっきまで戦闘と回復のやり方を教わっていたのだ。

『じゃあそろそろ、特とく殊しゆシステムについて解説していくわね』

「ん？　特殊システム？」

　急に妖精がそんなことを言いだし、俺が首を傾かしげていると、

『あなた達はカップルよね。だからカップル専用のシステムを教えるわ！』

「はぁっ!?」

　なぜか意味不明なことを口走ったので、素すっ頓とん狂きような声が出た。

「なんなんだカップルって……？」

「じ、実はですね、篠崎さんのメールには、用意された二人分のコードはカップル用のものだと書いてあって」

「ネトゲでカップル用コードなんて聞いたこともないぞ……」

「私もよくわからないのですが、それを使えば、その……、か、カップルとしてゲームプレイができると……！」

　……つまり、特典付きのアカウントコードだということなのか……？

　それにしたってネトゲでカップルプレイとか……。しかもリアル妹と。

　篠崎さんがこのゲームの体験記を求めた経けい緯いがわかった気がする……。

「ふ、不本意ですけど、これも仕事ですからね!?　別にチャンスだなんて思ってなくて！　作品の取材も兼かねていますから、兄妹でカップルというのは望むところと言いますか!?」

「わ、わかったわかった！」

　なぜか必死な様子で前のめりになる涼花をなだめる俺。

　……兄嫌いな涼花としても俺とカップルなんて冗じよう談だんじゃないだろうが、これも仕事のためと思って我が慢まんしてるんだろう。だから俺も文句は言うまい。

「……それで、カップル専用の特殊なシステムってのはなんなんだ？」

『カップルらしくイチャイチャすることでより強くなれるのよ！　名付けてイチャイチャバースト！』

「ダセぇ!!」

　ドヤ顔妖精に思わずツッコむ俺。

「い、イチャイチャバースト……！　愛の力で強くなれるとは、なかなかセンスがいいですね……！」

「マジですか……」

　だが、なぜか涼花はご満まん悦えつだった。

　……俺のセンスがおかしいのか？

『早さつ速そく試してみるわよ。ほら、スズカがユウに抱だきついてみて』

　戸と惑まどっている俺を放置したまま、妖精はさらに頭の沸わいたことを言う。

「お、お兄ちゃんに抱きつく!?　そ、そそそ、そんなうれし──じゃなくてはしたないことを……！」

「お、落ち着け、これはようするにエモートで──」

　真っ赤になって焦る涼花に、俺は解説しようとするのだが、

「し、しししし失礼します！」

　何を思ったか、涼花は言われた通り俺に抱きついてきた。

　ただし、ゲームではなくリアルで。

「な……っ!?」

「…………………っ!!」

　いきなり抱きつかれた俺は、声も出せずに固まる。

　涼花は涼花で、これ以上ないくらい顔を赤くしてギュッと目をつぶり、かすかに震ふるえながらも俺から離はなれようとしない。

「…………」「………………」

　そのまま、お互たがいに身動き一つせず数分が過ぎて、

「あ、あの……、まだですか……!?」

　涼花の絞しぼり出すような声に、俺はようやく我に返った。

「あ……、いや、あの……！　だ、抱きつくっていってもリアルでじゃなくてだな……！」

「……え？　そ、それはどういう」

「だから、ゲーム内で抱きつくっていう行動ができるから、そっちを意味しているわけで……」

　まだドキドキしている俺がたどたどしくそう言うと、涼花は一いつ瞬しゆんキョトンとした顔になった後、
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「……～～～～～っ!!」

　かああぁと茹ゆでダコみたいに顔を真っ赤にして、バッと俺から離れた。

「そ、そういうことができるなら最初にそう言ってくださいっ！」

「ごめんなさい!?」

「……お、お兄ちゃんに抱き……っ！　は、恥ずかしかったけど……！　これはこれで得をしたとも……！　ああ、でもでもはしたない……！」

　頭を抱かかえながら小声で呟つぶやく涼花に、俺は声をかけることもできない。

「……す、すいませんでした。まさかゲームでそういうことができるとは思ってなくて……！」

　やがて落ち着くと、それでもまだ赤い顔のまま涼花はそう言った。

「ま、まあゲーム未経験者がネトゲのエモートとかわかるわけないし、お互い忘れよう！　な？」

「そ、そうですね」

『どうしたの？　早くやってよ！』

「お前は空気を読め！」

　……こほん。気を取り直し、涼花にエモートのやり方を教える。

「あ……、本当にゲームの中で抱きつくことができるんですね」

　ゲーム内のスズカがユウに抱きつくのを見て、涼花は頰ほおを染める。

　キャラが俺達そっくりなこともあって、俺もさっきのことを思い出して顔が熱くなる。……とその時、

『これがイチャイチャバーストよ！』

　妖精の台詞せりふと同時に、ユウの身体からだが光り始めた。おお？　これは……！

『イチャイチャバースト中は攻こう撃げき力がアップするわ！　試してみて！』

　俺達の目の前に、さっきも戦ったかぎ爪づめの魔ま物ものが現れる。

　俺が攻撃してみると、さっきは倒たおすのに四発かかったが、今度は二発で仕留めることができた。

「攻撃力が倍かよ……。これってバランスブレイカーなんじゃないか？」

『その代わり、イチャイチャバーストは瞬しゆん間かんバフだからすぐに効果は切れちゃうわ。注意してね』

　な、なるほど、確かにもう効果が切れてるみたいだ。

「あ、愛の力で敵を倒す……！　わ、私とお兄ちゃんの愛の力……！」

　涼花がなぜかえへえへと笑いながら画面を見つめている。ちょっと怖こわい。

「……しかし、篠崎さんから依い頼らいが来るだけあって変なシステムを実装してるゲームだな」

　俺がやれやれと苦笑していると、妖精は再びドヤ顔になり、

『実はこのイチャイチャバースト、さらに上の段階があるの！　名付けてイチャイチャバーストＥＸ！』

「安直!!」

　もちろん俺のツッコミが届くはずもなく、妖精は解説を続ける。

『もっといっぱいイチャイチャすることで、さらに強力なバフが得られるのよ！　なんと攻撃力四倍！』

「やり方もネーミングも効果も、全部見事に安直じゃねえか……」

「も、もっといっぱい……!?」

　ため息を吐つく俺とは対照的に、涼花はなぜか敏びん感かんに反応する。

「ど、どうすればもっとイチャイチャできるんですか!?　も、もちろんこれは私の願望ではなく体験記取材のための興味で──」

　ゲーム画面に詰つめ寄る涼花。

『よりイチャイチャできるエモートを使うの。たとえば膝ひざ枕まくらとか！』

「ひ、ざ……っ！」

　衝しよう撃げきを受けた様子の涼花は、初心者とは思えないほど見事な操作でエモート一覧を検けん索さくし、すさまじい速さで膝枕コマンドを実行した。

「…………う」「…………はう」

　画面内で、ユウがスズカに膝枕されている様子を、俺達はじっと眺ながめている。超ちよう気まずい。

「あ、あの……、お兄ちゃん」

「な、なんだ？」

「ま、まったく他意はないのですが、その、体験記を書くにしても、ゲーム内のキャラになりきらないといけないと思うんです。そ、そのために私達そっくりなキャラにもしましたし」

「お、おう。……それで？」

「だ、だからですね……！　わ、私自身はそんなこと全然したくないんですけど……！　こ、こうやってキャラがやっている以上、実際に膝枕というのを試してみる必要が……！」

「つまり、リアルで俺達が……？」

「か、勘かん違ちがいしないでください!?　私は全然そんなことしたくないんですけど、あ、あくまで取材のためで!?」

　涼花がワタワタと手を振ふりながら、真っ赤な顔で迫せまってくる。そして、いかに現実で体験することが取材にとって必要かをひとしきり説といた後、

「だ、ダメですか……？」

　ちょっと涙なみだ目めで、不安そうに俺に訊きいてくるのだった。

　もちろん兄妹きようだいがリアルで膝枕なんて抵てい抗こうがあるどころの話じゃないが、そんな涼花にダメだなんて言えるはずもなく、俺は無言で頷うなずくしかなかった。

「じゅ、準備できました……！」

　そう言って、床ゆかにペタリと女の子座りする涼花。真っ赤になってガチガチに緊きん張ちようしながらも「ど、どうぞ」と俺を手招きする。

　……なんで妹に膝枕してもらうことになってしまったかはさて置き、涼花ががんばっている以上俺は取材に協力するしかなかった。

「じゃ、じゃあいくぞ……？」

　コクリと頷いたのを確認してから、俺はそっと自分の頭を、ピタッとくっついた涼花の太ももの間へと乗せる。

「ひゃ……っ！　にゃうぅ……！」

　涼花のか細い悲鳴を聞きながら、俺も頭の中では完全にテンパっていた！

　……ふ、太もも！　柔やわらかい……！

　い、いかん！　いくら女の子の膝枕とはいえ、相手は涼花だ……！

　俺は「これは妹これは妹」と必死に邪よこしまな考えを追い払はらおうとするが、

「お、お兄ちゃん……！　あんまりモゾモゾしては……！　ひゃっ……！　く、くすぐったいです……！」

　頭上から妙みように艶なまめかしい声が聞こえてきて、とてもじゃないが冷静になんてなれなかった。

「……ひ、膝枕の取材、できました」

「そ、そうか……」

　やがてどちらからともなく立ち上がると、気まずい空気のままノートＰＣの前まで戻もどる俺達。

　画面ではずっと膝枕してもらっていたユウの身体が赤く光っていて、妖よう精せいが『これがイチャイチャバーストＥＸよ！　攻撃力がなんと四倍！』と空気の読めていない発言をしていた。

『これでシステムの説明はすべて完かん了りようよ。あとは実じつ践せんするだけね。……その前に、特典として、クラスに合った装備をプレゼントするわ』

「お、装備はありがたいな」

「服ならもう着ていますけど？」

「こういういかにも初期装備って感じじゃないやつだろ」

　俺達がそんなことを話していると、妖精はなにやら魔法を唱えて、俺達の格好がパッと変わった。

　ファイターである俺には統一されたデザインの鎧よろいと盾たて一式。

　ヒーラーである涼花には、真っ白いローブと杖つえだ。

「す、スカートが短いです……！」

「確かに。聖職者のローブっていうより、なんか魔法少女っぽい外見だな。でもまあそのぶん可愛かわいいけど」

「か、可愛い……!?」

　その瞬間、涼花が何かを思い出したかのようにハッと顔を上げた。

「どうした涼花？」

「あ、あの、お兄ちゃん。ちょっと待っててもらえますか？」

　そして突とつ然ぜん立ち上がると、部屋から出て行ってしまった。

　飲み物でも取りに行ったのか、と思っていたが、なかなか戻ってこない。

「ちょっと遅おそい……なっ!?」

　しかし、やがてドアが開く音がして振り向くと、俺は思わず絶句した。

「まじまじと見ないでください……」

　というのも、涼花の格好がゲームキャラと同じような服装に変わっていたからだ。

　ヒラヒラした純白の可愛らしい服装にミニスカニーソ。杖こそ持ってないが、すごくよく似ている。

「ど、どど、どうして……!?」

「も、もちろん取材のためです！　別にお兄ちゃんが可愛いって言ったからとかではなく、ゲーム内でのことはできるだけ現実でも体験しようと思ってですね……！」

　涼花は真っ赤になってそうまくしたてる。さすが本物の永遠野誓。取材に対して一切妥だ協きようがない……のか？

「そ、それで、どうですか……？」

「え？　な、なにが？」

「ですから……！　べ、別に大した問題じゃないんですけど、その、ゲーム内と同じくらい、あの、か、可愛いと思ってもらえるかなって……！」

「あ、ああ……！　うん、その、可愛いと思う。よく似合ってる……！」

　俺はなぜか絞しぼり出すように答える。

　ゲームキャラ相手にはすっとほめられたけど、やっぱりリアル妹相手だからか、言葉に詰まる。

「そ、そうですか！　えへ、えへへ、えへへへへ……！」

「と、ところでそんな服、よく持ってたな!?」

　うれしそうな涼花を見ていると、なぜかむずがゆくなって、俺は誤ご魔ま化かすようにそう訊たずねた。

「あ、これはこの前、Ｗピースさんが置いて帰ったものです」

「ああ、ものすごく納得だ……」

　考えてみれば、そんなコスプレ衣装みたいなものの出所はそれしかない。

　ちなみにＷピースさんというのは、涼花のラノベの挿さし絵えを描かいているイラストレーターさんで、正式な名前はアヘ顔Ｗピースという。

『さあ、今まで教えたことを駆く使ししてこの最初の森を抜ぬけるのよ！』

　服も着き替がえて気合を入れた涼花がゲームに戻ると、今度は妖精にそう促うながされた。

「行きましょうお兄ちゃん。お、教わったイチャイチャバーストを駆使して進むのです」

「いや、あれは明らかにお遊び要素で攻こう略りやくに使える技じゃない──」

『ちなみに、敵の強さはイチャイチャバースト込みで調整してるから、がんばってね！』

「…………」

　この妖精、音声認識かなんかしてんじゃねえだろうな……。

『あ、それからユウからのイチャイチャでスズカもバーストできるよ！　ナデナデとか、試してみてね！』

「な、ナデナデ!?　お、お兄ちゃん、是ぜ非ひ試してみましょう！　あくまでも取材のために！」

「お、おう……」

　……まあ、そんなこんなで俺達は、教わった技術を駆使して、最初の森を進んでいくのだった。
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「……はふぅ、いっぱいイチャイチャ──じゃなくて！　よ、ようやく最初の森を抜けましたね」

「そうだな……」

　なぜか元気な涼花とは対照的に、俺は疲つかれ切った声を返す。

　あの後、妖精の言った通りやたら硬かたい敵が出る最初の森を抜けて、今は最初の街へとやって来ていた。

「わあ……、人がいっぱいです。ここが街の中心でしょうか」

　やがて俺達は大きな広場のような場所に出た。そこには多くの人が集まっていて、露ろ店てんなんかも出ている。

「……でも、ちょっと人が多すぎますね。はぐれたりしませんか？」

「じゃあパーティーを組むか」

「パーティー？」

「グループを組むってこと。そうすれば万が一にもはぐれないだろうし」

「そういう機能があるんですね。お兄ちゃんと二人だけのグループ……！　早さつ速そく組みましょう！」

「俺のキャラを右クリックして、申しん請せいでパーティーを選んでくれ」

　すると、俺の画面に『スズカからパーティーの申請がありました』と出たので承しよう諾だくする。

「便利な機能があるんですね」

　涼花はそう言って軽く笑ったが、間もなく何かに気づいた様子で、なぜか画面に釘くぎ付づけになっていた。

「こ、こここ、これは……！」

　ワナワナと身体からだを震ふるわせる涼花。

　涼花の画面を覗のぞき込むと、そこには俺のキャラへの申請コマンドが出ていて、カーソルがその中の『結けつ婚こん』という文字のところで止まっていた。

「け、結婚……！　そ、そんなことまでできるんですか……!?」

「確かにシステム的にそういうのができるネトゲもたまに──」

「し、します！　結婚します！」

　俺の説明が終わる前に、涼花は俺の方に身を乗り出す。

　が、間もなくハッと我に返り、

「も、もちろん取材のためです。というか私達はカップルとしてゲームを始めたんですから、方向性は徹てつ底ていしないといけません。決してお兄ちゃんと結婚したいからではないので、変な誤解しないでください」

　ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　……誤解なんてしないってば。

「と、とにかくです。ゲームで結婚できるなんて驚おどろきです。作品に反映させるためにも試してみないといけません。他意はありませんが」

　涼花は俺と目を合わせようとしないまま、結婚申請を送ろうとする。

「あ、あれ？」

　しかし、すぐに涼花が首を傾かしげる。

「どうした？」

「申請ができないんです。ちゃんと操作したはずなのに」

「ん？　なんでだ？」

　俺は自分のゲーム画面を確認したのだが、何の変化もない。涼花からの申請の通知なども来ていない。

　だが、涼花の画面を見て理解した。

「あー、なるほど」

「ど、どういうことですか？」

「結婚を申し込むには『誓ちかいの指輪』っていうアイテムが必要って出てるだろ？　持ってないから無理なんだよ」

　ほらここに、と俺が指さすと、

「……本当です。で、ではその婚こん約やく指輪はどこで手に入るんですか!?」

「誓いの指輪な……。えーと」

　スマホで攻略Ｗｉｋｉを開く俺。

「……教会のＮＰＣが売ってるらしいぞ。でも生産系スキルでクラフトできるから、プレイヤーの露店で買った方が割安って書いてある」

「露店ならこの辺りにいっぱいあります。どうやったら品しな揃ぞろえが見られるんですか？　あ、こうですね！」

　涼花がものすごい勢いで露店に並べられているアイテムを物色していく。

「お兄ちゃんも探してください！」

「は、はい」

　妹に言われ、敬語で従う兄の図。

　俺と涼花の力関係は普ふ段だんからこんなものなので仕方ない。

　……えっと、多分カテゴリはギフト系アイテムだよな？　……へえ、髪かみ飾かざりなんてのもあるのか。……って、探すのは指輪だよ指輪。

「あ、ありました！　婚約指輪！」

　その時、涼花が俺の服をクイクイと引っ張って画面を見せる。確かにそこには誓いの指輪とあったのだが、

「値段が……５万Ｇか」

「私は１００しか持ってません……」

「俺も同じだ。どうも最初の所持金は１００Ｇっぽい。手が届かないな」

　涼花が「そ、そんな……」とショックを受けていると、パッと妖よう精せいが現れてこんな助言をした。

『イチャイチャバーストの恩おん恵けいは戦せん闘とうだけじゃなく多た岐きにわたるのよ。バースト中は売買でも有利になるわ』

「ま、マジで？　アリなのかそれ？」

「そういうことなら、早速イチャイチャしないと……！」

　スズカがユウに背中から抱だきつく。

　モーション多いなー……と思っていると、間もなくバースト状態へ。

「今ですお兄ちゃん！」

「わ、わかった。えーと値段は……」

　俺は再度露店を開き確認する。

「４万５０００Ｇ……、って一割引きにしかなってねえ！」

『あんまり強力すぎるとバランス崩ほう壊かいしちゃうからね』

　メタ的発言をする妖精に、そりゃそうですよねと頷うなずくしかない俺。

　……考えてみりゃ、いくらなんでも５万Ｇの品が２００Ｇで買えるようになるわけがないわな。

「うう……、全然手が届きません」

「ま、まあ結婚なんてゲームを始めてすぐにやるもんじゃないし、とりあえず忘れて他のことをしようぜ」

　俺は気を取り直してそう提案したのだが、涼花はぶんぶんと首を振ふり、

「い、いえ、お金を貯めましょう」

「え？」

「べ、別にどうしてもお兄ちゃんと結婚したいわけではなく、ただ、その、取材するにしてもゲーム内で明確な目的があった方がいいじゃないですか」

「そ、そりゃまあそうかも？」

「そうなんです。だから、別に深い意味はありませんが、と、とにかく、この婚約指輪を買うことを目的にゲーム取材をします。いいですね？」

　涼花の有無を言わさぬ迫はく力りよくに、俺は無言でコクコクと頷くしかなかった。

「ゲームではどうやってお金を稼かせげばいいんですか？」

「普通は敵を倒たおして稼ぐかな。もしくはクエストなんかで地道に」

「よくわかりませんが、時間がかかりそうな気がしますね……」

　そりゃ始めたばかりで大金を稼ぐ手段なんか普通はないからな。

「どうすればいいんでしょうか……」

　涼花は頭を悩なやませながら街を歩いていく。俺もそれに付き合って移動していると、ある一画に人だかりができているのが見えた。

「ん？　なんかイベントかな？」

「そ、そうです。大道芸とかをやって稼ぐという手もあるのでは……！　参考に見に行きましょう」

　そう言って人だかりに向けて走り出す涼花。だが、なぜか途と中ちゆうでピタッと足を止めてしまった。

「お、お兄ちゃん、これ……！」

　そしてゲーム画面を指さしながら目を見開く。一体何が──って……！

「んな……っ!?」

　俺は、そこで繰くり広げられていた光景に思わず絶句する。というのも、

『何度も言うけど、永遠野誓作品は神なのよ！　絶対後こう悔かいしないから、今すぐ買って読みなさい！　一番のファンである私が言うんだから間ま違ちがいないわ！　通つう販はんのＵＲＬは──』

　なぜかそこには、熱心に永遠野誓の布教活動をしている謎なぞのプレイヤーがいたからだ！

　しかもそいつの名前が『永遠野誓ＬＯＶＥ』というトンデモナイもので、俺はさらに度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　さっきも言ったように、永遠野誓というのは涼花のペンネームだ。

　有名人気作家だから、誰だれかがその名前を使うことは、まああり得ないことじゃないだろう。

　だけどその後ろに『ＬＯＶＥ』なんて恥はずかしげもなく付けたうえ、ネトゲの中で布教活動までしてるとか、ちょっと普通じゃないぞ……！

　そのうえ、まだ気になる点がある。

「お、お兄ちゃん、この赤毛の女性キャラですが、どこかで見たような」

　どうやら涼花も気づいたらしい。

　そう、このトンデモなプレイヤーの外見に、俺は見覚えがあるのだ。

　服装こそ黒マントに三角帽ぼう子しの魔ま法ほう使つかい風だが、この顔はまさか……？　それに一番のファンってのも……。

『ん？　ユウ？　それにスズカ？』

　その時、永遠野誓ＬＯＶＥがこちらに気づいてそう発言をした。

　この反応はやはり……！

『ちょっとこっちに来い！』

　俺は人だかりからそいつを連れ出して、涼花と三人で人ひと気けのないところまで移動すると、

『お前、もしかして舞まいか……？』

『やっぱり祐なのね！　それに涼花さんも！　なんでここにいるのよ！』

「や、やっぱり氷ひ室むろさんでした。どうして氷室さんがこのゲームを……！」

　困こん惑わくしている様子の涼花だが、戸と惑まどっているのは俺も同じだった。

　氷室舞。俺のクラスメートであると同時に、炎えん竜りゆう焰ほむらというペンネームを持つ人気ラノベ作家な美少女だ。

　永遠野誓の大ファンを自じ称しようして普段からストーカーじみた行動をとってくるが、性格がヘッポコなおかげでギリギリ凶きよう悪あくさを免まぬかれているという、いろんな意味で困ったやつなのだ。

　こ、こんなところで会うとは……。

『俺達は編集から体験記の依い頼らいが来たからプレイしてるんだよ』

『私も同じよ！　で、ついでだから、あんたの作品の布教をしてたの！』

　画面内の永遠野誓ＬＯＶＥ──もとい舞が、胸を張るエモートを織り交ぜながら発言する。

　……まったく悪びれた様子がない。

『あのな！　端はたから見ててめっちゃ恥ずかしかったんだぞ!?』

『な、なによ、私はあんたの一番のファンなんだから仕方ないでしょ！　それに私だけじゃないし……』

　……ん？　い、今なんかものすごく不ふ穏おんなことを言わなかったか？

『……それってどういう意味だ？』

『こっちに来てみなさいよ』

　俺達は舞に案内され移動する。

「なんだか嫌いやな予感がします……」

　隣となりの涼花が呟つぶやいた。

　すると間もなく、さっきと同じような人だかりが見えてきて──

『永遠野先生の作品の魅み力りよくは、なんといっても秘められたエロさデス！　行間に込められた鬼き畜ちく風味を是ぜ非ひみんなに知ってもらいたいデス！』

　そこでは金きん髪ぱつ碧へき眼がんビキニアーマーのキャラが、さっきの舞とはまた違ったベクトルで布教活動をしていた！

　……し、しかもこの名前は！

「Ｗピース先生じゃねえか！」

「ああ、やっぱり……！」

　また一人知り合いの名前が現れて、俺も涼花も頭を抱かかえる。

　俺はもちろんすぐに人気のないところまで連れて行くのだった。

『おお先生！　こんなところで会うとは運命的デスね！』

　画面内で、リアルのＷピース先生そっくりのキャラが発言する。

　だから、なんでこんなところで知り合いと出会うんだよ……！

『Ｗピース先生も取材で……？』

『いえ、私はキャラカスタムが細かくできるゲームと聞きマシて、自分の分身をエロエロにしようと！』

　……うわー、すごくらしい理由。

『で、舞も始めたっていうから合流して、いい機会だからみんなに先生の素す晴ばらしさを知ってもらおうと！』

　こ、この二人は……！

　リアルでもぶっ飛んでいるけど、ネトゲの中でも変わらないな！

『いやー、しかしまさか先生と妹さんもいるとは！　ラッキーデス！』

「うう……、二人きりだったのに、どうしてゲームでもあのお二人が……」

　喜んでいるＷピース先生とは対照的に、涼花は小声で何かを呟きながら悔くやしそうに画面を睨にらんでいた。

『ねえ祐、どうせなら一いつ緒しよに行動しましょうよ。体験記のためって目的は同じでしょ？』

『そうデスね。せっかくデスし』

　舞とＷピース先生がそんな提案をしてくる。確かに、ネトゲなんだから誰かと一緒に遊ぶべきだが、

『いえ、残念ですが、私達には他にお金を稼ぐという目的があるんです』

　俺が返事をする前に、既すでに涼花がそんな発言をしていた。

「しゅ、取材のために婚こん約やく指輪を買わないといけませんからね。このことはお二人には内緒ですよ？」

　赤い顔で釘くぎを刺さす涼花。

　……確かに、結けつ婚こんするためのアイテムを買おうとしてるなんて、この二人に知られたらどうなるか……。

　ただでさえ俺は普ふ段だんからリアル妹に手を出す変態兄貴的な誤解を受けているのに、さらにゲームの中でもそんなことをしてたら弁解の余地がない。

『何か欲しいものでもあるわけ？』

『強そうな武器があったから、それを買おうかと思ってさ』

　なので、ここは涼花に合わせて誤ご魔ま化かしておくのが正解だ。

『稼ぎデスか。そういうことならみんなでダンジョンに行きマショう！』

　しかしＷピース先生のその発言で風向きが変わる。

『チマチマ狩かりなんかしててもたかが知れてマスからね。お金が必要なら思い切ってダンジョン攻こう略りやくデス！』

「……ダンジョン攻略とは？」

「あー……、ようするに敵の根城を攻せめることで、大変だけど戦利品はいっぱい手に入るって感じの」

「願ってもないことじゃないですか！　そこに行きましょう！」

　涼花が目の色を変える。金策を模も索さくしていただけに、Ｗピース先生の提案は渡わたりに船って感じなのだろうが、

「……あ、でもそしたらお二人も一緒に……。せっかくのお兄ちゃんとの二人きりの時間が……！」

　なぜか謎の逡しゆん巡じゆんを見せる涼花。

　しばらく頭を抱えて悩んでいたが、

『そこなら５万Ｇ貯まりますか？』

『ボスドロップ込みで、ちょうどそれくらい稼げると思いマスよ』

　どうやらその返事で考えを決めたらしく、大きくため息を吐つく。

「……仕方ありません。みんなでそのダンジョンに行くとしましょう」

「お、おう……。でも今のやり取りにそんな迷う部分があったのか？」

　普通にみんなで遊んで目標金額に達するならデメリットゼロだと思うんだけど……。

『ではＷピースさん、そこに連れて行ってもらえますか？』

『ＯＫデス！　みんなで協力してダンジョンを制せい覇はしマショう！』

『ナイスね。体験記のいいネタにもなりそうだわ』

　画面内で女性陣じんが盛り上がっている。だが俺は、その時ふと思いついた疑問を投げかけてみた。

『俺達始めたばっかりですけど、ダンジョンなんて行けるんですか？』

『大だい丈じよう夫ぶデス。このゲームにはレベル変動制のダンジョンがありマスので、そこなら十分遊べマス』

　へえ、それはいいシステムだな。

『職業も、私がメイジで涼花さんがヒーラー、祐とエロイラストレーターがファイターでしょ。バランスもバッチリね』

　言われてみれば確かにそうだ。

　みんなでダンジョン攻略は涼花の体験記のネタにもなるし、お金が貯まって取材にもなる。まさに一石二鳥。

『あれ？　違いマスよ舞。私はファイターじゃないデス』

『は？　じゃあその鎧よろいは何なのよ』

『これは現状で一番エロい装備だから着ているだけデス！　私の職業は遊び人デスから！』

『そんな職業なかったんですが……』

　俺はツッコミながらＷピース先生のステータスを確認する。

　すると職業欄らんにパラディンとあって、俺は思わず何度も見返した。

『パラディンって最初は選べない上位職じゃなかったでしたっけ!?』

『ああ、そういえば課金してクラスチェンジアイテムを買ったんデシた。いやー、クラス専用装備にもエロいのが結構ありマシて』

『課金勢だったんですね……。でもそれならＷピース先生の装備パワーでダンジョンも楽勝そうですね』

『あ、いえ、私エロい装備を集めることしかしてマセんから、実用性はないしレベルも上げてマセん！』

『ひどいプレイしてるわね……』

　自信満々なＷピース先生に、俺も舞もドン引きだった。

　しかし、そのビキニアーマーをよく見ると、装備としてはかなり優ゆう秀しゆうな性能であるらしいことがわかった。

　……こんな露ろ出しゆつ全開の装備が強いとは、さすがファンタジー世界。ちょっと商業主義なにおいもするけど──

「……お兄ちゃん？　さっきから何をジロジロと眺ながめているんですか？」

　ギクリと身体からだが強こわ張ばり、反射的に背筋がピンと伸のびる。

　恐おそる恐る振ふり返ると、涼花がちょっと涙なみだ目めで俺を睨みつけていた。

「や、やっぱりお兄ちゃんはエロ魔ま人じんです……！　そんなイヤラシイ姿をまるでなめ回すように……！」

「誤解だ！　俺はただ装備としての観点から眺めていただけであって！」

「じゃ、じゃあその格好はイヤラシくないって言うんですか！」

　……ぐっ！　そんなＷピース先生がいつも使うようなロジックを……！

「まったく、お兄ちゃんは仕方のないエロ魔王なんですから……！」

　うう……、俺は別にそんなエロ野や郎ろうじゃないはずなのに、なんでいつもこんな誤解を受けるんだろう……。

「で、ですがやっぱり他人をジロジロと見るのは失礼です。そんなに見たいなら、その、ふ、不本意ですが、私がその格好をしてあげます」

「は？　……ええ!?」

「さ、さすがにこれはゲーム内だけですからね!?　お兄ちゃんが誰だれかれなくイヤラシイ視線を送るくらいなら、私が犠ぎ牲せいになるという精神で！」

　真っ赤な顔でそう言いながら、Ｗピース先生相手に「その鎧を貸してください」とタイプし始める涼花。

「ま、待て！　お前じゃその鎧は着れないぞ！」

　だが俺がそう言った瞬しゆん間かん、涼花の動きがピシリと固まる。

「……ど、どういう意味ですか？　確かに私のキャラはちょっと胸が足りないかもしれないですけど……！」

「そ、そういう意味じゃない！　お前はヒーラーだから職業的に装備できないって意味であって！」

「そんな……!?　やはり私にはあんな格好をする資格がないと……!?」

　なぜか打ちひしがれたように呆ぼう然ぜんとする涼花。ものすごく羨うらやましそうな顔でＷピース先生のキャラを眺めているけど、一体何なんだ……。

　その間、涼花のキャラは胸の辺りで手をスカスカと上下するエモートを繰くり返していたが、なんでそんなパターンが用意されてんだよ……。




　　　　▼




『さて、突とつ入にゆうしマシたよ！』

　Ｗピース先生に案内してもらい、俺達はダンジョンへと足を踏ふみ入れた。

「お兄ちゃん、ここでは私はどういう風にすればいいんですか？」

「お前はヒーラーだから、回復魔法で味方が死なないようにしてくれ」

「わ、わかりました。お兄ちゃんは絶対に死なせません！」

　そんなやり取りを交わしつつ、俺達はダンジョン攻略に乗り出した。

　出現する敵はかなり強かったが、全員で力を合わせればなんとか倒たおすことができた。難易度をこちらのレベルに合わせているのだろう。

『ちょっと祐、敵が漏もれてきてるわ』

『悪い。気をつける』

『残念ながら敗北エロイベントとかはないんデスから、しっかり守ってくだサイね！』

『そんなの期待してません！　ってかＷピース先生も守る側でしょうが！』

「お、お兄ちゃん！　お二人にくっつきすぎです！　私とくっついてイチャイチャバーストを！」

「実戦なんだからそんなことしてる余よ裕ゆうはないって！　ってか画面見ろ！　回復回復！　死にかけてる！」

　……まあ波乱もあったが、なんとか進んでいく俺達。

　レベルも上がり、新しいスキルも覚えて、奥に進むにつれてさらに強くなる敵にもギリギリ対たい抗こうしていく。

「お兄ちゃん、敵がどんどんお金を落としていきます！」

「ああ、それに使えるアイテムや生産素材なんかもバンバン出るな」

　稼かせぎも順調で、このペースなら指輪を買う資金も貯まりそうだ。

　涼花も「婚約指輪……、えへへ」と上じよう機き嫌げんだし。

　そんなこんなで俺達は順調に攻略を進めていく。中ボスもいくつか倒し、三十分くらい経たった頃ころにはラスボスの前まで到とう達たつしていた。

「いよいよ最後ですか。これを突とつ破ぱすればお兄ちゃんと……！　全力でいきましょう！」

「お、おう、やる気だな」

　涼花がここまでゲームに熱中するとは意外だったが、体験記と取材のことを考えるといい傾けい向こうだ。

『ここのボスってどんなやつなの？』

　ゲーム内で舞が質問する。

『えっと、確かデスね』

　それにＷピース先生が答えようとしていた矢先、俺達の前方に巨きよ大だいな何かが現れた。

　ズルリという音と共に天てん井じようから何かが落ちてくる。半透とう明めいの粘ねん液えきが一か所に集まっていき──ってこいつは！

『そうそう、ヒュージスライｍ』

　タイピングが終わる前に、粘液の塊かたまりことヒュージスライムがＷピース先生に襲おそいかかる。ヤバイ！　一いち撃げきでＨＰゲージが真っ赤だ！

「こ、こいつ強いぞ！　俺が引きつけるからＷピース先生に回復を！」

「は、はい！」

　俺は涼花に指示を出しつつ、敵のターゲットを自分へと向ける。

　ギリギリ死亡を免まぬかれたＷピース先生は涼花の回復で持ち直し、舞の魔法の牽けん制せいもあってなんとか戦線は崩ほう壊かいせずに済んだ──が、

「くそっ、なんだこれ！　攻こう撃げきがメチャクチャ痛い!?」

「回復が追い付きません！　シールドもすぐに破られるし……！」

　さすがダンジョンのラスボスだけあって強さの次元がまるで違ちがう。

『ああもう、ＨＰ多すぎ！　全然減らないじゃないのよ！』

『さすがオークに並ぶファンタジー界のエロ担当だけありマスね！』

　舞とＷピース先生も必死に戦っている。（Ｗピース先生の発言は謎なぞだが）

　みんな集中しているおかげか、相変わらずピンチは続くがなんとか持ちこたえていた。

　……これは、いけるかもしれない！

『Ｗピース先生！　守備力下がってきたんで、一度盾たて役交代を！』

『ＯＫデス！』

　盾役チェンジもスムーズにこなし、勝ちへの道筋が徐じよ々じよに見えてきた。

　敵のＨＰもゆっくりだが確実に減ってきてるし、……これは勝てるぞ！

「あ……、えっ!?」

　だがそんなことを考えていた矢先、なぜか涼花が固まってしまった。

「お、おい、何やってんだ。回復を」

「な、なんでＷピースさんが、あ、あんなことに……！」

　……ど、どうしたんだ涼花のやつ？

　だが、画面に視線を戻もどすと、俺も同じように動きが止まってしまった。

　というのも、

「どうしてＷピースさんのキャラが裸はだかになってるんですか!!」

　真っ赤になって絶ぜつ叫きようする涼花の言葉通り、いつの間にかＷピース先生のビキニアーマーが脱ぬげて下着姿になっていたのだ！

『装備が破は壊かいされてしまいマシた！』

　そしてその発言でピンときた。

　……ま、まさかこのスライム、装備の耐たい久きゆう度を減らす攻撃を!?

　俺は慌あわてて自分の装備をチェックする。すると案の定、さっきまで十分あった装備の耐久度がほぼゼロになってるじゃないか！

『この展開は粘液プレイデスね！』

　次の瞬間、防ぼう御ぎよ力皆かい無むとなったＷピース先生はなぜかうれしそうな発言を残してスライムに吞のみこまれた。

　そして次にスライムは、一番ダメージを与あたえていた舞へとターゲットを向け、

『きゃあああ！　こっちくんなエロスライム！　祐の前でそんな』

　謎の液体を噴ふん射しやして（それが装備破壊技らしい）舞も下着姿に変えると、Ｗピース先生と同じように襲いかかろうと迫せまる。

　もちろん俺は舞を助けるために再度ターゲットを逸そらそうと試みるが、

「見ないでくださいお兄ちゃん！」

「んなっ!?」

　背後から涼花の手が伸びてきて、俺の目を隠かくそうとする。

「ちょっ!?　なにすんだよ！」

「見ちゃダメです！　お、お二人の裸とか、そんなの絶対ダメ！」

「いや、そんなこと言ってる場合じゃないだろ!?　ってかお前がここにいるってことは回復役が……！」
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　指の隙すき間まから画面を見ると、案の定涼花のキャラが棒立ちで、しかもスライムが接近して来ている。

　プシャー。（液体噴射のＳＥ）

「にゃあああああっ!?　わ、わた、私まで裸に……!?　み、みみみ見ないでくださいっ！」

「お、落ち着け！　あれはお前自身じゃなくてあくまでもキャラで！」

「分身なんだから同じです!!」

　涼花が慌ててキャラを操作し、俺に抱だきついて隠れようとする。

　こ、これはマズイ！　Ｗピース先生も舞もやられたし、涼花は動けそうにない。戦線が崩壊してる！

　全ぜん滅めつ。

　そんな単語が頭に浮うかび、俺も覚かく悟ごを決めるしかないと考えた時だった。

「な、なんだ!?」

　突然、涼花に抱きつかれた俺のキャラが金色に光り始めた。バフ欄らんに表示されたアイコンは──イチャイチャバーストＭＡＸ!?

　……あ、まさか涼花が裸同然で抱きついてきてるから……？

「う、ううう～……っ！」

　だが、恥はずかしさから真っ赤になって俯うつむいている涼花は気づいていない。

　そうこうしているうちにもボスが迫り、俺は涼花までやられるわけにはいかないと、咄とつ嗟さに攻撃に転じた。

「あーもう！　こうなりゃヤケだ！」

　俺は防御を捨て、攻撃スキルを使いまくる。あっという間にＨＰが減っていくが、バフのおかげでボスの体力もゴソッと削けずれる。

　……間に合え！

「うおおおおおおおっ!!」

　そしてついに、俺のＨＰがゼロになるギリギリ直前で、ボスの体力が尽つきたのだった。

「や、やった……！」

　ボロボロと崩くずれていくボスの姿を眺ながめながら、俺は大きく息を吐はく。

　そうしてしばらく達成感に浸ひたっていたが、涼花がまだ目をつぶって唸うなっていることに気がついた。

　俺はそんな涼花の肩かたを叩たたく。

　恐おそる恐るといった感じで顔を上げた涼花に、俺は苦笑しながらこう声をかけるのだった。

「……勝ったぞ。愛の力でな！」

　だが涼花からは「ななな何を恥ずかしいことを口走ってるんですか！」と怒おこられた。

　……お前がそう言ってたんじゃないかよぅ……。




　　　　▼




「こ、これで指輪が買えますね！」

　戦利品を換かん金きんし終え、お金が５万Ｇを超こえたのを確認してから、涼花は急いで露ろ店てんへと向かう。

　あの後、舞とＷピース先生を復活させて街に戻り、時間ももう遅おそいからということで解散した後、俺達は目的の指輪を買いに広場へと戻ってきた。

「か、買いました……！」

　アイテム欄にある誓ちかいの指輪を見つめながら、どこかウットリした表情になる涼花。

　しかしすぐにぶんぶんと首を振ふり、俺に向かって結けつ婚こんの申しん請せいを出そうとする。……しかし、

「ど、どうしてですか!?」

　必要アイテムは持っているはずなのに、なぜか『その相手とは結婚できません』と表示された。

「こ、これがまさか、噂うわさの『ばぐ』というやつなんですか……!?」

「なんかメッセージが出てるぞ？」

　えーと、なになに？　スズカとユウは兄妹きようだいなので結婚できません……？

「な、なんですって!?」

「……そういや最初のキャラメイクの時に、関係性を入力した気が……」

　なんでネトゲのキャラメイクにそんな項こう目もくがあるんだって思ってたけど、まさかここで意味を持ってくるとは。

「そんな……！　兄妹だから結婚できないなんて、どういうことですか！」

「普ふ通つう兄妹は結婚できないだろ!?」

　涼花は「ゲームなんだから別にいいじゃないですか！」と怒っていたが、やがてズーンと肩を落とした。

「ううう……」

「そ、そんなにしょげるなって。体験記としてはネタになると思うし」

「それはそうかもしれませんが、でもやっぱり結婚を……」

　そう言ってしゅんと俯く涼花。

　……完かん璧ぺき主義者だから、思ってた通り取材できずに気落ちしてるようだ。

　とはいえ、システム的に無理なことをプレイヤーがどうこうなんてできないし、諦あきらめるしかない。

「…………」

　……けど、だ。

　ああやって悲しそうな顔をしている涼花を見ていると、なんだか胸がかきむしられるような気分になる。

　……俺は普段まったく頼たよりにならない兄貴扱あつかいで、実際それはその通りなんだけど、それでも俺はやっぱり涼花の兄貴なわけで。

　だから、なんとかしてやりたい。

　兄貴として、落ち込んでる妹の姿なんて見たくないし、そもそも困ってる妹を助けるのが兄貴の役目だ。

　……じゃあ、どうするか。

「あ、そうだ……」

　その時、俺はふとあることを思いついて、さっき訪れた露店へと向かう。そしてそこに置いてあったギフト用の髪かみ飾かざりを余ったお金で購こう入にゆうした。

「ほらこれ、装備してみてくれ」

　トレードウィンドウを開いて髪飾りを贈おくると、涼花は「え？」と面食らいながらも受け取り、

「あの、これは……？」

「プレゼントだよ。お前に」

「ぷ、プレゼント!?　お、お兄ちゃんが私に……!?　な、なぜです？」

「あれだよ。その……、ネトゲってのはプレイヤーが作り上げていく側面もあるからさ。別に結婚みたいにシステムで用意されてなくても、こうやって恋こい人びとみたいにはなれるし」

「こ、こここ、恋人!?」

「あ、いや勘かん違ちがいすんなよ!?　今のはたとえであって、俺がそういうことを考えてるとかじゃなくてだな!?」

　……ああもうっ、リアル妹相手に誤解を招くようなことを……！

「と、とにかく、こういうプレイもありなのがネトゲだってことだよ！　だからこれで取材の代わりになれば、その、いいかなって……」

　最後の方はトーンダウンしてしまって声がしぼんでいく。

　……ううむ、余計なことだったか？

「お、お兄ちゃんが私に……！」

　だが、涼花は真っ赤な顔でゲーム画面を凝ぎよう視ししていたと思ったら、

「えへへ……！　こ、恋人……！」

　なぜかいきなりクネクネと身体からだをくねらせ始めた。

「あ、あの、涼花さん？」

「ぴぅっ!?　な、ななななんでもありません！　その、あの！　確かに結婚はできませんでしたが、これはこれで取材にはなったと思います！」

「そ、そうか。ならよかった」

　でも、それならなんで不ふ機き嫌げん顔でぷいっと顔を背そむけるんだろう。

「……あ、ありがとうございました、お兄ちゃん」

　やがて涼花はこちらを向いて、ふわりとした笑みを浮かべた。

　恥ずかしさと、ほんの少しのうれしさが混ざったような、そんな笑顔。

　……うん、まあ、あれだ。

　涼花が笑ってるのなら、それでよかったのだろう。

　これでちょっとは兄貴らしくできたかなと、そんなことを考えながら、俺は勝手に納得するのだった。




　　　　★




「えへへ……、お兄ちゃんからのプレゼント……！　えへへへへ……！」

　私は自室に戻もどった後、再度ゲームを立ち上げて、髪飾りを付けた自分の分身を延々と眺めていました。

　さっきからずっとこの調子ですが、仕方ないじゃないですか……！

　だってお兄ちゃんからのプレゼントなんですよ!?　えへ、えへへへへ！

「い、いえいえ、いくらうれしいからってずっと眺めているわけにはいきません。体験記も書かないと……！」

　ですが、いい加減我に返って文書作成ソフトを立ち上げます。

　今日体験したネトゲについて、軽くまとめようとしたのですが……、

　──お兄ちゃんは「愛してるよ」と囁ささやきながら、私の頭に髪飾りを付けると、顎あごをクイッと持ち上げて──

「……はっ!?」

　気がついたら、体験記の代わりにお兄ちゃんとのイチャイチャ妄もう想そうが一面をビッシリ埋うめ尽くして……？

「こ、これでは普段のお兄ちゃんノートと変わらないじゃないですか！」

　私はぶんぶんと頭を振って妄想を振り払はらおうとしますが、頭に浮うかぶのはやっぱりお兄ちゃんのこと。

　……うう、お兄ちゃんがあんな幸せなことをしてくれるから、全然集中できないじゃないですか……！

　い、いえ、ああいうことは私はいつでも大歓かん迎げいなんですけど──

「……おーい、涼花？」

「!?　お、お兄ちゃん!?　どどどどうして私の部屋に……!?」

「あ、いや、ノックしたんだけど返事がなくてだな……。ほら、このマウスパッド、忘れてったから」

「そ、そそそそうですか！」

　私はドアから顔を覗のぞかせるお兄ちゃんに狼ろう狽ばいし、あの妄想を見せるわけにはいかないという一心で、文書作成ソフトを反射的に閉じます。

「ん？　お前まだネトゲしてんの？」

　すると代わりにネトゲの画面が出てきて、私は慌あわてて誤ご魔ま化かします。

「は、はい！　なかなか面おも白しろかったので、もっとプレイしようかと！」

「そ、そうか。でももう遅いし、中毒にならないようほどほどにな？」

　お兄ちゃんはそう言って去って行き、私は大きく息を吐はきます。

　……なんとか誤魔化せました。

　でもお兄ちゃん？　私がネトゲ中毒になんてなるはずないですよ？

　だって私はもう既すでにお兄ちゃん中毒なんですから──って何を考えているんですか私は！

「あうあうあうあぅ……！」

　私は恥はずかしさからベッドに飛び込み、なおしばらくの間、そのままゴロゴロと転がり続けるのでした。
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「ほ、ほらお兄ちゃん、呼吸が乱れていますよ。身体からだを曲げる時にはゆっくり息を吐はきながら……！」

「そ、それはわかってるって！　そんなにくっついてこなくても大だい丈じよう夫ぶだから！」

「お、お兄ちゃんに正しいストレッチを覚えてもらうためです……！　それにこれは取材ですから、決してイチャイチャしたいがためではなく、その、不ふ可か抗こう力りよくなんです……！」

　そう言って涼すず花かはさらに全身で背中に密着してくる。

　背後から「一、二、一、二……！」という涼花の声が聞こえてくるが、俺はさっきから当たってる控ひかえ目だけど柔やわらかい感かん触しよくやら、微かすかに漂ただよう甘い香かおりやらで、正直ストレッチとか取材とかどころじゃなかった。

「な、なあ、そうやって密着する必要ってあるのか？　普ふ通つうは補助にしたって手で軽く押す程度なんじゃ……」

「そ、そうかもしれませんが、これは取材ですから」

　俺の疑問に涼花は即そく座ざに返す。

　……うう、取材って言われたらそれ以上何も言えないじゃないか。

　代理人である以上、ラノベ作家たる涼花の要よう請せいを断ることなんてできないので、俺はとにかくそれに付き合って前ぜん屈くつを続ける。

　……にしても、やっぱ集中なんてできねえよ！

「取材ですって!?　永遠野誓の取材なら私も体験しないといけないわ！　つ、次はそれ、私もやるから！」

「ひ、氷ひ室むろさんはダメです！　そんなことしたら胸が──ではなく！　こ、こういうのは妹の役割ですから！」

「では私は逆に先生にシてもらいマショうかね。うふふふ」

「それもダメです！」

「妹の役割ってことなら、桜さくらはできるってことだよね？　じゃあ、次は桜が交代するね！」

「桜さんはお兄ちゃんの妹じゃないって何度言えばわかるんですか!?」

　さらにそこに舞まいとＷピース先生と水み無な月づきさんも首を突つっ込んできて、場はさらにカオスになる。

　俺はぎゃーぎゃーと姦かしましい言い争いが行われる中、かたい身体を前にかがめながら「どうして毎回こんな感じになるんだ……」と、こんなことになっている経けい緯いを思い返すのだった。




「つ、疲つかれた……」

　ある日のこと。

　いつものように涼花のラノベ取材に付き合った俺は、帰宅するなり玄げん関かんに座り込んだ。

「まったくお兄ちゃんは……。もうちょっとしっかりしてください。あの程度の取材で疲れるなんて、体力がなさすぎるんじゃないですか？」

　一方で、一いつ緒しよに帰宅した涼花はそんな俺を見て呆あきれた様子だった。

　……いやお前、あの程度って言うけどさ、あれだけ散々イチャイチャ取材なんてさせられたら、体力はもちろん精神的にも消しよう耗もうするのは当然だろ？

　それに、今回もまた舞達と一緒だったから余計に疲れた。

　自分達にも取材させろって聞かないし、そうなると涼花もなぜか意地になって取材がエスカレートするし……。

　要するに、いつにも増してハードだったってわけだ。俺がこんな風にクタクタになるのもしょうがないことだと理解してほしい。

「本当は、私としては取材し足りなかったんですよ？　でもお兄ちゃんがそんなだから、仕方なく今日は切り上げたんです」

「ま、マジすか……？」

　だが涼花は理解どころか、逆に恐おそろしいことを言って俺を戦せん慄りつさせる。

　……あ、あれで取材し足りないってどんだけだよ……。

　なんかだんだん取材の濃こさが増してるように感じてたのは、俺の気のせいじゃなかったのか……？

「はい、なので私はまだ全然イチャイチャし足りないです。……あ、も、もちろん取材の話ですからね!?」

　なぜか真っ赤になってあわあわしながら、涼花は続ける。

「と、とにかくそういうわけなので、これは今晩にもさらなる取材の続きをすべきではないかと……！」

「いやいや、さすがにもう勘かん弁べんしてくれよ……。これ以上付き合うと、自分の原げん稿こうも書けなくなっちまう」

　当然、俺は丁てい重ちようにお断りするしかなかった。

　代理人として涼花の取材に協力するのは当たり前なのだが、さすがに限度ってもんがある。

　それになんか、このままだと取材が際限なくエスカレートしそうな気配もするし。

「む、むうぅ……」

　俺の返答に、涼花は不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

　とはいえ、自分でもやや無茶なことを言ってるって自覚はあるのか、それとも俺の執しつ筆ぴつ活動に配はい慮りよしてくれているのか、何が何でも取材を強行するといった雰ふん囲い気きはなかった。

　……涼花のやつ、こういう気き遣づかいはしてくれるんだから、普段の取材の時でももうちょっと控え目にしてくれると助かるんだが。

「むぅ、やっぱりお兄ちゃんは体力がなさすぎます。これはゆゆしき問題ですね」

　結局追加取材は諦あきらめたようだが、完全に納得したわけでもないといったような涼花。

「いや、そういう問題じゃないような気が……。まあ確かに部活とかもやってこなかったし、基本インドア派だから体力には自信ないけどさ」

「部活をしてないというなら私も同じですが、お兄ちゃんほどすぐに疲れたりはしませんよ」

　確かに涼花も特段運動とかをしているわけじゃないけど、でもなぜかスポーツ万ばん能のうなんだよな。タフだし。

　普段の買い物や家事で体力が自然とついているのかもしれないが、それよりも身体の出来が根本的に違ちがうのかもしれない。

「と、とにかく、今日はもう取材はなしで頼たのむよ。じゃあ俺は部屋に戻もどるからさ」

　涼花基準で語られたらたまらないので、俺は早々に退散しようとする。

　が、

「……あ、そうです！」

　いきなり涼花が何かを思いついたような顔で大きな声を上げたので、俺は階段を上る途と中ちゆうで足を止めた。

「ど、どうした？」

「いいことを思いついたんです。お兄ちゃん、明日もお休みですし、一緒に総合体育館へ行きましょう」

「総合体育館？」

　いきなりそんな単語が飛び出してきて、思わず訊きき返してしまう。

「はい、そこでお兄ちゃんの運動不足を解消して体力づくりをするんです。ちょうどいい機会じゃないですか」

「ま、待て待て、さっきも言った通り俺はインドア派で、運動とかは……」

「執筆活動には体力も必要です。ラノベ作家を目指すなら、体力をつけておく必要もあります」

　……う、そ、それは正論だ。

　現に今も、自分の作品を書けなくなるからって追加取材を断っただけに反論はできない。……けど、

「い、いや、俺はあんまり運動とか好きじゃないし、体力づくりをするにしても自分なりに何とか……」

「そんなこと言って、具体的なプランなんてないんでしょう？　こ、この際ですから、これを習慣化すればいいじゃないですか」

「でも、わざわざそんな施し設せつに行ってまでってのはな……」

　俺がなんとか断ろうとしていると、涼花は「むむ……」と唸うなった後、こう付け加えた。

「そ、それに、これは取材も兼かねていますから、一石二鳥なんです」

「へ？　取材って？」

「じ、実は私の作品の方でも兄妹きようだいでそういう施設に行って、一緒に運動をするというシーンを書こうと思っていたところだったんですよ！」

「そ、そうだったのか!?」

　ババーンと主張する涼花に、俺は思わずたじろぐ。

「そ、そうだったんです！　ちょうどいい機会というのはそういう意味だったんです！」

「な、なるほど。でも、なんか本当にタイミングがバッチリすぎるような気が……」

「き、気のせいじゃないですか!?　べべべ別に今唐とう突とつに思いついたわけじゃないですし!?」

　ぷいっと視線を逸そらす涼花。

　本当なのかすごく怪あやしい。

　……しかし、取材も兼ねてってことなら断れないんだよな。追加取材を勘弁してもらった手前、そっちまで協力しないってのはマズイし。

「わかったよ、そういうことなら仕方ない。……はぁ、俺、運動関係は苦手なんだけどな」

「だ、大丈夫です！　私が手取り足取りトレーニングに付き合いますから！　へ、変な意味ではなく、取材で必要なことなので！」

　なぜか意気込む涼花に、俺は「お手て柔やわらかに頼むよ」と、諦め混じりの返答をするしかなかった。

「……や、やりました。咄とつ嗟さに思いついたアイデアでしたが、上手うまくいきましたね……！　しかもこれなら、今後も定期的にお兄ちゃんとスポーツデートでイチャイチャもできるかもしれませんし、えへへへ……！」

「ところで総合体育館って──」

「ぴぅっ!?　ななななんですか!?」

「……いや、総合体育館なんてこの近くにあったんだなって。俺、そういうの全然知らなかったからさ」

「あ、あるんですよ。そういう場所はいろいろチェックしているんです。いずれお兄ちゃんと二人きりでデートできるかもと思って……！」

「え？」

「ち、違います！　いずれ取材に使えそうだなと思ってです！　す、水族館とかカフェテリアとか結けつ婚こん式場とか、そういう場所を調べていたわけです！　あ、あくまで参考のために！」

　そ、そうなのか？　さすが本物の永遠野誓だけあって、普段から取材場所の情報収集もしてるんだな。

　……にしても、結婚式場とかまであるのか？　ま、まさかそんなところでの取材とかも、いずれ付き合わされるんじゃないだろうな……！

「と、とにかくそういうわけですので明日はお兄ちゃんの体力づくり兼けん、取材を行いますから！」

「わかったよ。今回は俺自身のためってのもあるしな」

「あ、ありがとうございます。では私は明日のデート──じゃなく！　お出かけのためにお洋服とか準備がありますから！」

　そう言って涼花は俺を追い越こして階段を上って行くが、

「あ、大事なことを忘れてました」

　その途中で不意に足を止め、こちらに振ふり返った。

「このことは、氷室さん達には絶対に秘密ですからね？」

「ん？　どういう意味だ？」

「今日もせっかくお兄ちゃんと二人きりでデ、……取材だったのに乱入されましたからね。明日もそんなことになっては目も当てられません」

　なるほど、もっともな意見だ。

　俺が取材でこんなに疲つかれてるのも、あの連中が乱入してきたからってのが大きいからな。

「わかってる。電話がかかってきても気け取どられないようにするよ」

「お願いします。それでは私は明日の準備がありますから！　お兄ちゃんもちゃんと用意しておいてください！」

　そして勢いよく自分の部屋へ向かう涼花。

「なんかやる気だな……。まあ、あいつは取材となると毎回真しん剣けんだからな」

　俺もまた、そんなことを呟つぶやきながら自室に戻り、その日は終わった。




　で、だ。

　翌日、俺達は予定通り総合体育館の前に来ていたわけだが……。

「ふうん、ここがその施設ってわけ。結構大きいじゃないのよ」

「いいデスね！　ここで先生と一いつ緒しよに汗あせだくになるなんて、考えただけでも身体からだが熱くなってきマス！」

「わーい、先生とスポーツなんて初めてだから、桜楽しみだよ！」

　なぜかそこには、俺と涼花だけじゃなく舞とＷピース先生と水無月さんという、前日とまったく同じメンバーが顔をそろえていた！

「……お、お兄ちゃん……！　昨日あれだけ言っておいたのに……！」

　そして隣となりで俺を睨にらむ涼花。

　……ご立腹なのはわかるけど、さっきも言った通り俺だってこれは想定外なんだから仕方ないだろ!?

　昨日の夜、案の定舞から電話がかかってきたんだ。その中で明日（つまり今日だな）の予定を聞かれたんだが、俺は何も言ってないんだぜ？

　ただ、予定があるからって言っただけなんだが……、なぜか今日出発する時に玄げん関かんの前で待ち構えてたんだよ、この三人が！

「ふん、どうせまた取材か何かするつもりだったんでしょ？　永遠野誓のライバルとして、私が見過ごせるわけないわよね！」

「舞から連れん絡らくをもらいマシたよ！　もう先生、取材があるならそう言ってくだサイよ。私は先生の作品のイラストレーター。取材に付き合うのは当然と言うものじゃないデスか！」

「桜は先生の未来の妹だから、取材のお手伝いをするのは当然だよね！」

　……とまあ、

　こんな感じで待ち伏ぶせにあった俺達は、誤ご魔ま化かすわけにもいかず仕方なく同行を許すしかなかったわけだ。

　くそ、舞のストーカー気質を甘く見ていた……！

　あの時の涼花の「……お兄ちゃん、どういうことですかこれは？」って感じの真顔は、思い出すだけでも震ふるえがくる。夢に出るレベル。

「く、やはりお兄ちゃんは迂う闊かつすぎます……！　たとえ直接的に言わなくても、どこかに出かけるってニュアンスをにおわせるだけで察せられてしまうんです。どうせなら、今日は一日家で妹と仲なか睦むつまじく過ごすくらいハッキリ言っておけばこんなことには……！」

「それはそれで非常に誤解を招く表現だと思うが!?」

「と、とにかく、こうなった以上は仕方がありません……！　皆みなさんに負けないくらいイチャイチャして、お兄ちゃんを独り占じめしなければ……！」

　お、おお、なんか涼花が謎なぞに燃えている……。

　怒おこられずに済んだのはいいけど、なんか後が怖こわいような気もするぞ。

「さ、さあ中に入りましょう！」

　やがて、涼花が先導する形でみんなで施設へと入って行く。

　ここは会員じゃなくても利用できる施設らしい。トレーニングウェアなんかもレンタルさせてくれるとか、いろいろ便利だ。

　俺達は料金を支し払はらい、男女で分かれてから更こう衣い室での着き替がえを済ませた。

「ど、どう？　レンタルだけど、なかなかいい感じでしょ？」

「ちょっと胸むな元もとがキツイデスかね」

「どうですか先生!?」

　合流した途と端たん、舞とＷピース先生と水無月さんが、それぞれそんなことを言いながら迫せまってくる。

　舞なんかは体操着姿を学校で見てるけど、トレーニングウェアとなるとまた少し違ちがった感じで新しん鮮せんだった。

　……ってか、動き回るための服装だから軽装なのは当然だけど、よく見るとちょっとドキドキするな……。

「……お兄ちゃん？」

「い、いや、別に変な目で見てないからな!?」

　涼花からジト目を向けられたので、慌あわてて背筋を伸のばす俺。

「い、いえ、それもありますが、私の格好はどうかな、と……」

「ど、どうと言われましても……。その、普ふ通つうに似合ってると思うぞ……」

「むう、なんだか反応が薄うすいような気がしますが……」

　そもそもトレーニングウェア姿に対して似合うとかそうじゃないとか言うこと自体が間違ってると思う。

「ところで、こんなところで何を取材するわけ？　スポーツ系はラノベとの親和性があんまり高くないと思うんだけど？」

　舞の台詞せりふに、水無月さんが「そうなんですか？」と首を傾かしげる。

「ラノベはオタク文化の産物だけど、オタクと体育会系は基本真逆なのよ。今回ばかりは取材場所のチョイスに疑問を感じるわね！」

　……謎に偉えらそうなのはさて置き、舞の言わんとしてることはわかるな。

　スポーツが題材のラノベって確かに少ないし。

「でも、それってお前が運動苦手だっていう個人的事情も入ってるよな？」

「なっ!?　そ、そんなことないわよ！　客観的な分ぶん析せきをしただけで！」

　まあ俺も人のことは言えないわけだが、さすがにそんな露ろ骨こつに嫌いやそうな顔はしてなかった……はず。

「いえ、それは違いますよ氷室さん。ラノベ作家たる者、シチュエーションの幅はばを広げるためにどんな体験もしておくものです。お兄ちゃんがそう言ってましたから。ねえお兄ちゃん？」

「え？　……お、おう！」

　本物の永遠野誓の意見に、代理人である俺も同調する。

　これくらいお兄ちゃんの口から反論してくださいって感じの視線が痛い。

「む、確かに一理あるかも……。一見不要とも思える属性も、ちゃんと追究しろってこと？　……くっ、さすが永遠野誓じゃないのよ……！」

　そして素直に信じ込む舞。なんで悔くやしそうなのかは不明だが……。

「でも確かに、体験してるとしてないとじゃ全然違いマスもんね」

「桜もそう思う！　やっぱり先生はすごいね！　いろいろ考えてるよ！」

　Ｗピース先生や水無月さんも同調して、尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

　正直、俺も舞と似たようなことを少し考えていたけれど、涼花の言葉を聞いてそれも確かにあると思った。

　……よし、こうなった以上はこの状じよう況きようでしっかり取材をしよう。きっと俺のラノベ執しつ筆ぴつにも役に立つ。

「じゃあ、まずはどうするか……」

　俺はそう呟きながら、横目で涼花の様子を窺うかがう。取材の主導者はこいつなわけだからな。

「やはり最初はストレッチからだと思います。……な、なのでお兄ちゃん、私が手伝ってあげますから早さつ速そく始めましょう！」

「へ？」




「……ふ、ふう、ストレッチはこれくらいでいいと思います」

　そうして俺のストレッチを、文字通り手取り足取り手伝った涼花は、なぜか満足気げに息を吐はいた。

「……うう、もうこの時点でなんか全身がちょっと痛い」

「身体からだがかたい証しよう拠こです。こ、これはますます定期的に、そして私と一緒に通う必要が出てきましたね！」

　なんでそんなにうれしそうなのかはさて置き、身体がかたいのは事実なので反論できない。

「むー、桜も先生のお手伝いしたかったよぅ！　それでそれで、次は何をするの!?」

「そうですね……。やはり筋力トレーニングをすべきではないかと思うのですが、お兄ちゃんはどうですか？」

「あ、ああ、そうだな」

　筋トレか。あんまり気が進まないけど、まあ基本といえば基本だな。

　俺達はトレーニングルームの一角に向かい、筋トレ用の道具を物色する。

「筋トレって、やっぱりこういうの持ってやるの？　嫌なんだけど……」

　舞が鉄アレイを指さしながらマジで嫌そうな顔をする。

　まあ確かに地味だし、わざわざ取材する必要もなさそうだが。

　涼花も「そうですね……」と思案顔になるが、間もなくハッと何かを思いついたように、

「で、では、これの代わりにお兄ちゃんが私を、お、お姫ひめ様抱だっこして筋力を鍛きたえるのはどうでしょうか!?」

「はぁっ!?」

　そんなわけのわからないことを言い出したので、俺は驚きよう愕がくする。

「な、何かを持つことで筋肉を鍛えるのなら、別に鉄アレイでなくてもいいじゃないですか!?　だ、だったら私でも……！　そ、その、あくまでも取材という観点からの意見で……！」

　い、いやいやいや！

　誰だれかをお姫様抱っこして筋トレしてる人間とかいたら、不ふ審しん者を通り越こしてほとんど変態だぞ!?

　涼花のやつはもちろん取材のことを考えてそんなことを言ってるんだろうが、さすがにこれは意味不明すぎてみんなも引くレベルなのでは……。

「な、なんてすごいアイデアなの!?　さすが永遠野誓の妹ね……！」

「妹さんスゴイデス！　そんなこと考えもしマセんでしたよ！」

「ううー、やっぱり涼花ちゃんはスゴイね！　でも桜も負けないよ！」

　と思っていたら、なぜか絶賛の嵐あらしだった。ええ……？

「というわけでお兄ちゃん、早速私をお姫様抱っこして……！」

「い、いや待て待て！　さすがにこんな人目のある所で、そんな怪あやしいことができるか……！」

　この部屋では、他のお客さん達がそれぞれ真ま面じ目めにトレーニングしてるんだぞ？　そんな中で、いくら取材とはいえバカなことをしてたら、最悪出禁になっても文句は言えない！

「む、むう、確かにそれはあるかもしれませんが……」

　涼花も無茶だと自覚していたのか、俺のツッコミに一応踏ふみとどまる。

　とはいえものすごく残念そうだが。

「い、いいじゃない、私もしてもらおうと思ってたし！　ラノベのための貴重な経験だしね！」

「デスね！　先生にお姫様抱っことか、考えただけでハァハァしてしまいマスよ！　ハァハァ」

「桜も桜も！　あ、写真も撮とってほしいな！」

　そして舞達まで迫ってきた時、涼花はビクッと背筋を伸ばし、

「い、いえ、お兄ちゃんの言う通りこの場所では不適切だったかもしれませんね。それはまた、後で家で二人きりの時にやるとして……」

　と、提案を取り下げた。

　……家で云うん々ぬんは聞かなかったことにしよう。できるか、んなこと……！

「で、では他にどうやって筋力を鍛えるかですが──」

「先生先生、あそこに面おも白しろそうな器具がありマスよ！」

　その時、Ｗピース先生が向こうを指さしながらそんなことを言い出した。

「ん？　あれは……、腹筋を鍛えるやつじゃないですかね？」

　俺がそう答えると、

「そうです。桜も見たことあります！　あそこに寝ねて使うんですよね！」

　と、水無月さんも声を上げた。

「ほうほう、てっきり新種のＳＭ器具かと思ってマシたが……。せっかくなので、あれをやってみマセんか？」

「え？　で、でもお兄ちゃんは私と一いつ緒しよに筋力を……」

「せっかくこんな施し設せつに来たんデスから、ここでしかできないことを取材するのがいいと思いマスよ？」

　Ｗピース先生の正論に、涼花は「うう……」と押おし黙だまってしまう。

　普ふ段だんはアレな人だが、時折こうやってド直球に正しいことを言ってくるんだよな、Ｗピース先生は……。

　とはいえ、その意見は至し極ごく真っ当なもので、確かにこういう時でないとできない取材ってのを優先すべきだ。

「し、仕方ありませんね。ではあれを使ってみましょう」

　結局涼花も折れて、全員で腹筋を鍛える器具（正式名めい称しようは知らない）に近づいていく。

　誰がやるかという話になったが、言い出しっぺということもあり、Ｗピース先生がやることになった。

「ふっふっふ、ここで腕うでを拘こう束そくされてしまうと、私は完全に先生の調教対象になってしまいマスね！」

「満面の笑みを浮うかべながら言う台詞じゃないですよね!?　……そ、そんなことよりも、ちゃんとトレーニングをしてくださいよ」

　Ｗピース先生は「わかってマスよ」と笑顔のまま、腹筋を開始する。

「……ふっ、……んっ、腹筋なんて随ずい分ぶんしてないので、なかなかこれはハードデスね……！」

　足を器具に引っ掛かけて、頭の後ろに腕を回し腹筋を続けるＷピース先生。

　なるほど、器具のおかげで正しいフォームで腹筋できるようになってるんだなと感心はするのだが、

「……んくっ、……はっ」

「…………う」

　Ｗピース先生の、どこか艶なまめかしい息づかいが気き恥はずかしい。

　しかもそれだけじゃなく、豊満すぎる胸を持つＷピース先生が腹筋運動をしてるもんだから、いろいろとヤバイことになっていた。

「ふうふう、この姿勢だと全然楽ができないデスね……！」

　胸を反そらしているので普段以上に二つの膨ふくらみが強調されて、

「……はぁっ！」

　上体を起こすと、曲げた膝ひざに胸が当たってむにゅうっと思いっきり形を変える。

　加えて運動することで汗あせだくになっているＷピース先生を見ていると、ハァハァという息づかいも相まって、なんだかものすごくイケナイ光景を見ているような……！

「お、お兄ちゃん……!?　ちょっと見過ぎじゃないですか……!?」

「んなっ!?」

　だが次の瞬しゆん間かん、涼花が身体をプルプル震ふるわせながら睨にらみつけてきているのに気がついて、俺はギクッと身体を硬こう直ちよくさせる。

「ど、どんだけエロい目で見てるのよあんた……！」

「先生は男の子ですね！」

　しかも舞や水無月さんにまでツッコまれてしまった!?

　……い、いやでも仕方ないだろ!?　あんなの見せられたら男なら誰だって……！　俺が特別エロ魔ま人じんなわけじゃないからな!?

「ハァハァ……！　せ、先生は私をエロい目で見てくれてたんデスね……！　先生の取材に協力できてよかったデスよ……！　ハァハァ……！」

　腹筋を終え、肩かたで息いきをしながらも爽さわやかにアレな発言をするＷピース先生に、さらなる追い打ちをかけられる。

「い、いや、俺は別に……！」

「む、むううぅ……っ！　次は私がやります！　お兄ちゃんはしっかり私を見て──い、いえ、取材するようにしてください！」

　そうこうしているうちに、今度は涼花がＷピース先生と交代で腹筋をし始めた。

「……ふっ、……ふっ！」

　一定の間かん隔かくで、リズミカルに腹筋運動をする涼花。

　さすがにスポーツも万ばん能のうなだけあって、Ｗピース先生と比べると遥はるかにスムーズにこなしていく。

「……ふっ、お兄、ちゃん……！　どう、ですか……！」

「え？　ど、どうって？」

「です、から……！　私の、腹筋、姿が、です……！」

「いや、普通にすごい。なんつーか、流れるような動作って言うのか？」

「そ、そういうこと、ではなく……！　Ｗピースさんと、比べて……！」

　チラチラと自分の胸むな元もとに視線を向ける涼花。

　……あー、いやまあ、何となく涼花が言わんとしていることはわかる。

　こいつ、自分の胸の大きさを気にしている節があるからな……。

　でも、

「……いや、すごく健全な腹筋だと思うぞ……」

「な……っ!?」

「うん、涼花ちゃんスゴイね！　スポーツ少女みたいだよ！」

「なん……っ!?」

　俺の言葉に続いて水無月さんにもそう言われて、目を見開く涼花。

　普通に褒ほめ言葉なはずなんだが、愕がく然ぜんとした表情を浮かべること自体おかしいと思うぞ……。

「く、うう……！　こ、これはダメです！　取材には向きません！」

　そしてフラフラ立ち上がったと思うと、涙なみだ目めで器具を見下ろす涼花。

　ちなみにこれは正しくない使い方による感想なので、この器具自体は全く悪くありません。

「ね、ねえねえ、ここでしかできない取材ってことなら、あれもいいんじゃない？」

　涼花が落ち込んでいると、今度は舞が俺の服を引っ張ってきた。

　舞の指さす方を見ると、そこには胸筋を鍛きたえる器具（確かチェストプレスっていうのか？）があった。

「あれってなんか、こういう施設に付きものなイメージがあるけど、実際には触さわったことがないのよね」

「確かに……。言われてみれば俺も触ったことないな」

「そうなの!?　じゃあ私が先に体験させてもらうわ！　永遠野誓よりも先に私が体験するの！　ふっふーん！」

　ふんすふんすと鼻息を荒あらくしながら無む駄だにふんぞり返る舞。

　相変わらず微笑ほほえましいような腹立たしいような絶ぜつ妙みようなウザさだ。

　どうでもいいけど、はよやれ。

「一番軽いのにしとけよ？　怪け我がでもしたら大変だからな」

「わ、わかってるわよ。……でも、あのその、し、ししし心配してくれて、あ、ありが……！　ああもう！　なんでもないわ！　じゃあ早さつ速そくやってみるからね！」

「なんで今キレられたんだ俺!?」

　なぜか顔を真っ赤にしながら、舞は器具に腰こし掛かけてチェストプレス運動を開始する。

「ん、しょ……！　こ、これでも結構重いわね……！」

　運動自体は、錘おもりのついた取っ手を握にぎり、胸の前で開閉することで胸筋を鍛えるという、よく見るオーソドックスなものだが、

「いっち……っ、にぃ……！」

「…………っ」

　問題は、その開く動作の時だ。

　背中を弓なりに反らしてるから、当然胸が前に押し出される。そして舞もまた豊満な胸の持ち主なわけで。

　……つまり、その、何が言いたいかというと、

「ちょ、ちょっと祐ゆう！　なんで目を逸そらしてるわけ!?」

　し、仕方ないだろ!?　お前の胸がスゴイことになってんだよ！

　取っ手を開くたびに、二つの膨らみがすごいボリュームで前にグイッと押し出される。

　しかもそれが、舞が呼吸をするごとに微かすかに揺ゆれてるし、全身が汗ばんでるのもたまらない。

　とてもじゃないけど高校生男子が直視できるようなものじゃなくなってるんだよ！

　しかも目を逸らしてても、ブルンブルンいってるような気配が伝わってくる。くそ、存在感があり過ぎる……！

「先生先生、見てくだサイよ！　舞の胸がスゴイことになってマスよ！　こういうエロシチュエーションもあるんデスね！」

「ちょっ!?」

　って、俺が気づかないふりしてたのに、ストレートに口に出さないでくださいよＷピース先生!?

「へ？　胸？　……きゃあっ!?」

　そしてやっと気がついた舞が、慌あわてて自分の胸を両腕で隠かくす。

「あ、あああんたどこ見てんのよ！　どんだけエロけりゃ気が済むの！」

「い、いや俺はそんな……！」

「おおおお兄ちゃん！　ま、またしてもイヤラシイ目を私以外に……！」

「って涼花!?　お前はいつの間に復活したんだよ!?」

「先生先生、桜もあれやった方がいいですか？　炎えん竜りゆう先生ほど胸はありませんけど」

「いいですから！　この状じよう況きようで火に油を注ぐようなことはですね……！」

「いや、さすが先生の取材デスね。なんでもないところからもエロの要素を見み出いだすとは、感服しマシた！」

「張本人──!!」

　気がつけば、なぜか俺が悪者になっていた。

　いつものパターンとはいえ、今回のこれはひどすぎませんかねぇ!?

「……もう！　き、筋力トレーニングはダメです！　もっと他の、胸が強調されないような取材をしなければいけません……！　そうですよねお兄ちゃん!?」

「お、おう、そうだな……」

　しばらくして、涼花がまだ怒いかり冷めやらぬといった感じでそう言った。

　取材は涼花のためのものだから従うけど、胸が強調されないようなってなんだよ……。

「し、しかし迂う闊かつでした。ストレッチや筋力トレーニングにこんな罠わなが待ち構えていたなんて……」

「罠でもなければ待ち構えてもいなかったと思うんだが……」

「お兄ちゃんは黙だまっていてください。次こそはお兄ちゃんを独り占じめ──ではなく！　て、適切な取材ができるようなものを考えないといけないんですから……！」

　そう言って腕を組んでうんうんと唸うなり始める涼花。

「はいはーい！　取材なら、桜にも提案があります！」

　とその時、水無月さんが元気よく手を上げた。

「向こうにバスケットゴールがあったから、そこを使うっていうのはどうかなと思います！」

「バスケットぉ？　……私、球技って一番苦手なんだけど……」

「苦手な人も含ふくめて五人では、勝負にならない気もしマスが」

　舞とＷピース先生が異論を唱えるが、水無月さんは「まあまあ、まずは行ってみましょうよ！」とみんなを引っ張っていく。

　そしてバスケットゴールのところまで行くと、

「先生はゴールの前に立ってもらえますか？　桜と勝負です！」

「へ？　勝負って？」

「オフェンスとディフェンス一人ずつのワンオンをしましょう！　これならミニゲーム感覚でできるし、苦手でも自分のペースでできますよ！」

　……なるほど。俺も球技は得意な方じゃないが、確かにこれなら遊び感覚で気軽にできるかもしれない。

「……涼花？　とりあえずやってみていいか？」

「……まあ、これなら胸が強調されることもないでしょうから」

　一応涼花に許可も取っておく。

　にしても、お前気にしすぎ……。

「さあ、いきますよ先生！」

　とりあえず、水無月さんがオフェンス、俺がディフェンスでゲーム開始。

　水無月さんは姿勢を低くしてドリブルしながら、こちらの様子を窺うかがっている。

「えへへ……、実は桜、昔バスケットボールをやってたんです！」

「ええ!?　ちょっとそれはズルくないですか!?」

「勝負の世界は非情なんです！　桜は勝ちにいきますよ！　勝ったら先生からご褒ほう美びです！」

「そんなの聞いてませんけど!?」

　そう言いながら、水無月さんはゴール目がけて突つっ込んでくる。

「く……っ！」

　俺は身体からだを広げてなんとかガードをするが、水無月さんは素早く背を向けて、ボールを奪うばわれないようにする。

　……って、ちょ、ちょっと身体が当たってる気がするんですけど？

　腰こしをかがめているから、なんか水無月さんのお尻しりの辺りがさっきから何度か……！

　って、変なこと考えてる場合じゃなくて、ゲームに集中しないと！

「どうしたんですか先生！　動きが鈍にぶいですよ！」

　くそ……っ！　とにかくボールを奪いさえすれば……！

　俺は手を伸のばそうとするが、ボールじゃなく水無月さんの身体に触ふれそうになって慌てて引っ込める。

　ううう、やりにくい……！

「隙すきありです！」

　と次の瞬しゆん間かん、水無月さんは俺をすり抜ぬけてゴールに向かう。そして膝ひざを曲げ、飛び上がる姿勢に入った。

　あれはまさかダンクシュート!?

「く、させるか……！」

　俺はギリギリでゴール前に立ちはだかるが、水無月さんのジャンプはそれ以上の高さに──……あれ？

「にゃあああああぁっ!?」

「ちょ、うわっ!?」

　高々と飛び上がるかと思った水無月さんだが、なぜかほとんど飛ひ距きよ離りが伸びず、そのままこちらに倒たおれ込んできただと!?

　俺は慌てて支えようとするが、勢いのついた水無月さんは止められず、そのまま二人で倒れ込んでしまった。

「あいたた……。だ、大だい丈じよう夫ぶですか先生!?」

「だ、大丈夫ですから……！　は、早くどいてください……！」

　幸い怪我などはなかったが、仰あお向むけになった俺の腰の辺りに水無月さんが思いっきり尻しり餅もちをつく体勢になっていて、その位置のヤバさもさることながら短パンの隙すき間まから見え隠れする白い布地が──って、何を詳しよう細さいに描びよう写しやしてんだ俺は!?

「す、すいません……。でも、やっぱりダンクは無茶でしたね！　初挑ちよう戦せんでしたけど失敗でした！」

「は、初挑戦って、昔バスケをやってたはずでは？」

「はい！　やってただけです！」

　満面の笑みの水無月さん。

　……こ、これはツッコんだら負けな気がするな……。

「さ、桜さん!?　お兄ちゃんを押おし倒すとはどういう料りよう簡けんですか!?」

「失敗しちゃった！　あ、涼花ちゃんもやる？」

「う……、私がやってもその、やっぱり胸が……！　ううう……！」

　苦し気げに唸る涼花。

　お前はスポーツ万ばん能のうなんだから、さっきの水無月さんみたいなことにはならないと思うが。

「お、お兄ちゃん、やはりこの取材もダメだと思います……！　もっと、こう、他にお兄ちゃんに相応ふさわしい何かが別にあるはずです！　そうですよねお兄ちゃん!?」

「そ、そうだな!?」

　俺は慌てて同意する。どうやらこれも涼花のお気に召めさなかったらしい。

　……とはいえ、さっきから何かするたびにダメだって言ってるけど、なんか今日の取材はいつにも増して苦戦してないか？

「じゃあ次は何をするのよ。あんたはどんな取材ならいいと思うわけ？」

「そ、それはだな……」

　表向きは俺こそが永遠野誓なのでそう質問されるのは当然だが、実際の取材内容を決めるのは涼花なため答えることはできない。

「……ど、どうすれば……！　どんな内容ならお兄ちゃんを独り占めできるんでしょうか……！」

　俺は横目で涼花の様子を窺うが、本人も何がいいのか決めかねているようだった。

　ど、どうしよう……。

「……あっ！　そ、そうです、ここにはプールもあったんです！」

　とその時、涼花が表示板を見上げながらパッと顔を綻ほころばせた。

　見ると、確かに温水プールの表記があり、利用可能だと書いてある。

「水着描写はラノベに必ひつ須すだけど、泳ぎは私ちょっと……」

「先生を水着で悩のう殺さつするのはいいデスけど、ここはスポーツ用のプールデスから、遊んだりはできマセんね」

「𠮟しかられちゃうよ。桜も水泳は苦手じゃないけど得意でもないかな」

　舞達のそんな反応を聞いた涼花は、なぜか目を輝かがやかせ、

「そ、そうですか。ではお兄ちゃんに水泳を教えるのは私以外ありませんね！」

　と、そんなよくわからないことを言い出した。

「俺に教える？」

「そうです。取材も大事ですが、お兄ちゃんの体力づくりも目的ですから。他の方があまり泳ぎが得意じゃない以上、私が教えるのが当然です。そう思いませんかお兄ちゃん!?」

　同意を求めているように見えるが、実際は「だから今度は水泳の取材をします」と言ってるわけで、俺としてはコクコクと頷うなずくしかない。

「……水着となるとまた皆みなさんの胸が強調されてしまいますが、こういう場所のレンタル水着でビキニはないはずだからまだ大丈夫です……！　それよりも、お兄ちゃんのトレーニングを口実に二人きりになれる方が遥はるかにメリットが大きいと……！」

「そっか、そういや今回は体力づくりって点もあったんだったな」

「ぴぅっ!?　そ、そうですとも！　今さっき思い出しましたが、これは使えると判断したので！」

　……おい？　今なんか聞き捨てならないことを口走らなかったか？

　それになんか涼花のやつ、目が据すわってるような気がするんだが、それだけ取材に集中しだしたってことなんだろうか……。

「さあ、次は水泳の取材をしますよお兄ちゃん！」

　ともあれ涼花に従うしかなく、俺達は温水プールへと向かう。

　レンタルした水着に着き替がえてプールサイドに集合する俺達。

　みんなの水着姿にドキリとするも、以前海とかで見たような刺し激げき的なものではなく、オーソドックスな競泳用だったので、そこは比ひ較かく的落ち着いて対処できた。

「うーん、ちょっと胸が苦しい……」

「ピッチピチデス！」

　とはいえ、それでも破は壊かい力があることには違ちがいないがな……！

「お、お兄ちゃん！　よそ見をしてないで、早さつ速そく泳ぎの練習をしますよ！」

「あ、ああ」

　そうこうしているうちに、俺は涼花に引っ張られてプールへと入る。

「……でも、泳ぎの練習ったって、俺も得意とまではいかないけどある程度泳げるぞ？」

「そ、そうでしたね。ではこの際ですから背泳ぎやバタフライなんかも練習すればいいと思います。これも体力づくりのためです」

「え、それって別に体力づくりと関係ない気が……」

「兄妹きようだいが二人きりで泳ぎの練習をするという取材も兼かねているんです！　そ、それでは私達は二人で集中して練習しますので、皆さんはご自由に泳いでいてください！」

　涼花はそう言って、俺を離はなれたコースに引っ張っていく。

「えーと……、それで何をすればいいんだ？」

「私が一から泳ぎを教えます。お兄ちゃんは私に身も心も委ゆだねてください」

「身も心もって……」

「い、いいですか？　シチュエーションとしてはこうです。実は水泳が苦手と判明した兄は、得意な妹に教えてもらうことになります。プールの中で頼たよりになるのは妹だけなので、練習を通じて二人の絆きずなが強まり、自然とイチャイチャするという……これです！」

「こ、これですって、なんか作中のキャラに合ってないシチュエーションな気もするぞ？」

「そ、そんなことは何とでも説明はつきます。とにかく、そういうわけなのでお兄ちゃんは私だけを見てくださいね。あ、あくまでも取材のために！」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないが、涼花にそう言われたらそうせざるを得ないのが代理人の辛つらいところだった。
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「ではまず足の動きから練習しましょう。バタフライの基本はドルフィンキックですから」

　俺は涼花に手を握にぎってもらった状態で浮うかびながら、言われた通りの足の動きを練習していく。

　普ふ通つうのバタ足とはまるで違うやり方が実に難しい。

「……こ、これは結構複雑だな。手は離さないでくれよ？　沈しずんじまう」

「えへ、えへへ、お兄ちゃんが私を頼りに……！　今お兄ちゃんの目には私しか映っていません……！　ようやくこれで二人きりの取材を始められるんですね……！」

「だ、だから手をがばごぼ……！」

　そんなやり取りをしつつも、さすが涼花は教え方も上手で、俺は少しずつドルフィンキックができるようになってきた。

「なかなかいいですね。ですがこのままでは普通に体力づくりです。ラノベの取材でもあるわけですから、この辺りでイチャイチャイベントを発生させないといけません……！」

「い、イチャイチャイベントと言われても、一体何を？」

「それも突とつ発ぱつ的でハプニング性のあるものの方がいいですね……。たとえば急に私が貧血かなにかでおぼれてしまい、お兄ちゃんが覚えたばかりの泳ぎで私を助けてくれるとか！」

「難易度高いな!?」

「そしてそして！　意識の戻もどらない私にお兄ちゃんが、じ、じじじ人工呼吸をして！　目を覚ました私は恥はずかしさのあまりお兄ちゃんに抱だきついて、えへへへへへ……！」

「それを実際にさせる気じゃないよな!?　いくら取材とはいえ!?」

　自分のアイデアがあまりにも恥ずかしすぎたのか、だらしない笑みを浮かべて身体からだをクネクネさせる涼花。

　……そうやってバグるくらいなら、最初からそんなトンデモなアイデアを言わないでほしいんですが……。

「ちょっと祐！　私達にも泳ぎを教えなさいよね！」

「うわっ!?　な、なんだよ！」

　その時、違うコースで泳いでいたはずの舞達がいつの間にかこっちに来ていて、俺は慌あわてて振ふり向いた。

「先生の取材するシチュは、私も是ぜ非ひ体験しておきたいデスね」

「涼花ちゃんばっかり先生を独り占じめにするのはズルイよ！　桜は先生から教えてほしいです！」

　みんな口々に好き勝手なことを言ってくる。

　いつものこととはいえ、こうなると毎回収しゆう拾しゆうがつかなくなるのだが──

「……はっ!?　な、何をしているんですかお兄ちゃん！　まだ練習の途と中ちゆうですよ！　さあ、さっき教えたドルフィンキックでこっちまで泳いで来てください！」

　バグから我に返った涼花が、怒おこった顔でコースの真ん中からそんな声を上げた。

　俺は舞達から逃のがれるためと、涼花に怒られないために、慌てて壁かべを蹴けって泳ぎ出す。

　と、とりあえず腕うでの使い方は習ってないから、足だけドルフィンキックで泳いで……！

「…………っ!!」

　だが次の瞬しゆん間かん、ふくらはぎのところ辺りから激痛が走った。

　ピーンと張りつめたような感かん触しよくが足全体を覆おおい、俺は身体をひねる。

「お兄ちゃん!?」

「が……っ！　やば……！」

　慌てて顔を水面に上げるが、上手うまく浮き上がることができない。

　……や、ヤベェ……！　足がつったみたいだ……！　いきなり慣れてないやり方で泳ぎ出したから……！

「お、お兄ちゃん、私につかまってください……！」

　ばしゃばしゃごぼごぼという水音の合間から涼花の声が聞こえてくる。

　俺は息苦しさで混乱しながら、それでも必死に声の方に腕を伸のばした。

「きゃ……っ!?　ちょ、ちょっとお兄ちゃん、落ち着いて……！」

　だが勢い余って、俺は涼花ごと再び水の中に沈む。

　そうやって無我夢中でしばらくもがく中、なんとか涼花が俺の身体を支えて、俺自身も無事な方の足でようやく立つことができた。

「……がは……っ、はぁはぁ……！　し、死ぬかと思った……！」

　俺は荒あらい呼吸を繰くり返す。

　……ま、マジで怖こわかった……。

「お、お兄ちゃん……！」

「あ……、す、涼花もありがとうな。本当に助かっ──」

　と、ようやく落ち着いてきた俺は、その時自分がどんな体勢でいるのかに気がついた。

　コースの真ん中で、思いっきり涼花の背中にまで腕を回して抱きついて立っている俺。

「……あ、ご、ごめ……っ！」

　不ふ可か抗こう力りよくだったとはいえ、妹相手にヤバイ体勢になっていることに気がつき、俺は慌てて離れようとする。

　が、

「……ま、待ってください……！」

　その寸前、なぜか涼花の方から離さないとばかりにギュッと抱きついてきた!?

「す、涼花!?　なんで……！」

「み、水着が……！」

　……水着？　と思って涼花をよく見ると、その瞬間俺は硬こう直ちよくした。

　み、水着の肩かた紐ひもずり落ちてる!?

　しかも両方……！　さ、さっきもみくちゃになった時か……！

「か、完全に脱ぬげたわけじゃないですけど、む、胸の辺りは……！　このまま離れると見えてしまって……！」

　俺の身体でガードされて、今はなんとか見えていないらしい。

　……つまり今、涼花は上じよう半はん身しん裸はだかで、俺はそんな涼花と抱き合っていて、

「み、みみみ水着を直す間、このまま抱きしめていてください……！」

　それはつまり、この微かすかに感じる小さな膨ふくらみのようなものは──

「……わ、私はなんて格好でお兄ちゃんと……！　ううううう～……！」

　涼花が羞しゆう恥ちで小刻みに震ふるえるたび、その感触も一いつ緒しよに震える。

　そして俺はその事実を認識した途と端たん頭の中がオーバーヒートして、

「……しょっ、と。こ、これでなんとか元通りに──ってお兄ちゃん!?」

　そのままぶくぶくと、再度水の中に沈んでいくしかなかったとさ……。







「な、なんつーか今日のことは本当にすまん……。運動不足はマジでまずいって痛感したよ……」

　あの後、取材を終えて家に帰ると、お兄ちゃんが本当に申し訳なさそうな顔でそう言いました。

「体力もそうだけど、学校の体育だけじゃなく、やっぱ自分でも運動しないとダメだな……。お前が言う通り、これから定期的にあの施し設せつに通うか」

　そしてそんな、私の当初の目もく論ろ見みに沿ったことまで付け加えました。

　これで定期的にお兄ちゃんとスポーツデート！　と、喜ぶところだったのですが……。

「……いえ、その必要はありません。体力づくりの件は白紙としましょう」

　私はそのお兄ちゃんの提案を、首を振って反対しました。

「では、私は自分の部屋に戻ります。その……、今日の取材結果をまとめないといけないので……」

　そして、どこか逃にげるように自室に向かう私。

　背後からはお兄ちゃんの「や、やっぱさっきの件、怒ってるよな……」という泣きそうな声が聞こえてきましたが、私はそれを否定する余よ裕ゆうもなく、部屋に戻った瞬間にベッドに俯うつぶせに飛び込むのでした。

「ううう、ううううう～……！　恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい……！」

　そして足をバタつかせ、真っ赤になった顔を枕まくらに押し付けます。

　……はううぅ……！　あ、あんなはしたない姿をお兄ちゃんの前で……！

「だ、ダメです……！　もうあそこには行けません……！　今日のことをどうしても思い出してしまって……！」

　私はあうあうあうと、そのままの姿勢でベッドの上を転がります。

　お兄ちゃんとの定期的なデートの機会は惜おしいですけど、恥ずかしくてとても耐たえられません……！

　どうせ皆みなさんに知られてしまったからまた乱入されるでしょうし、なによりあんなハプニングは……！

「ししし刺し激げきが強すぎます！　は、ははは裸で抱き合うなんて、そんなのはダメです！　まだ早いです！　ううううう～……！　ううううう、えへへへへへ、えへへへうわああん！」

　そうして、

　私は泣いているのか笑っているのかもわからないまま、なおしばらくの間あの本物のハプニングイベントを反はん芻すうし続けるのでした。

















永と遠わ野の誓ちかいの熱情インタビュー









「え？　インタビュー……ですか？」

　ある日の夜のこと。

　俺が自室で大賞応おう募ぼ用の原げん稿こうを書いていると、編集の篠しの崎ざきさんから電話がかかってきた。

　またいつも通り、特に用事もなく駄だ弁べるためにかけてきたのか……、とウンザリしていた俺だったが、意外なことに、今回の篠崎さんは真ま面じ目めな様子で、仕事の話を切り出したのだ。

『そうだ。実は今度、雑誌で永遠野誓の特集記事を載のせることになったのだが、そのために先生にいろいろとインタビューをすることになってな。その依い頼らいをしたいのだが』

「な、なるほど、珍めずらしくまともな用件の電話ですね」

『先ほどメールも送ったのだが、もしかしてまだ見ていないのかな？』

　……う、メールでのやり取りは、真の作者である涼すず花かがやってるからな。代理人である俺は見ていない。

『まあ別にかまわん。どうせ同じ用件だからな。それで、インタビューの方は引き受けてもらえるだろうか？　早さつ速そく今からやりたいのだが』

　そう言われて、俺は一いつ瞬しゆん考え込む。

　……涼花に相談すべきか？　勝手に判断するのはマズいよな？

　……いや待て、これは仕事だし、どうせ引き受けるしかないはずだ。それにインタビューくらいなら特に問題はなさそうだし。

「はい、大だい丈じよう夫ぶですけど──」

　そう判断して、俺は依頼を受ける返事をした。……のだが、

「お兄ちゃん、至急お話ししないといけないことが……！」

　ちょうどそれとほぼ同時に、涼花がバァンッとドアを開けて、慌あわただしく部屋に飛び込んできたじゃないか。

　こんなに焦あせった様子の涼花は珍しく、俺はビックリして「ちょ、ちょっと待ってください！」と篠崎さんに断ってから振ふり返る。

「今篠崎さんからメールが来たんですが、そのことで──……って、まさかその電話は……!?」

　すると涼花は俺が手に持ったスマホを見て表情を曇くもらせた。

「い、インタビューの件ですか？　もしかして、お兄ちゃんはもう受じゆ諾だくしてしまったんですか？」

「あ、ああ、仕事の依頼だったから」

　俺がそう答えると、涼花は「間に合いませんでした……」とうなだれた。

「な、何か問題があるのか？」

　俺が不安になっていると、涼花はふるふると首を振り、

「いえ、問題というわけではないんです。お兄ちゃんの言う通り、どのみち依頼は受けるつもりでしたし。でも、その前に打ち合わせをする必要があると思って急いで来たんですが……」

「打ち合わせって？」

「インタビューなら、いろんなことを詳しよう細さいに訊きかれるでしょう。もちろん答えるのはお兄ちゃんですから、前もって想定される質問など詰つめておこうと思ったんです」

　……なるほど、そういうことか。完かん璧ぺき主義者の涼花らしいな。だからあんなに慌ててたわけか。

「でも、こうなっては仕方がありません。なんとかお兄ちゃんは永遠野誓になりきってインタビューに答えてください。私は横にいて監かん督とくしています」

「わ、わかった。……でも、そんなに心配しなくてもいいと思うぞ？　俺もずっと代理人をしてきたわけだから、今いま更さらそんなにボロも出さないよ」

　俺はこれまで代理人として乗り切ってきた数々の難局を思い出しながら、ちょっと胸を張ってそう言う。

「いえ、特集記事ということは、永遠野誓という人物が深く掘ほり下げられるはずです。今まで以上に気を引き締しめないと」

「そりゃそうかもしれないが、大丈夫だと思うけどな……」

　今までだって散々妹好きキャラを演じ続けてきたんだぞ？　……あんまり思い出したくない記き憶おくだが。

「それが油断だと言うんです。お兄ちゃんはまだ永遠野誓になりきっていません。なりきっていたら、電話に出る時だって『もしもし、妹が目の前にいるとつい抱きしめたくなってしまう永遠野誓ですが？』といった応対をするはずですが、してないでしょう？」

「ハードルが高すぎる！」

　まるっきり変質者じゃねえか！　なんか涼花の永遠野誓像がだんだんおかしな方向に行ってないか!?

「そ、そんなことはありません。それに今回は公式のインタビューで、記事は不特定多数の人達に見られるんですよ？　今まで以上に妹好きをアピールして、永遠野誓像を確固としたものにする必要があるじゃないですか！」

「それはそうかもだけどさ……」

「と、とにかく、お兄ちゃんはそういう姿勢でインタビューに臨のぞんでください。油断は禁物ですから」

　涼花にそう厳命された以上、従わないといけないのが代理人の辛つらいところである。

　……でもまあ、仕方ないか。涼花の言う通り、公式のインタビュー記事なわけだからな。

「私もインタビューの内容を知る必要があるので、篠崎さんの声が聞こえるようにしてください」

　涼花にそう言われ、俺は通話をスピーカーモードに変えてから、篠崎さんとの電話に戻もどった。

「お待たせしてすいませんでした。ちょっと妹と話をしてて……」

『ほう、妹さんが近くにいるのか。相変わらず仲が良くて結構なことだ。それで、インタビューの方は始めさせてもらってかまわないかな？』

　涼花に小声で「……がんばってください」と背中を押され、俺は緊きん張ちようして身構える。

『ところで先生は、今まで何度くらい妹さんを押おし倒たおしているのだ？』

　だが急にトンデモナイ質問が飛んできて、俺はいきなり絶句した。

「んな……っ、なにわけのわからないことを訊いてるんですか!?」

『ああ、ちなみにこれはインタビューとは関係のない、私の個人的な興味から出た質問だ』

「余計意味がわからんわ！」

『なに、先生の緊張をほぐそうとしたまでだよ。……で、何度くらいだ？』

「……お、お兄ちゃん、ここはとりあえず五度くらいと……！」

「こんな質問答えなくていいから！」

　真っ赤な顔で耳打ちしてくる涼花にツッコむ俺。篠崎さんの個人的趣しゆ味みにまで律りち儀ぎに付き合う必要はないだろ！

『さて、ではいい感じに緊張もほぐれたところで、本題に入ろうか』

「さっきの質問はマジで必要なかったですね……」

　俺がため息を吐ついている一方、篠崎さんの方は小さく咳せきばらいをして、電話越ごしにもわかるくらい改まった雰ふん囲い気きになった。

『まず、どうして先生はラノベ作家になったのかから聞かせてもらってもいいだろうか』

　質問内容も真面目なものだ。

　それなら、俺も真面目に答えるしかない。あくまでも、永遠野誓としての真面目だが。

「そ、それはもちろん妹が大好きだからですよ。たまらないくらい妹が好きなので、気づいたら物語にして書いてたってわけでして……」

　多少ヤケクソになりながらそう答えると、横で涼花がうんうんと満足そうに頷うなずいていた。

　なぜか「えへへ……」とバグった感じにもなっていたが、俺が言ってる妹は一いつ般ぱん名詞であって、お前のことを指してるわけじゃないからな!?

『なるほど、さすが先生、筋金入りだな。作品を書いていく途と上じようでの苦労話などはあるかな？』

「い、いえ、そういったことは全然なかったですね。ただ指の動くままに書いてたら、自然と作品として出来上がった感じで……」

　……涼花自身も魔まがさして書いたって言ってたからウソじゃない。

『ほう、するとプロットなども作らずにいきなり書き出したと？』

「え、ええ、ただ妹への想おもいをそのままに、完全に勢いで書きました」

『大したものだ。ところでデビュー作を書く前にも、作品自体はいくつか書いていたのかな？』

「それは、えーと……」

　俺が答えに窮きゆうしていると、

「……お兄ちゃん、デビュー作が初めての作品だと答えてください」

　涼花がそっと耳打ちしてきて、俺はその通りに答える。

『つまり、初めての作品であんな伝説級のヒットを飛ばしたわけか。やはり先生は天才だな』

「は、はは、どうも……」

「……妹好きアピールも忘れないでください……！」

「ま、まあそれだけ俺の妹好きパワーがすごかったってことですね！」

　涼花に指し摘てきされ、急いでそう付け加える俺。なんだよ妹好きパワーって。

　だが篠崎さんは、そんな怪あやしい答えにも感心しながら質問を続ける。

　俺は答えるたびに妹好きをアピールし、答えあぐねた場合は涼花に小声で助けてもらいながら、なんとかインタビューを続けていった。

　質問の内容は基本的にはまともなもので、例えば『執しつ筆ぴつ時に一番気をつけていることは？』とか『自分の作品で一番思い入れのあるシーンは？』などといった、オーソドックスだけど読者が知りたいだろうと思えるものだ。

『ときに先生、妹のパンツの柄がらは何が一番いいと思うか？』

　……中にはこういう頭の悪い質問も混じってるわけだが!?

「なんですかそのフザケタ質問は!?」

『ラノベでパンツは重要だし、こんな質問くらいは当然だろう。後々には、先生が一番ハッスルするおかずについても訊こうと思っているのに』

「篠崎さんはセクハラって言葉知ってますかねぇ!?」

『知っているに決まってるだろう。先生が普ふ段だんから私との電話の時にしていることだ』

「……お、お兄ちゃん!?　普段篠崎さんとどんな会話をしてるっていうんですか……!?」

「こんな感じでいつの間にか俺が悪者になってる理り不ふ尽じんな会話だよ！」

『おお、そうだ。実は前々から先生にお願いしたいことがあったのを今思い出したぞ』

「な、何ですか今度は」

『先生はあんな妹モノラノベを書いてるのに、妹さんと仲がいいと言っても誰だれも信じてくれないのだ。証しよう拠こが欲しいので、先生と妹さんが一いつ緒しよに写っている写真を送ってはくれまいか』

「いや、証拠写真とか……」

『できれば、先生が妹さんを押し倒している場面の写真がいいな』

「んなことできるわけないでしょ!?」

「い、いえ、お兄ちゃん、撮とりましょう！　編集さんからの依い頼らいです！」

「お前は何言ってんの!?」

「……こ、これは思いがけないチャンス──ではなく！　こ、これも永遠野誓のイメージのためですから！」

「……え？　ま、マジで？　でも、写真を送るっていっても、俺のスマホは今通話中で──」

「待っててください！　………………戻りました！　私のノートパソコンとこのデジカメでＯＫです！」

「早っ!?　一いつ瞬しゆんで部屋まで取りに行ったのかよ！」

「さ、さあ早く！　私はすごく嫌いやなんですけど、これも仕事です！」

　そう言って、デジカメをセットして俺のベッドに横たわる涼花。

　仕方なく、俺は涼花に覆おおいかぶさったわけだが、傍はたから見ると何の言い訳もできない変態兄貴だった。

「えへへ……、実に不本意な写真ですが、仕方ないですね！　早さつ速そく篠崎さんに送付しましょう！」

　そうして撮れた写真を送ると、篠崎さんは喜び、涼花も永遠野誓のイメージを補強できたからか上じよう機き嫌げんで、俺だけが一人罪悪感で頭を抱かかえる。

　……とまあ、そういうことがありつつも、とにかく篠崎さんの電話インタビュー自体はどうにかこうにか切り抜ぬけたわけだ。……しかし、

『……ふむ、質問はこんなところだが』

「はぁ……、まだ何かあるんですか？　もう十分答えたと思うんですけど」

　俺がすっかり疲つかれ切っているなか、篠崎さんはインタビューが終わったというのにどこか不満げな声だった。

『いや、用意していたものと私の個人的な質問は一通り終えたのだが、どうにもまだ不十分な気がしてな』

「なんだかんだで一時間近くはインタビューしてましたし、もう十分では」

『……いや、やはりまだ何か足りないな。これでは永遠野誓の偉い大だいさを伝えきれない』

「い、偉大さって大げさな……」

『私は永遠野誓の魅み力りよくをもっと多くの人に知ってほしいのだ。先生本人もその作品も、私は心の底から愛しているからな……。そのために今回のインタビューも企き画かくしたのだから、より万ばん全ぜんにしたいのだ』

「篠崎さん……」

「……篠崎さんは、本当に永遠野誓のことを大事に思ってくださっているんですね」

　珍めずらしく、まともな編集者としての一面を見せる篠崎さん。

　……そうだった。この人はいつもは相当アレだけど、ラノベのことだけはどこまでも真しん剣けんなんだ。

　俺は、永遠野誓に対する真まっ直すぐな想いを聞いて、胸が熱くなった。

「あの、ありがとうございます。そういうことならインタビューくらい、いくらでも答えますよ」

『ありがとう先生。だが、このまま同じように電話インタビューをしているだけでいいのか……』

　篠崎さんはそう言って、『むむむ』と唸うなりながらしばらく考え込んでいたが、やがて『そうだ！』と、何かを思いついたように声を上げた。

『いいことを思いついたぞ。先生自身のインタビューに加えて、先生の周りにいる人達にも話を聞くというのは面おも白しろいんじゃないだろうか』

「……え？　そ、それはどういう？」

　ノリノリの篠崎さんに、俺はなんだか嫌な予感がする。

『だから、先生を知っている人達にもインタビューをして、それぞれの永遠野誓像を訊たずねるのだ。そうすれば、より多角的に先生のことが伝わるのではないかな？』

「俺の周りにいる人ってのは……」

『やはりまずはアヘ顔Ｗピース先生だろうな。イラストレーターとして一緒に仕事をしているわけだから、聞ける話も多いだろう。次に炎えん竜りゆう先生だ。仕事仲間で個人的にも知り合い同士、しかもクラスメートとなれば外はずせまい。それから……、そういえば先生は声優の水み無な月づき桜さくらさんとも付き合いがあるんだったな？　大人気声優の話となるとそれだけで話題性十分だし、より多くの人に記事を見てもらえるだろう』

「やっぱりそうなりますよね!?」

　篠崎さんが挙げた名前は完全に予想通りで、俺は頭を抱える。

　……いや、篠崎さんの狙ねらいは正しいと思うし、人選も当然と言えば当然なんだけど、その人達が永遠野誓について語ると、まともな結果になる未来が見えないから困る！

　俺は何とか阻そ止ししたかったが、阻止できる理由もなければ妥だ当とう性もなかったので、どうしたものかと途と方ほうに暮れるしかなかった。

　しかも、そんな時に追い打ちをかけるように、篠崎さんはさらに続ける。

『ああそうだ！　それならいい機会だし、先生の妹さんからも話を聞くとしようじゃないか！』

「す、涼花からも!?」

　俺はその言葉に本気で狼ろう狽ばいしたが、篠崎さんはいかにもいいことを思いついたといったテンションで、

『うむ、妹モノ作家のリアル妹が語る作者像なんて、今までにない企画だ！　ふふふ、我ながら自分の編集者としての才能が怖こわくなってくるな』

「いやいやいや！　ちょっと待ってくださいよ！」

『先生も素晴らしいアイデアだと思うだろう？　大だい丈じよう夫ぶだ。妹さんの素す性じようを明かすようなことは決してしないから。私はその辺りの配はい慮りよもちゃんと考えている有能編集者だからな！』

「本当に配慮してるなら、そもそもそんな企画を思いつくはずがないと思うんですけど!?」

『妹さんは今そこにいるんだろう？　是ぜ非ひお願いしたいのだが』

　俺のツッコミを全スルーしながら、ズケズケと言いたいことだけ言ってくる篠崎さん。

　……な、なんてこった。涼花へのインタビューなんて了りよう承しようしたら、リアル妹まで巻き込む変態兄貴ってレッテルが公式に広まっちまうじゃねえか！

　いくら代理人とはいえ、そんな最低なイメージを背負うのは絶対に勘かん弁べんしてもらいたい。

　なので、舞まい達へのインタビューも含ふくめて、そんな企画は廃はい案あんに追い込まないと──……と思っていたのだが、

「は、はい、聞こえています！　インタビューの件、お引き受けします！」

「ちょっ!?」

　あろうことか、俺が何か言う前に涼花がさっさと返事をしてしまったじゃないか！　何考えてんだ！

「……お、落ち着いてくださいお兄ちゃん。篠崎さんが言う通り、これは悪くない企画ですよ。なにせ私とお兄ちゃんの仲を直接アピール──じゃなくてですね！　わ、私自身の言葉で永遠野誓のイメージを補強できるいい機会ですから……！」

「……その結果、代理人である俺がどんな目で見られるようになるか、全然考こう慮りよしてないなお前……!?」

「……それに、皆みなさんにだけインタビューさせて、お兄ちゃんとの関係を変に喧けん伝でんされるわけには……！　と、とにかく、これも仕事の一いつ環かんですから引き受けないといけません！」

　頰ほおを赤くして、プイッと顔を逸そらしながら言う涼花に、俺はそれ以上何も言えず、肩かたを落とすしかなかった。

　……うぐぐ、代理人は真の作者の意向に逆らえない……！

『おお、妹さんか！　では、引き受けてくれるのだな！』

「え、ええ、お兄ちゃんのお仕事に協力するのも、妹の義務ですから！」

『まったく、妹さんには本当に頭が下がる……。先生は素す晴ばらしい妹さんを持って、羨うらやましい限りだ』

「ええ、ええそうですね!!」

　俺はもうヤケクソになってそう答えるしかなかった。この一連の会話で俺の意思が反映されたことが一度もないという悲しい事実。

『ふふふ、そうと決まれば早速みんなに連れん絡らくを取らなければ。インタビューの日時も決めて……』

「えへへ、思いがけずいい機会に恵めぐまれました……！　い、いえ、私は気が進まないんですけどね!?」

「…………はぁ」

　そうして二人が好き勝手なことを言っている中、俺はただただ深いため息を吐つくしかないのだった……。




「本日はこうして集まっていただいたことを、心より感謝する。おかげで、より今回の企画の成功を確信できた」

　後日。涼花に直接インタビューをしたいという篠崎さんの依頼を受けて、俺達は東京にある皇すめらぎファンタジー文庫編集部まで来ていた。

　だが、そこに来ていたのは俺達だけじゃなく、

「……なんで全員がいるんです？」

「いや、どうせならみんな集まってインタビューした方がいいかと思ったのだ。運よくスケジュールの都合もついたのでな」

「あんたについてのインタビューをするって言うんだから、締しめ切りがヤバいけどわざわざ来てあげたのよ！」

「こんな面白いことを見み逃のがすわけにはイきマセんからね。私もエロゲの仕事を放りだして来マシた！」

「そうだよね！　桜もなんとかスケジュールを調整して来たんだよ！　インタビュー楽しみだなぁ」

　舞、Ｗピース先生、水無月さんが揃そろってそんなことを言う。

　……なんか、ますます嫌いやな予感がしてきたんですが……！

「……むぅ、やはりこうなりましたか。何となくそんな気はしていましたが。で、ですが、ここで私が皆さんに負けないよう、お兄ちゃんとの仲をアピールすれば……！　えへへ……」

　涼花は涼花で、小さな声で何やら独り言を呟つぶやいてるし、いろんな意味で不安しかないな……。

「さて、では忙いそがしい中を集まってもらったのだから、早さつ速そくインタビューを始めさせていただこう」

　間もなく、篠崎さんも席につき、タブレットを用意して話を聞き取る態勢になった。

「……ふむ、とはいえどうするか。一人一人訊きいていく予定だったが、せっかくみんなが揃っているのだから、一つの質問にそれぞれ回答してもらうのがよさそうだな」

「それがいいデスね。どうせ全員に同じ質問をするんデショうし」

　Ｗピース先生の言葉に、うんうんと頷うなずく面々。

「なら、そうさせていただく。で、最初の質問だが……、それぞれ先生との関係からまず聞かせていただこう」

「一番のファンで生しよう涯がいのライバルよ」

「一番のパートナーデス」

「一番の未来の妹だよ」

「わ、私は一番の真の妹です！」

　そして、初しよっ端ぱなから全員が好き勝手に答え、いきなりカオスなことに。

「ちょっと、一番ってのは私だけなんだから、真ま似ねしないでよね！」

「そうはイきマセんよ舞？　私だって先生の一番は譲ゆずれマセんからね！」

「そうそう、炎竜先生だけに独り占じめなんてさせられないよね！」

「皆さんそれぞれ主張があるようですが、正しよう真しん正しよう銘めいの妹である私にこそ一番という称しよう号ごうは相応ふさわしいかと思います」

　……なんなのこの状じよう況きよう。

　質問に答えたと思ったら、次の瞬しゆん間かんもう言い争いが始まってたでござる。

「ふむふむ……」

　そしてそれを冷静にタブレットでメモっていく篠崎さん。

「あ、あの、場を収しゆう拾しゆうしないでいいんですか？」

「うん？　なぜだ？　みんなちゃんと答えてくれてるし、それに伴ともなってこんなリアルな情景も繰くり広げられているではないか。おかげで記事もより臨場感が増すというものだ。ふふふ」

　あ、ダメだ。質問者自体がアレだから、場が収拾するはずもなかった。

「では次の質問だ。永遠野先生との初めての出会いについて聞かせてもらえるだろうか」

「あれは、実に運命的な出会いだったわ……。永遠野誓作品を読んで衝しよう撃げきを受けた私は、その作者がクラスメートであることを知って屋上に呼び出したの。そこで祐ゆうは『さすが炎竜焰ほむら。それでこそ俺のライバルの資格がある』と言って私を認めて──」

「最初に先生の作品を読んだ時は興奮しマシた！　行間に漂ただようエロスの香かおりや、キャラに秘められた淫いん靡びな気配に一瞬で虜とりこになったんデス！　後日、私はエロゲショップでハァハァしてる先生と出会ったわけデスが、そこでそのことを伝えると先生は『それに気づくとは、あなたは俺と同じエロの求ぐ道どう者しやのようだ』と微笑ほほえみかけて──」

「桜は先生の作品を読んで、なんて理想的な兄妹きようだいなんだろうって思ったの！　それで先生の大ファンになって、サイン会に行った時にビックリ！　だって先生って作品の中のお兄ちゃんにそっくりだったんだ！　だから桜はいつか必ず先生の妹になろうって思ったんだよ！　そのことを伝えたら先生は『俺も桜みたいな妹が欲しかったんだ』って言ってくれて──」

「ちょ、ちょっとちょっと!?」

　篠崎さんの質問に、いきなり怒ど濤とうの勢いで答え始める舞とＷピース先生と水無月さん。

　全員身を乗り出して、身み振ぶり手振りまで加えて熱弁しており、それだけで永遠野誓に対する熱心な想おもいが伝わってくる──……のはいいんだけど、言ってる内容は無茶苦茶じゃねえか！

　脚きやく色しよくどころか捏ねつ造ぞうレベルの事実改変が行われてるんですが!?

「み、皆さん、あからさまにウソばっかりじゃないですか！」

　さすがのヒドさに涼花も抗こう議ぎの声を上げるが、

「べ、別にウソじゃないわよ！」

「そうデスよ。いわゆる思い出補正というやつデス！」

「え？　先生は確かにそう言ってくれたと思うけどなぁ。桜の記き憶おくでは」

　誤ご魔ま化かしたり、開き直ったり、脳内で事実を改ざんしていたりと、申し訳なさそうな気配が微み塵じんもない！

「ふむふむ、なるほど……。そんな出会いが……」

　しかも篠崎さんはあの無茶苦茶な回答のまま平然とメモっている。いいのかそれで……。

「むむ……っ、や、やはりそうやってこの機会にアピールするつもりなんですね皆さん……！」

　そうしてなぜか悔くやし気げな涼花に対して、舞が言う。

「でも、こういう質問だと、涼花さんだけは答えようがないわよね。兄妹じゃ出会いも何もないわけだし」

　その言葉にピクリと反応する涼花。

「そ、そんなことはありません！　私とお兄ちゃんの間にも出会いはあります！　私が生まれた瞬間、お兄ちゃんは『よく生まれてきてくれた。俺の可愛い妹……』って言ってくれたのを覚えてるんですから！」

「お前まで何言ってんの!?」

　生まれた瞬間の記憶なんて残ってるわけないだろ!?

　それに、俺と涼花は一歳違ちがいなんだから、お前が生まれた時の俺がそんなこと言えるわけがあるかよ！

「涼花さん、さすがにそんな作り話はどうかと思うわよ……」

「妄もう想そうレベルデスねー」

「桜もちょっと苦笑いかなー」

　そして全員からダメ出しされる。

　正直、この三人から呆あきれられるとか相当だと思う。ちょっと自分の生き方を考え直すレベル。

「ほ、本当の話なんです！　大体作り話と言ったら皆みなさんの方が作り話じゃないですか！」

「だ、だからそれは、ちょっとしたニュアンスの違いというか……！」

　そして再び繰り返される言い争い。

　ギャーギャーと姦かしましいってレベルじゃないが、なんで単なるインタビューでこんなことになってるんだ……。

「あの、篠崎さん、止めないでいいんですか……」

「──このように、各おの々おのが自分と先生との関係を強調しようと姦しい言い争いを繰り広げる。実に恐おそろしきは先生の魅み力りよく。妹を含ふくむ周囲の女性たちを愛あい憎ぞうの渦うずに──……ん？　何か言ったかね？　ちょっと記事の文面を考えていて聞いてなかった」

「その記事本当に特集記事なんですかねぇ!?　女性週刊誌のゴシップ記事とかじゃなくて!?」

　俺の言葉に篠崎さんは「先生は面おも白しろい表現をするものだ」なんて笑っているけど、冗じよう談だんのつもりなんて欠片かけらもないんですけど!?

　その後ろでは相変わらず涼花達が、まさに姦しい状態になっているわけだが、こ、このままじゃダメだ……！

「す、ストップストップ！　全員一いつ緒しよに質問に答えたら混乱するんで、やっぱり一人一人訊いていくことにしましょう篠崎さん！」

　見かねて──というかこの雰ふん囲い気きに耐たえられなくなって、俺は慌あわてて場を収めようとする。

「別にそれでもかまわないが、先生は意外と仕切り癖ぐせがあるんだな」

　本来仕切るべきあんたが傍ぼう観かん者よろしく高みの見物を決め込んでるんだから仕方ないだろ！

　……と、言いたいところだったが、言ったところで何の得もないので、黙だまっているしかない。ぐぬぬ……！

「だがまあ、やはりその方がいいかもしれないな。個別にしたい質問とかもあることだし」

　とはいえ、なんとか方向転てん換かんは成功したようだ。

　……ふう、一人一人ならフザケタ回答でもなんとかツッコみきれる……と思いたい。

「ではまず、炎竜先生から質問させてもらってかまわないだろうか？」

「望むところだわ！」

　不ふ遜そんな態度でふんぞり返る舞。

　なんでたかがインタビューでそんな偉えらそうなんだ……。

「また変な答えを返さないよう、しっかりチェックしないといけません」

「相そう互ご監かん視しってやつだね！」

「記事の誌面は限られマスし、自分のインタビューをより多く載のせてもらわないといけマセんからね！」

　で、みんなは一体何の戦いをしてるんですかね……。涼花までさ。

　そうやって俺がゲンナリしてる中で舞へのインタビューは始まったわけだが、さっきとは打って変わって順調に進んで行った。

　まあ質問内容が『先生の作品の魅力とは？』とか『同じラノベ作家として永遠野誓作品をどう思うか？』など、ラノベ作家の視点からのものが続いたからというのが大きい。

　舞は基本ポンコツで、しかもストーカー気質だが、ことラノベに関しては真しん剣けんなので、その答えも真ま面じ目めなものが多くなるんだろうな。

　……とはいえ、いつまでもそんな平へい穏おんな時間が続くほど、質問者も回答者も甘い人間じゃなかった。

「ふむ、ところで炎竜先生は永遠野先生とクラスメートという話だが、学校での先生はどんな感じかな？　特に、先生は女子にモテたりするのかどうかが聞きたいところだ」

「何を訊きいてるんですか!?」

「いやなに、少しはプライベートな一面に迫せまってもいいかと思ってな。で、どうなのかね炎竜先生？」

「そ、そうね、そもそも祐が私以外の女子と話すこと自体が稀まれってところかしら？」

「ほう？　では先生には男性的な魅力がないと？　炎竜先生はどう思う？」

「え？　そ、そそそそういうわけではないと思うけど、わ、私にはよくわからないんだけど!?　で、でも祐が私以外の女子と一緒にいるところは見たことがないわね！」

　ぐ、むむむ……、事実だから何も反論できない。

「むむむ……！」

　涼花もまた、俺と同じように舞を見て唸うなっている。なぜだか知らんが。

「そういえば、先生と同じ学校で過ごしてるということはラッキースケベ的なイベントも度たび々たび起こったりするのだろうか？」

「いや、その質問はさすがにおかしいでしょ!?」

「安心しろ。これはインタビューではなく私の個人的な興味だ！」

「だから、なんでそんなもんを混ぜるんですか！」

「ら、らららラッキースケベ!?　ま、まあそういうこともあったかもしれないわね!?　なにせ祐はエロ魔ま人じんだからね!?」

「おい！　そんなのなかっただろ！　適当に答えてんじゃねえよ！」

「お、お兄ちゃん……！」

「だから舞のウソだってば！　なんで俺が睨にらまれてるんだよ！」

　俺がそうやって慌ててる間に、篠崎さんはしれっとした様子で「では次の質問だが……」と平然と元の流れに戻もどっていた。くそぅ……！

　そうしてやっと舞へのインタビューが終わったわけだが……、一人目からもう疲つかれたぞ……。

「次はアヘ顔先生にお願いできるだろうか」

「ＯＫデスよ！」

　だが、俺には心休まる暇ひまなどなさそうだった。

　……つ、次はＷピース先生のインタビューか……。これはもう、始まる前からヤバイのがわかるな……。

「先生の作品のイラストを描かく時に一番意識していることは何かな？」

「それはもちろんエロさデス！」

　ほらやっぱり！

「ほう、その心は？」

「先生の作品にはエロに対する熱い想いが大量に秘められていマス！　私はそれをしっかり汲くみ取って、イラストに反映させないといけマセん！　一番のパートナーの務めデス！」

「なるほど、仕事に対するその真しん摯しな姿勢には頭が下がるな」

「いやいやいや、そこで納得しちゃダメでしょ!?」

「なぜだ先生？　ラノベとエロは切っても切れない関係だ。それにこうも真まっ直すぐ向き合ってくれるイラストレーターさんなどそういないぞ？　先生は実に運がいい」

　そりゃＷピース先生のイラストが素晴らしいっていうのは認めますけど、そういうことじゃなくて！

「お、お兄ちゃんは作品にそんな想いなど込めてないと思いますが……！」

　とその時、涼花が口を挟はさんだ。

　まあ実際は涼花の作品だから。あんなインタビューが誌面を飾かざるのは我が慢まんができなかったんだろう。

「いえいえ、確かに込められていマスよ？　私にはそれがハッキリと感じられマスからね！　まあ、妹さんにはまだエロは早いデスから、よくわからないかもしれマセんね」

　だが、Ｗピース先生にそう返された涼花は愕がく然ぜんとして、

「な……っ!?　さ、さっきのは言い間ま違ちがいでした！　お兄ちゃんは確かに作品にイヤラシイ想いを込めています！　私にもわかるくらいの！」

「おいぃっ!?」

　前言を翻ひるがえし、トンデモナイことを口走りやがった!?

　い、いくらＷピース先生に煽あおられたからって、いくら負けず嫌ぎらいの完かん璧ぺき主義者だからって、自分が何言ってんのかわかってんのかお前は！

「ほう！　先生は、妹にさえも気づかれるようなエロへの執しゆう着ちやくを自らの作品に込めている……と」

「込めてませんから！　変なことメモらないでくださいよ！」

「しかし二人がこうやって言ってるわけだからな。私としても、先生の作品にある正体不明の生々しさの原因がわかった気分で納得したぞ？」

「勝手に納得しないでください！　本人が否定しているんですから！」

「ふむ、つまり先生自身も気づいていない無意識の結果なのだな！　これが天才というものか……！」

　そう言ってさらにメモる篠崎さん。

　くそっ、どんだけ否定してもどうしようもないのかよ！

　その後も、Ｗピース先生は質問に対し全すべてエロ要素を含む答えをして、さらに永遠野誓が妹好きであることをアピールしようとする涼花もそれに度々煽られるという事態が発生した。

　結果、永遠野誓はエロへの執着がすさまじい作家として篠崎さんにメモられたわけだが、涼花よ、お前はそれでいいのか……。

「では次、水無月さん、よろしいだろうか？」

「やっと桜の出番ですね！」

　そして今度は水無月さんの番だ。

　この人はウソとか悪意とかとは無む縁えんの人だが、そういったものとはまったく別種の恐ろしさがある。

　素直で無む邪じや気きなだけに、質問にどんな回答をするのか、ある意味じゃ一番怖こわい人かもしれない……！

「ズバリ、水無月さんから見た先生とはどんな人物かな？」

「理想のお兄ちゃんです！　先生は、将来桜を妹にしてくれるって約束してくれたんです！」

「おおおお兄ちゃん!?　いつの間にそんな約束を……！」

「してないから！　水無月さんも変なこと言わないでくださいよ！」

「あれ、そうでしたっけ？　すいません、いつも脳内お兄ちゃんと話してるから、勘かん違ちがいしたのかも」

「脳内お兄ちゃん!?」

「はい！　そうやって桜は、妹になりきってるんですよ！」

「さすが人気声優。そんな役作りをしているとはな」

　い、いや、篠崎さんは感心してるけど、これは役作りじゃなく、したいからしてるだけのような気が……。

「でも、そっかぁ、約束はしてもらってなかったですね……。じゃあ先生は桜を妹にしてくれないんですか？」

　しゅんと肩かたを落として、まるで捨てられた子犬のような目で俺を見る水無月さん。

　……うう、そんな顔されたら、まるで俺がひどいことをしてるみたいじゃないですか……。

「お、お兄ちゃん、何でハッキリとダメだって言わないんですか……！」

「そ、そんなこと言われても……！」

「あ、ダメじゃないってことは、桜を将来妹にしてくれるってことですね！　わーいわーい！」

　一転、満面の笑みを浮うかべる水無月さん。……ズルイ。

「ふむ、しかし水無月さんが先生の妹になると、妹さんが面おも白しろくないのではないかな？」

　その時、篠崎さんがそんなことを呟つぶやくと、涼花はうんうんと頷うなずき、

「そ、その通りです。私は別にお兄ちゃんのことなんて何とも思ってませんけど、そういうおかしなことはいけないと思います！」

「ほう、では水無月さんが妹になってしまうと、衝しよう突とつしてしまうな」

　だが水無月さんは首を振ふって、

「そんなことないですよ！　桜は涼花ちゃんのことも大好きなので、きっと仲良し姉し妹まいになれます！」

「な、何をバカなことを言ってるんですか！」

「え？　涼花ちゃんはもしかして、桜のことが嫌きらいなの……？」

「そ、そういうわけではなくて！」

　……お前だって水無月さんの落ち込んだ様子に怯ひるんでるじゃないか！

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶだね！　桜達はもう仲良し姉妹みたいなものだよ！　ちなみに涼花ちゃんがお姉さんの方が合ってると思うな！」

「で、ですから、どうしてそうなるんですか！」

「……水無月さんは永遠野先生の妹さんと既すでに親しく、将来本当に妹となる可能性もある……と」

　篠崎さんがヒドイことをメモり、水無月さんは涼花とじゃれ合っている。

　……なんだこの構図。

　その後も、水無月さんのインタビューはそんな調子で進んで行き、度々涼花が文句をつけるも、水無月さんの雰ふん囲い気きに取り込まれていくのだった。

　……それにしても、こんな内容の記事を水無月さんのファンに見られたら殺されるんじゃないだろうか……。

　その辺は絶対に載のせないよう、後で釘くぎを刺さしておかないといけないな。

「よし、では最後にいよいよ妹さんのインタビューだ」

「よ、よろしくお願いします」

　そうして、ついに涼花の番が回ってきた。……まあ、涼花なら、他のみんなのように無茶苦茶なことは言わないだろうが。

「妹さんの目から見た先生はどんな兄なのだろうか？」

「四六時中妹のことばかりを考えている、どうしようもないくらい妹好きのお兄ちゃんです！」

「うぐ……っ！」

　だが、初しよっ端ぱなの質問からそんな答えを返していく涼花。

　……た、確かに前もって、この場で永遠野誓の妹好きキャラをアピールすると聞かされてたから、何も言えないんだけどさ……！

　でも、その答えはあまりにもヒドくないですか!?　そのイメージを俺が背負うってことを忘れてるんじゃないだろうな!?

「ほう、妹さんから見てもそのように映るとなると、相当なものだな」

「え、ええ、お兄ちゃんは本当にもう手の施ほどこしようがないくらいの妹好きなんです。わ、私は困っているんですけど！」

「なるほど。ではせっかくだから、先生の妹好きエピソードを具体的にいくつか話していただけないだろうか？」

「もちろん、お話しします」

　……おい待て、そんなエピソードなんてないはずなのに、涼花のやつ平然と答えてるぞ？

　俺は、涼花が何を言うんだろうかと身構える。なんだか嫌いやな予感が……！

「た、たとえば、私がお料理をしていると『エプロン姿が可愛かわいいから』と言って後ろから急に抱だきしめられたり、ソファに座っていると『膝ひざ枕まくらをしてくれ』といきなり寝ね転ころがってきたり、何の脈みやく絡らくもなく『ぷにぷにさせてくれ』と私の頰ほおを弄もてあそんだり……！」

「おおいっ!?」

　そしてものの数秒でその予感は的中した。もちろん、涼花の言ってる内容に心当たりなんてあるわけもない。

「ほほう、普ふ段だんからそんなことを」

「そ、そうです。でもこんなものはまだ軽い方で、この前なんて『妹の香かおりを堪たん能のうしたい』と言って、お風ふ呂ろ上がりの私の身体からだに密着してスンスンとにおいをかいだりなんてことも……！　ほ、本当に困ったお兄ちゃんなんですよ！　えへへ……」

「いやいやいやいやいや!!」

　さすがに俺も割って入る。

　いくら妹好きアピールのためとはいえ、これはちょっとヒドすぎる！　まさに変態鬼き畜ちく兄貴じゃねえか！

「うわ……、あんた普段から涼花さんにそんなことやってんの……？　さすがにヒくわ……」

　ほら見ろ！　あの非常識の塊かたまりみたいな舞にさえドン引きされてるぞ！　マジで死にたくなったわ！

「さ、さすがにそんなことはしてませんからね!?　真に受けないでくださいよ！」

　俺は慌あわてて否定するのだが、

「お、お兄ちゃん、インタビューの邪じや魔まはしないでください」

「そうだぞ。妹モノ作家として素晴らしいエピソードなんだから、照れる必要などないじゃないか」

　ものの見事に一いつ蹴しゆうされた。

　……なんで一応は原作者ってことになってる俺の立場がこんなに弱いんですかね!?

　俺はそれでもなんとか抵てい抗こうを試みるが、なぜか嬉き々きとして話す涼花と、満足げに聞いている篠崎さんはまるで取り合ってくれなかった。

　そうこうしているうちにも涼花は捏ねつ造ぞうエピソードを話し続け、永遠野誓＝変態鬼畜最低兄貴というイメージがどんどん固まっていくわけだが、マジでお前はそれでいいのか！

　あと篠崎さんもちょっとは疑問に思ってくださいよ！　曲がりなりにも人気作家の印象がそんなので大丈夫なのかよ!?

　だが俺の心の叫さけびもむなしく、インタビューはなぜか大いに盛り上がりながら続けられるのだった……。




「ふう……、これできっと素晴らしい記事になりますね！」

「なんでお前はそう『やりきった！』って感じに爽さわやかなんだ……」

　その後、俺にとっては地じ獄ごくのような時間を経へて、涼花のインタビューは無事に終わった。

　……もちろん、あの内容をそのまま記事にしないよう、後で篠崎さんには強くお願いしとくとして、とりあえず今日はもう疲つかれた。帰りたい……。

「し、篠崎さん、これでもうインタビューは十分ですよね？」

「うむ。インタビューは確かに十分なのだが……」

　だが篠崎さんは、タブレットに目を落としたまま、今一つ満足していないような顔をしている。

　……おいおい、まだ何か足りないとか言わないよな？　と俺が戦せん々せん恐きよう々きようとしていた時だった。

「失礼します。篠崎さん、編集長がお呼びです」

　部屋に編集者らしい女性が入って来てそう伝えると、篠崎さんは「すまない、すぐ戻もどる」と言って立ち上がった。

「……おっと」

　けれどその瞬しゆん間かん、篠崎さんがフラついたように少し体勢を崩くずした。

「あ、大丈夫ですか？」

「いやなに、心配はいらない。とにかく、少し待っていてくれ」

　だがそのまま何事もなかったかのように出て行く。

　俺がその様子に首を傾かしげていると、先ほどの女性編集さんがみんなにコーヒーを配りながら、

「篠崎さん、ここ最近先生の特集記事に熱心に取り組んでて、最高の記事を書かないとって意気込んで、毎日遅おそくまで仕事をしているんです。その疲れが出たのかもしれません」

　心配そうに、そう教えてくれた。

　その女性編集者が去った後、その場の話題は自然と篠崎さんのことになった。

「篠崎さんは先生のこととなると仕事熱心デスね。ラノベのイラストの打ち合わせも、毎回すごく綿密デスし」

「私は直接の担当じゃないからよく知らないけど、編集部の中でも祐の作品への傾けい倒とうぶりは有名らしいわよ」

「すごいなぁ。よっぽど先生の作品が好きなんですね！」

　そんな会話が繰くり広げられる中、涼花は俺に小声で、

「……お兄ちゃん、先ほど篠崎さんがまだ不満そうな様子だったことに気がつきましたか？」

「……ああ」

「……それだけ、永遠野誓の特集記事を完かん璧ぺきなものにしたいと思ってくれているのでしょう。なら、私達もさらに協力しないと」

　それは俺も同感だった。

　身体がフラつくくらい疲れてても、まだ記事のクオリティを追求するその姿勢には、素す直なおに感謝しかない。

「……こ、ここはもっと過激なお兄ちゃんのエピソードを……！」

「……捏造に捏造を重ねるな！」

　そういうことじゃなくて！

　これ以上イメージが下がるのは勘かん弁べんだが、その他に俺達にできることがあるなら何でも協力しないといけないという気分に、俺はなっていた。

　……篠崎さんが永遠野誓のためにこういうことをしてくれてるってのは間ま違ちがいないわけだからな。

「すまない。お待たせした」

　そんなことを考えていると、間もなく篠崎さんが戻ってきた。

「えーと、何の話だったか……。そうだ、インタビューに協力していただいて本当に感謝する。おかげでいい記事が書けそう……なのだが」

「まだ何か足りないわけですか？」

「む、その通りだ先生。インタビュー自体は非常によかったのだが、さらにもう一つくらい決定打となるような話題があればと思ってな……」

　やはり、篠崎さんはさらに高みを目指しているようだ。

「お兄ちゃん……」

　涼花に目配せされて、俺はわかってると頷うなずいてから口を開く。

「あの、俺達にできることがあれば、もちろん協力しますから」

「ん？　……ふふ、ありがとう先生。やはり先生は優しいな。さらに今日は妹さんまで協力してもらって、まったくなんとお礼を言えばいいか──」

　とその時、篠崎さんは何かに気がついたようにハッと言葉を切った。

「そうだ！　これがあった！」

「ど、どうしたんです？」

「話に聞いているぞ！　先生は作品を書く時に、妹さんとイチャイチャシーンの『取材』をしているそうじゃないか！　それを記事にすれば大きなインパクトになる！」

「ええ!?」

　篠崎さんは「なぜ気づかなかったんだ！」と盛り上がっているが、こっちは困こん惑わくしかない。……しゅ、取材？

「そこで、どうだろう先生。今から私の目の前で、実際どんな取材をしているか見せてもらえないだろうか！」

　……そ、それってつまり、今ここで涼花とイチャイチャしろってことか？　さ、さすがにそれは……。

「は、はい、わかりました」

「涼花!?」

　だが涼花が即そく座ざに了りよう承しようしてしまう。

「……お、お兄ちゃん、さっき篠崎さんに協力しようという話になったじゃないですか」

「……そ、それはそうだけど、でも取材まで記事にするとか、お前はいいのかよ……」

「……か、かまいません。それにいい機会です……！　これでさらにアピールが……！　と、とにかく、これも篠崎さんのため、ひいては私達自身のためです……！」

　……う、涼花がそう言っている以上は従うしかない……。

　篠崎さんに協力するって決めたのは俺も同じだし……。とはいえ、

「あ、あの、でも唐とう突とつに取材をしろって言われても何をすればいいか……」

「ん？　普段通りやってみせてくれればいいぞ。だが……、そうだな、確か書こうとしているシーンを再現するのだったな？　なら次の巻に出てくる予定の『妹をくすぐってから顎あごクイするシーン』を頼たのむ」

「なんでそんなシーンが!?」

「きみが書いたんだろう？　さあ」

　いや、書いたのは俺じゃなくて涼花なんですが……！

「お、おおおお兄ちゃん、ど、どどどどどうぞ……！」

　って、マジでそんなシーンがあるのか!?　どういうシチュだよ……。

　だが、もはや後には引けない状じよう況きようになっていた。

　涼花は真っ赤になって直立不動で待っているし、篠崎さんはもちろん、舞達まで完全に傍ぼう観かん者モードで見物しているし、……くそっ！

　俺は覚かく悟ごを決めて──というか半ばヤケクソになって涼花に手を伸のばす。

「ひゃうっ!?」

　た、確かくすぐってって言ってたよな？　こんな感じでいいのか？

　俺が恐おそる恐る涼花の脇わきや首筋をなぞると、涼花は「……んんっ」とか「ひゃぁんっ！」と声を上げる。

　涼花の息いき遣づかいがだんだん荒あらくなり、全身真っ赤で涙なみだ目めにまでなってきて、なんだかものすごく危ないことをしている気がしてくる。

「おお、これは素晴らしい！」

「む、むむむ……、祐のやつ……！」

「おおエロくていいデスね！」

「いいなぁ涼花ちゃん……」

　見物人は好き勝手なこと言ってるし、くそっ……！

　だがここでやめるわけにもいかず、俺はいい頃ころ合あいで涼花の顎をクイッと持ち上げる。

「お、お兄ちゃん……」

　すっかり上気し、どこか放心したような涼花が、俺を見上げながら熱っぽい視線を向けてくる。

　そしてそのまま目をつぶり──
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「おお、そのままいけ先生！」

「いくわけないでしょ!?　ってか涼花もしっかりしてくれ！」

　思わずドキッとしちまったじゃねえか！　ああもう……！

「なんだ、そこまでなのか。だが実に素晴らしかったぞ！　これが先生の取材というものなのだな！」

「え、ええ……、これで篠崎さんも満足して、記事も完璧に──」

「では、次のシーンも頼む！」

「え、えええ!?　次!?」

「ああ、こんな素晴らしい取材をしていたなんて知らなかった！　もっと見てみたい！　そうすれば、先生の特集記事も最高のものになる！」

「い、いや、次って言われても……」

「では『妹を抱だきしめてクンクンするシーン』を見せてくれ！　これも次の巻にあるシーンだ！」

「だから、なんでそんなシーンが!?」

「だから、きみが書いたんだろう？」

　うぐぐ……！

「お、お兄ちゃん、早くクンクンしてくらしゃい……」

　涼花はさっきの取材でバグってしまったようで、トロンとした目でフラフラしている。

　……ああもう、こうなったらどうとでもなれ！　元はお前の蒔まいた種なんだから、我が慢まんしろよ涼花！

「あ、お兄ちゃん……！」

　俺はもう考えることをやめ、涼花をガバッと抱きしめて、においをかぎ始める。

　字じ面づらも絵面も完全に変態だったが、もう知らん！

「お、お兄ちゃん、息がくすぐったいです……。えへへ……」

　涼花はバグってるし、俺は自分が何をやってるかわからなくなってくるし、なんか甘い香かおりがするし、後ろではみんながギャーギャー言ってるし！

「なんという臨場感だ。これが永遠野作品のクオリティの秘密だったのか！　その調子で次も頼む！」

「ああもう好きにしやがれ！」

　そうして、

　俺は篠崎さんが満足いくまで、そんな『取材』を続けることになったのだったチクショウ！







「妹さん、一つ質問してもかまわないだろうか？」

　あの後、篠崎さんはこれでいい記事が書けると満足して、今日の集まりは解散となりました。

　皆みなさんは帰っていき、お兄ちゃんが「顔を洗ってくる……」とお手洗いに行っている間、一人残った私は篠崎さんからそう訊たずねられていました。

「今日のインタビューや取材を見せてもらったおかげで、改めて先生の妹に対する愛と、妹さんの兄への献けん身しんを知ることができた。ありがとう」

「い、いえいえ、それほどでも！　私はあくまでも妹の義務として、不本意ながらお兄ちゃんに付き合っているだけですから！」

　ふふふ、作戦成功ですね！

　お兄ちゃんがいかに妹好きであるかアピールできましたし、私と仲良しであることも十分伝わったようです！

　私がそんな風に内心上じよう機き嫌げんでいると、篠崎さんは「そこで質問なのだが」と続けます。

「私は先生と妹さんの関係を素す晴ばらしいと思う。けれど、一いつ般ぱん的に考えると先生のあの妹好きはあまり愉ゆ快かいなことではないのではないか？　妹さんは義務だとおっしゃるが」

　眼光鋭するどく、真ま面じ目めな様子でそう訊ねてくる篠崎さん。

　……なるほど、篠崎さんの言いたいことはわかりました。

　確かに、あんなお兄ちゃんが実際にいたら妹は大変かもしれません。

　ですが、私にとってはなんの問題もないんです。だって、私はお兄ちゃんのことが大好きですから。

　あの妹好きな姿だって、私の願望なんですから、不愉快なことなど何もありません。

　むしろ、現実のお兄ちゃんも、少しでいいからあんな風にイチャイチャしてくれたら……、えへへ……。

　こ、こほん。とにかくそういうわけなので、篠崎さんの懸け念ねんは払ふつ拭しよくしておかないといけませんね。

　もちろん、正直に「私はお兄ちゃんのことが大好きですから」なんてことは、恥はずかしくて言えませんが……。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。確かにお兄ちゃんには困ったところがありますけど、本当に嫌いやだと思ったことはありません」

「ほう、それはなぜ？」

「妹の義務、だけではありません。私はお兄ちゃんのことが──……その、嫌きらいじゃありませんから」

　私がそう言うと、篠崎さんは一いつ瞬しゆんキョトンとした後、微笑ほほえみました。

「ふふ、なるほどそうか。嫌いではない、か……。いい答えだ。先生のあの姿勢はラノベ作家としては素晴らしいと思うが、もし妹さんが本気で嫌がっているようなら私も考えないといけないと思っていたのだ」

　けれど、その心配は無用だったようだな、と篠崎さんは再度笑いました。

「妹さん、これからも先生のことをよろしくお願いしたい」

「は、はい。言われるまでもなく、私はお兄ちゃんの妹ですから」

「……改めて、あなたは妹の鑑かがみだな。ますます君達兄妹きようだいが好きになったよ」

　篠崎さんにそう言われて、私はうれしくなりました。私の方もまた、篠崎さんのことを見直していたのです。

　この人は作品のことだけではなく、その作者や家族である私にまで気を配ってくれている。

　本当にいい編集者なんですね……。

「お待たせ……、じゃあ帰るか。って篠崎さん、何度も言いますけど、変な記事にしないでくださいよ！」

　とその時、お兄ちゃんがお手洗いから戻もどってきました。

　お兄ちゃんは篠崎さんに何度目かの釘くぎを刺さしていましたが、篠崎さんは、

「わかっているさ。先生のイメージを落とすようなことなど私がするわけもないだろう」

　と笑っていました。

　家いえ路じにつく間もお兄ちゃんは心配そうにしていましたが、私は大丈夫ですよと言って、こう続けました。

「篠崎さんは永遠野誓のことを、心から愛してくれていますから」




　……そして後日。

「なんだこの記事!?　篠崎さんフィルターが入って、余計酷ひどくなってる！　これじゃあ変態鬼き畜ちく最低ブラコン畜ちく生しよう兄貴じゃねえか！」

　完成した特集記事に目を通して、すぐさま篠崎さんに抗こう議ぎの電話をかけるお兄ちゃん。

　ですが一方で、私はその記事を読んで満足し、ひそかにえへえへと笑みを漏もらします。

　そこには、妹が大好きで大好きでたまらないお兄ちゃんの情報が盛りだくさんで、これは永久保存版です！

　私はお兄ちゃんがスマホに向かって声を荒げる中、改めてこう考えるのでした。

　やっぱり篠崎さんはとっても素晴らしい人ですね！

















永と遠わ野の誓ちかいの葛かつ藤とうホワイトデー









「あと少し、あと少しです……！」

　私はカレンダーを前に、落ち着きなくそう呟つぶやきます。

　三月十四日のところには、自分で書き込んだ何重もの赤丸が見えます。

「もうすぐホワイトデーです……！　お兄ちゃんからのバレンタインのお返しが……！　えへへ……！」

　そう、もうすぐホワイトデーがやってくるのです！　私がこの日をどれだけ待ち望んだことか！

　バレンタインデーでは、私はお兄ちゃんに想おもいのたっぷり詰つまったチョコを──……ま、まあいろいろありましたけど、なんとか無事に渡わたすことができました。

　その時に取材だからという名目で、一応お兄ちゃんからのお返しはもらったのですが、やっぱり本格的なものはホワイトデーにということで期待していたんです。

　……わ、私のお兄ちゃんに対する想いへのお返しですからね……！

　も、もちろん私がお兄ちゃんのことを大大大好きだなんてことは恥はずかしくて明かしてはいませんが、きっと少しは気持ちが伝わっているはずです！　ですから、お兄ちゃんからのお返しもきっと私への想いのこもった何かになるはずで、も、ももももしかしたらいきなり告白とかされたり!?

「愛してるよ涼すず花か……、なんて急にお兄ちゃんから言われたら、私はどうなってしまうんですかあああぁ!?」

　突とつ発ぱつ的にそんな情景が頭に浮うかんできて、私は思いっきりベッドに飛び込むと、枕まくらをポフポフと叩たたきながらゴロゴロ転がり始めます。

　ポフポフゴロゴロ。

「そ、そんなことになったら、もうすぐにでも結けつ婚こんしてしまうじゃないですか……！　えへへ、まだ早いですよそんな！　でも、お、お兄ちゃんがそこまで私を愛してるのなら！」

　ポフポフゴロゴロ。

　そうやって、私はしばらく幸せな妄もう想そうに浸ひたっていたのですが、

「…………はぁはぁ」

　ようやく体力が切れて少しだけ冷静さが戻もどってくると、ふと不安な気持ちが浮かび上がってきます。

「……お兄ちゃんは、本当にホワイトデーのお返しをくれるんですよね？」

　……。

　…………むむむ。

　……い、いえ、さすがにお兄ちゃんでも、そこを忘れはしないでしょう。

　現にここ数日、私の方でもお兄ちゃんとの会話でそれとなくホワイトデーのことを話題に出してますからね。

　ただ……、

「その時のお兄ちゃんの反応があんまり芳かんばしくなかったんですよね……」

　そう、どことなく乗り気じゃないような感じで、話題を振ふっても「あ、ああ」とか「そうだな……」みたいな生返事でしたし……。

「ま、まさか、ホワイトデーをあまり重視していなかったり……？　お返しをするにしても何か適当なものでいいとか考えてないでしょうね……!?」

　いえ、別に私は高価なものなどが欲しいわけではありませんよ？

　お兄ちゃんからのお返しなら、たとえシャープペンシルの芯しんでも、私にとっては宝物ですからね！

　ですが、それはあくまでもバレンタインチョコに対する『特別なお返し』という感じであってほしいんです。

　お兄ちゃんがそのつもりでいてくれるのなら、私はどんなお返しだって最高に幸せになれる自信があります！

「……ですが、単なる義務感からのお返しなら──そ、それはダメです！」

　ホワイトデーでは、お兄ちゃんからのアプローチで私をきゅんきゅんさせてほしいんですから！

「……とはいえお兄ちゃんの反応を見る限り、このままではどうなるか怪あやしいですね……」

　最高のホワイトデーを迎むかえるためには、このまま手をこまねいて待っているだけではダメなのでは？

　私はそう考えて、ではどうすればいいのかと真しん剣けんに検討し始めます。

　そして間もなくいいアイデアが閃ひらめいた私は、早さつ速そく詳しよう細さいを詰めていきます。

「……待っててくださいね。お兄ちゃんには絶対に、ホワイトデーを意識してもらうんですから！」




　　　　▼




「え？　ホワイトデーの、取材？」

　ある日の夕食の席でのこと。

　涼花が「ちょっとお願いがあるのですが」と前置きをしたうえでそんなことを言ってきた。

「つ、次の巻でホワイトデーに関することを書こうと思っていまして、そのための取材がしたいな、と。……べ、別にそれ以外の意図はありませんが」

　……なるほど。なんでちょっと不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向いているのかは謎なぞなんだが、要するにいつも通りの理由で取材に付き合ってほしいと。

　まあ、代理人の俺は真の作者である涼花に協力するのが当然だから、もちろんかまわないんだけど──

　……にしても、よりにもよってホワイトデーの取材か……。

「……もしかして嫌いやなんですか？」

「へ？　な、なんだ急に？」

「だって、なんだかいかにも気乗りがしないといった感じじゃないですか。眉み間けんにシワが寄ってるし……」

　……げ、ま、マジか！

　俺は慌あわてて「そ、そんなことはないぞ!?」と取り繕つくろうが、涼花は納得いってない様子で「む～……」と唇くちびるを尖とがらせる。

　……くそ、マズったな。ホワイトデーって聞いて、思わず……。

「しゅ、取材なんだから、もちろん全面的に協力するつもりだって」

　その言葉にウソはない。

　確かに今まで泣きたくなるような取材も数多くあったけど、それでも涼花の取材そのものが嫌で断ったことなんて一度もないからな。

　……だが、鋭するどい涼花の指し摘てきの通り、少々気が沈しずんでいたってのは事実だ。

　そしてその原因は取材にではなく、ホワイトデーの方にあった。

　ぶっちゃけて言うと、俺は間もなくやってくるホワイトデーのことで、ここ数日ずっと悩なやんでいたのである。

　先月、俺は涼花からバレンタインチョコをもらった。

　といってもあくまで取材の一いつ環かんだったわけだが、それでももらったことには変わりないわけで。

　一応その場で俺もプレゼントを渡したけれど、やっぱりホワイトデーにもう一度ちゃんとお返しをしないといけないと思い、何がいいかと考えていたわけだが、なかなかいいアイデアが浮かんでこないのだ。

　……なにせ、妹にバレンタインのお返しをするなんて数年ぶりのことだからな。

　一応とはいえ仲直りができてから迎える初めてのホワイトデー……。

　お返しをする以上、やっぱり涼花には喜んでもらいたい。

　けど、どんなものをお返しすれば喜んでもらえるのかさっぱりわからず、最近はそのことばかりを考えていたので、涼花から急にホワイトデーの取材と言われて動どう揺ようしてしまったわけだ。

「そ、それで、ホワイトデーの取材ってどういうことをするんだ？」

　とはいえ、そんなことを他でもない悩みの対象である涼花に言えるわけもなく、俺は急いで話題を逸そらす。

　涼花は不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらんでいたが、なぜか頰ほおを染めて、

「え？　そ、それはですね……！　実は今回はいつもとちょっと違ちがった取材を考えていて、お兄ちゃんの協力がいつも以上に不可欠でして……！」

「え、俺の協力って」

「ほ、ほら、ホワイトデーの取材ですから、やっぱり男の人が主体でないといけませんからね!?　な、なのでこの取材では、兄が妹とホワイトデーのお返しデートをするというもので、その具体的な内容はお兄ちゃんに考えてほしいんですが！」

「で、デート!?　しかも俺が、ホワイトデーのお返しの内容を……!?」

「そ、そうです。取材の成否はお兄ちゃんにかかっているので、よろしくお願いします！」

　そう言って、ニッコリと笑う涼花。

　……い、いやいや！　そんな、リアルで同じことで悩んでるのに、取材だからってできるわけが……！

「えへへ、これでホワイトデーを意識して──じゃなくて！　こ、これもいいラノベを書くためですし、こんなことをお願いできるのはお兄ちゃんだけですから」

　……うぐっ、だけどあの涼花がここまで俺を全面的に頼たよるなんて滅めつ多たにないことだ。とてもじゃないけど、その期待を裏切るなんてできない……！

　どのみち、それが取材である以上は俺に断るなんて選せん択たく肢しはないわけなんだが、ううう……！




「はぁ……」

　夕食を終え、部屋に戻った俺は、ため息を吐つきながらベッドに座り込む。

　結局取材は涼花の言う通りの段取りでやることになっちまったが、リアルのお返しも思いつかないのに取材でのお返しなんてどうすりゃいいんだ？

「……いや、待てよ？　考えてみればこれはチャンスなのでは？」

　だが、俺はしばらくして、ふとそんな考えに至った。

　お返しとはいえ、あくまでも取材なわけで、万が一失敗したところでやり直しはきくんだ。

　……だったら、俺は取材に便乗するような形で、涼花が喜ぶようなお返しを探ることができるんじゃないか？

「そ、そうだ！　その手がある！」

　我ながら名案を思い付き、一気にテンションが上がる俺。

　だが間もなく冷静になると、探るにしてもどんなお返しをするべきかそもそも見当がつかないということをすぐに思い出して、再び頭を抱かかえる。

　やっぱオーソドックスにお菓か子しとかでいいのか？　いやでも、それで本当に涼花に喜んでもらえるか？

「……うーん、どうしよう？　俺がもらったらうれしいものとかで考えてみるか……？　だとしたら、ラノベの新刊詰つめ合わせなんだけど……」

　……うん、まあそれはダメだな。

　さすがに俺でもわかる。そんなもん涼花に渡わたそうものなら、

「ホワイトデーにラノベ……？　お兄ちゃんはどこまで空気が読めてないんですか……？」

　と、間違いなく白い目で見られることだろう。

　……となると、やっぱここはネットとかで情報を集めるしか──

「うわっ!?」

　と、そんなことを考えていると、急にスマホが鳴りだしてビビった。

　見ると舞まいからの着信で、思わず電話に出てしまったが、その途と端たん、

『も、もしもし祐ゆう？　特に用事はないけど、そういえばもうすぐホワイトデーだったわよね!?』

　と、勢いよくまくし立てられ、俺は閉口する。……なんつーあからさまな切り出し方だよ……。

　けど、確かに舞からもバレンタインチョコをもらったので、そのお返しをしないといけない。

　……いや、舞だけじゃなくＷピース先生や水み無な月づきさん、神かん坂ざか姉し妹まいにもだ。

　ああもう、さらに悩みが増えちまったじゃねえかよ……！

『べ、別に深い意味はないけど、こういうお返しだったら女の子が喜ぶんじゃないかなーっていう情報を教えてあげてもいいわよ!?』

「思いっきり自分に正直に生きてて羨うらやましいなお前は!?」

　こんなストレートな要求をしてくるやつとか、逆に尊敬するわ！

　……ったく、相変わらず舞のやつはこれだから困る。まあ、どんなお返しがいいかをそっちから言ってくれるんなら悩まなくてもいいけど──

「……あ」

　とその時、脳のう裏りにある考えが閃く。

　……女の子が喜ぶお返しの情報？

　……それって、もしかして涼花にも有効なのでは？

「そ、それ、是ぜ非ひ教えてくれ！」

『な、なに？　急にどうしたの!?』

　突とつ然ぜんの俺の反応に、驚おどろく舞。

　しかし俺はかまわずに、さらに前のめりになって質問をするのだった。

　その情報を基もとに取材をしていけば、涼花に本当に喜んでもらえるお返しがわかるかもしれない──

　そんな淡あわい期待を抱いだきながら……。




　　　　▼




「で、では早さつ速そく取材を始めましょう」

　そして数日後、俺達は取材のためにショッピングモールへと来ていた。

　ホワイトデーを明日に控ひかえ、それに関する広告が多く見られる中、涼花がどこかワクワクした感じで周囲を見回している。

「この前も言いましたが、今回の取材はお兄ちゃんが主導する形なので、よろしくお願いします！」

　やがて目をキラキラと輝かがやかせながら俺の方に向き直る涼花。

「お、おう、わかってるよ」

　一方で俺は、そんな涼花とは裏腹に緊きん張ちようしかなかった。

　なにせ今までとは違って、取材の内容を俺の方が考えないといけないんだから無理もない。

　……一応、いろいろとアイデアは練ってきた──もとい、仕入れてはきたから、完全に無策ってわけじゃない。

　けど、それが取材にどれだけ役立つかわからないし、涼花が喜ぶようなお返しにつながるかどうかも不明だ。

「えへへ……、これでホワイトデーのお返しも──い、いえ次の巻の執しつ筆ぴつもバッチリですね……！」

　だが、こうなった以上はとにかくやってみるしかないな……！

「えーと、もう一度確認だけど、今回の取材のシチュエーションは、ホワイトデーにデートしながら、兄が妹にお返しを買う──でいいんだよな？」

「そ、その通りです。なのでお兄ちゃんは最愛の妹が喜ぶようなお返しを探す兄になりきってください。わ、私も兄からどんなお返しがもらえるのか楽しみで楽しみできゅんきゅんしすぎて夜も眠ねむれない妹を演じますので！」

「……えらく設定が具体的だな」

「そ、そのレベルでなりきらないといけないということです！　と、とにかくそういう心構えでお願いします！」

　そう言いながら、涼花は真っ赤になって俺の腕うでに抱きついてきた。

　突然のことで、その柔やわらかい感かん触しよくとふわりと漂ただよってくるいい匂においに、俺は思いっきりドギマギする。

　……って落ち着け俺！　もう取材が始まってるってことだ！　デートの取材なんだからこういうのは当たり前！

　ってか、今までも何度か同じ体勢になったことがあるんだから、今いま更さら、しかも妹相手にドキドキしてんじゃねえよマジで！

「えへ、えへへ……。そ、それでお兄ちゃんはどんなお返しを考えてくれているんですか？」

「あ、ああ、そうだな……」

　これは取材だ……！　と内心で繰くり返しながら、俺は頭を切り替かえる。

　ここで取材を成功させることが、涼花に喜んでもらえるお返しを知ることにもつながるんだからな。

　俺は頭の中でここ数日の間に仕入れた考えを展開させる。まずは……、

「えーと……、あ、あそこがいいな」

　辺りを眺ながめていると、ちょうどアイデアにぴったりの店が見つかった。

　二人で近づいて行くと、涼花がその店先を眺めて呟つぶやく。

「アクセサリー屋さん、ですか？」

「あ、ああ、とりあえずここを見ていこうと思うんだけど」

　俺はそう言いながら、涼花の横顔をひそかに観察する。

　……取材としても、お返し選びの点からしても、全すべては涼花の反応にかかってるわけだからな……。

　ここで芳かんばしくない反応が返ってきたら、その時点でもうこのアイデアはダメということになるが──

「あ、アクセサリー……！　いいじゃないですか！」

　俺の懸け念ねんをよそに、パッと表情を輝かせる涼花。……おお、これはまさか初しよっ端ぱなから大正解か!?

「つ、つまり、お兄ちゃんはアクセサリーをホワイトデーのお返しに!?」

「あ、ああ、ダメだったか？」

「そ、そんなことはありません！　お兄ちゃんにしては、素す晴ばらしいアイデアかと思います！　……お兄ちゃんのことですから、もしかしてラノベの新刊詰め合わせなんかを選んだりしないかと心配してたんですが」

「えっ!?　…………ち、ちなみに、もしそれを選んでたら？」

「怒おこってました。ものすごく」

　ニコッと笑顔で即そく答とうする涼花に、俺は背筋が寒くなった。

　……あ、危なかった……！

　ってか涼花のやつ、俺の行動パターンを把は握あくしすぎだろ！

「さあ、早く中に入りましょう」

　俺が冷ひや汗あせを垂らしていると、涼花は待ちきれないといった様子で俺の腕を引っ張る。

　……と、とにかく、このチョイスは当たりっぽいから冷静にいこう。

「わぁ……、いろいろなアクセサリーがありますね。そ、それでお兄ちゃんはどれをホワイトデーのお返しにと考えているんですか？」

「そうだな……、こういうのとかがいいんじゃないか？」

　俺は、すぐ傍そばの棚たなに飾かざってあったペンダントを指さす。

「な、なるほど、ペンダントですか！　これならどんな服装にも合いますからね！　ペンダントを通じて、いつでもお前と一いつ緒しよにいたいという気持ちを表現しているわけですね!?」

「ええ!?　い、いや、そんな発想は全然なかったんだけど!?」

　適当に、これなんか涼花に似合うんじゃないかなーと思って選んだだけなんだが……。

「えへへ……、お兄ちゃんも自然とキャラになりきれるようになってきましたね！」

　……なんか勝手に感心されてる。

「そ、それで、他のお返し候補はありますか？」

「え、えーとそうだな……。あのネックレスなんかも綺き麗れいだよな。値段も手ごろだし」

「ね、ネックレス！　それも素晴らしいですね！　ペンダントよりも目立つぶん、妹は自分のものだということを周囲にアピールしたいという兄の想おもいが込められているわけですね!?」

「そんなこと思いもつかなかったんですけど!?」

　これまた目についたのを適当に選んだだけなのに、思いっきり飛ひ躍やくした感じで受け取られたんだが!?

　……まあ今はラノベの中の妹になりきってるから、そういうトンデモな反応なのかもしれないが……。

　なにはともあれ、喜んでもらえていることには間違いないようだ。

　あくまでも作中の妹キャラとしてではあるけど、この反応を見る限りではリアルでの涼花へのお返しとしてチョイスしても問題はなさそうだった。

　これは早速取材成功かもしれないなと、俺は安あん堵どの息を漏もらす。

　とその時、アクセサリー屋に入ったメインの目的を見つけて、俺はそっちの棚へと近づいていく。

「ペンダントやネックレスもいいけどさ、こういうリングはどうだ？」

「り、リング!?」

　指さしながらそう言うと、涼花はなぜか目を見開いた。

「実は最初からリングをお返しにしようかって考えてたんだけど──」

「ええ!?　そ、それってつまり、ホワイトデーのお返しに、こ、ここここ婚こん約やく指輪を!?」

「えええ!?　い、いや、そういうつもりじゃなくて！」

「い、妹の想いのこもったチョコのお返しに、兄は婚約指輪を渡わたす……！　『お前のことをずっと愛してた』『お兄ちゃん……』と見つめ合いながら、妹の薬指にリングをはめる兄……！　そして二人はめでたく結ばれて──物語は大団円で終しゆう了りようですね!?」

「いやいやいや、シリーズが終わったらマズイだろ!?」

「何も問題ないと思いますが!?」

　瞳ひとみをキラキラと──……いや、ギラギラ輝かせながら前のめりで即答する涼花。……目がマジだ。

「ああ、まさかお兄ちゃんがこんな最高のお返しを用意してくれるなんて思いませんでした……！」

「よ、喜んでもらえてるみたいで、それはそれでいいんだけど、婚約とかそういう意味はなくて単なるお返しだから、アクロバティックな展開にはしないでいただきたいんですが……」

「そ、それはわかってますけど、でもお兄ちゃんがこんな……！　えへ、えへへへへ……！」

　自分で自分の身体からだを抱だきしめながら緩ゆるんだ顔でクネクネする涼花。

　キャラになりきってるんだろうが、相変わらず演技が上手うますぎる……。

「え、えーと、じゃあとりあえずリングのお返しってのはいいアイデアだってことか？」

「それはもう！　こんなのお返しされて嫌いやな女の子なんていません！」

　涼花にそう返されて、俺はひそかに拳こぶしをグッと握にぎりしめる。

　……よし、これで取材は早くも成功で終了だ。そして涼花へのお返しも決まったぞ！

　珍めずらしくスムーズに事が運び、俺は肩かたの力を抜ぬいた。そして思わず、

「ふう、よかった……。これも舞のおかげだな……」

　と呟いてしまったのだ。

　……別に、それが問題発言だったとは思っちゃいない。

　実際、お返しにアクセサリーなんかいいんじゃないかってのは舞の意見であり、俺はそう教えてもらったわけなのだから。

　だが──

「…………え？」

　次の瞬しゆん間かん涼花の表情が固まり、さっきまでのほわほわした雰ふん囲い気きが一変、急に周囲の温度が下がったような気がした。……な、なんだ？

「……い、今、氷ひ室むろさんのおかげとか聞こえた気がしましたけど？」

「そ、そう言ったけど……？」

「ど、どういうことですか？　……まさか、アクセサリー屋さんとか、リングのお返しとかの考えは──」

「あ、ああ、実は舞のアイデアで」

　俺が恐おそる恐るそう返すと、涼花は俯うつむいてぷるぷると震ふるえていたが、

「……く」

「く？」

「詳くわしく説明してください!!」

　と猛もう然ぜんと食って掛かかってきたため、俺は先日の舞とのやり取りを思い出しながら、慌あわてて説明するのだった。




『女の子が喜ぶホワイトデーのお返しが知りたい？　そ、そそそそれって私のため!?』

「い、いや、それもないことはないけど、次の巻でホワイトデーのことを書こうと思ってるから参考までに聞きたいと思って──」

『あんたを二十四時間ずっと観察できる権利が欲しいんだけど!?　もちろんつきっきりだから、当然あんたの家にお泊とまりも──』

「それで喜ぶのはストーカーのお前だけだろ!?　そうじゃなくて、一いつ般ぱん的に女子に喜ばれるお返しだよ！　お前がさっき言ってただろ!?」

『な、なんだ。興奮して先走っちゃったじゃないのよ……。まあいいわ、私の希望通りのお返しがもらえるチャンスでもあるし……』

「本来心の中にとどめておくべき声がダダ漏れなんだが……。でもまあいいよ。教えてくれるのか？」

『……そうね、やっぱりアクセサリーなんかは普ふ通つうに喜ばれると思うわ』

「なるほど、アクセサリーか……。でもあんまり高いのは……」

『値段なんかどうでもいいのよ。安物だろうと、あんたからのお返しって部分が重要なんだから。……あ、もちろん永遠野誓だからって意味よ!?』

「わかってるよ。……でもアクセサリーか。ありがとう、試してみるよ」

『しゅ、取材に成功したら、私にもお礼を兼かねてお返ししなさいよね。それと、別に深い意味はないけど、私はリングがいいかなって……』

「安物でもいいならかまわないけど、どうしてリングなんだ？」

『だ、だから深い意味はないわ！　どうせもらうならそれがいいかなーって思っただけなんだからね！』




　……とまあ、

「こんな感じでアドバイスをもらったんだけど……」

　俺が説明し終えると、黙だまって聞いていた涼花はワナワナと震えながら、

「ひ、氷室さんのアドバイスだったなんて……！」

　と、なぜか悔くやしそうに呟つぶやいた。

「あ、あのー……、何か問題が？」

「い、いえ、アイデア自体はいいと思いますけど、今の話を聞いていると、お兄ちゃんは氷室さんにもお返しにリングを贈おくるつもりですか……？」

「あ、ああ、取材が成功したらそうするって約束してたし」

　そして実際に取材は成功した。だったら約束通りにするべきなのだが、

「そ、それだけはダメです！」

　なぜか涼花がものすごい勢いで反対してきた。

「いやでも、約束は約束だし……」

「取材が成功したらということでしょう!?　ざ、残念ですが成功はしていません！　アクセサリーの、特にリングのお返しはダメです！」

「ええ!?　で、でもお前、さっきまであんなに絶賛してたじゃないか！」

「そ、それは、まさか氷室さんとそんな約束をしてたなんて知らなかったから……！　と、とにかく、考えが変わったんです！　リングのお返しはダメです！　そ、その、シリーズが終わってしまう危険性があるので！」

　そ、そんな……!?

　涼花にそう返されて、一いつ旦たん成功したと思っていた俺は愕がく然ぜんとする。

「うう、なんてもったいない……」

　そして、なぜか俺と同じように肩を落としている涼花。

　……なんでお前までそんなことになってるんだよ……。

　とはいえ、作者である涼花がダメだと言ったらダメなので、結局アクセサリー案は没になったのだった。

「……く、残念ですが、なんとか危機的状じよう況きようは回かい避ひできました。とにかく取材を続けましょうお兄ちゃん。次のお返し候補はなんですか！」

　店を出ると、涼花が再び俺の腕うでに抱だきついてそんなことを言う。

　……くそ、珍しくスムーズにいったと思ったのに……！

　だが腐くさっていても仕方がない。幸い他の案も用意してあるから、今度はそっちを試そう。

「えーと、じゃあ次は……」

　俺はモールを歩きながら周囲を物色する。そして間もなく、

「よし、あそこにしよう」

「あそこは……、えっと、ファンシーショップ、ですか？」

　女性向けの雑貨屋を発見した。

　店内は可愛かわいらしい小物で溢あふれ、女性客が楽しそうに商品を眺ながめている。

「こういう店なら、お返しになりそうな品もいろいろ見つかるんじゃないかって思うし、商品を見ながら一いつ緒しよに選ぶってのもいいんじゃないか？」

「な、なるほど、それはなかなかいい考えですね。デートという感じも出ますし。えへへ……」

　そう言いながら、ギュッと腕に抱きつく力を強める涼花。

　……ほ、とりあえず第一印象は悪くないみたいだ。

「で、でも一緒に選ぶのもいいですけど、やっぱりお兄ちゃんに主導してほしいです。その方がエスコートされてる感じが出ますし」

「お、おう、任せろ。ちゃんと考えてきてるから。……えっと、こういうぬいぐるみなんかどうだ？」

　俺は棚たなの上に置いてあったウサギのぬいぐるみを指さす。

「は、はい！　すごく可愛いです！　私がウサギが好きだって、ちゃんと覚えててくれたんですね……！」

「ああ、他には……、あっちにある陶とう器きでできたウサギの置物なんかもいい感じだと思う」

「ええ、あれも可愛いです！　私の部屋の雰囲気にもピッタリです！」

「こういうマグカップもいいよな」

「いいですね！　しかも二つ一組ということは、お、お兄ちゃんとのペアということですね!?」

　キャラになりきってるからか、平然と恥はずかしいことを言う涼花。

「どうしたんですかお兄ちゃん！　今日は別人かと思えるくらいセンスがいいじゃないですか！」

　……ぐ、つまりそれは、普ふ段だんの俺のセンスが悪いと思ってるってわけか。

　いろいろ言いたいことはあるけど、とりあえず涼花が上じよう機き嫌げんなのでやめておこう。取材優先だ。

「え、えーと……、それでお返し候補としてはどうだ？　取材は成功か？」

「は、はい！　ちゃんと妹の好みを把は握あくした上でのチョイスは素す晴ばらしいです！　どれがいいか悩なやむのも楽しいですしね！」

　涼花にそう言われて、俺はホッと胸をなで下ろす。

　なぜか一回目は謎なぞの失敗に終わったが、二回目で成功したようだ。

「ふう、よかった……。それで、どれがいいかは決まったのか？」

「い、いえ、もうちょっと悩ませてください」

「ああ、いいぞ。じゃあ俺はその間にこのぬいぐるみを買ってくる」

「はい！　…………え？」

　その時、俺が目をつけていた犬のぬいぐるみを手に取ると、不意に涼花が真顔になって俺の方に向き直った。

　……あ、あれ？　なんかこの気配はさっきも……。

「ど、どうした涼花？」

「……そ、それはこっちの台詞せりふなんですが。その犬のぬいぐるみは一体？」

「い、いやこれは水無月さんへのお返し用にだな……」

　俺がそう口にした瞬しゆん間かん、場の温度が数度下がったような気がした。

　……な、なんでまた!?

「み、水無月さんへの、お返し……？　も、もしかして……！」

「あの、涼花さん……？」

「詳しく説明してください!!」

　って、またですか!?

　俺は再び同じような展開になっていることに戸と惑まどいつつも、涼花の剣けん幕まくに圧おされて事情を説明する。




『先生からのホワイトデーのお返し!?　桜さくらを妹にしてください！』

「そういうのじゃなくて、もうちょっと一般的なアイデアをいただけると助かるんですが!?」

『あ、そっか、取材のアイデアでしたね！　うーん、桜はやっぱり可愛いものがいいかなぁ？　小物とかぬいぐるみとか、桜は大好きですよ！』

「なるほど、小物とかぬいぐるみですか……。確かに女の子には喜ばれそうですね……」

『はい、ですから桜もお返しにはそういうのが欲しいです！　取材にバッチリ成功したら、お礼に桜にもぬいぐるみをください！　犬がいいです！』

「わかりました。成功したら必ず」

『やったぁ！　ぬいぐるみをもらったら先生の名前を付けますね！』

「それは遠えん慮りよしてください！」




　……とまあ、

「こんな感じで……」

「さ、桜さんからもアドバイスをもらっていたんですか!?」

　そりゃアイデアは多いほどいいと思ったから、相談できる相手には全員相談してみたんだよ。

「では、このお返しも……！」

「ああ、水無月さんのアドバイスだ。それで取材も成功したから、約束通りお礼に犬のぬいぐるみを……」

　……って、また涼花がぷるぷる震ふるえながら俺を睨にらんでるんですが!?

「な、何を考えてるんですかお兄ちゃんは！　ぬ、ぬいぐるみなんか贈ったら、それをお兄ちゃんと見なしてスリスリしたりハグハグしたりされるじゃないですか!!」

「ええ!?　そ、そうなの!?」

「常識です！　みんなぬいぐるみ相手にそうやっているんですから！」

　いや、そんな常識はないと思うんですけど……。

「も、もちろん私はそんなことは微み塵じんも考えていませんでしたけど、桜さんならきっとやります！　私にはわかります！」

「なにその確信!?　……い、いや、だとしても約束は約束だし、現に取材が成功した以上は──」

「いえ、取材は成功してません！」

「……は？　えええ!?　ま、待ってくれよ。さっきまでお前……！」

「あ、あれは勘かん違ちがいでした！　このお返しはいまいちです！」

「な、なんで……!?　あんだけ絶賛してたのに……」

「だ、だってそんなお返しを桜さんにしたら……！　と、とにかくぬいぐるみや小物ではインパクトに欠けますから却きやつ下かです！　他のお返し候補を考えてください！」

　ぴしゃりと涼花にそう言われ、俺は「そ、そんな……！」と項うな垂だれる。

　……うう、なんで二連続で成功したと思ったところから翻ひるがえされるんだ!?

「……ううう、もったいない。お兄ちゃんからのぬいぐるみ……！　で、でも桜さんにまで、お兄ちゃんからのぬいぐるみでモフモフチュッチュされるわけには……！」

　そしてなぜか涼花まで頭を抱かかえている。完かん璧ぺきな取材を追い求めて悩んでいるのかもしれないけど、付き合わされるこっちの身にもなってくれ……。

「お、お兄ちゃん、次です。次のお返し候補を……！」

　だがそれでも取材は続行される。

　もちろん最後まで付き合わないといけないのが代理人の辛つらいところだ。

　……ああもう、こうなったら行くとこまで行ってやる！

「え、えーと、じゃあ次はあそこなんてどうだろう」

「お洋服屋さんですか……」

　そうして、次に俺が選んだのは女性向けの服屋だ。

　そこで涼花に似合う服を一緒に選んで、そのままホワイトデーのお返しにするというアイデア。

　店内に入り、俺が選ぶ服に涼花は当初感心していたのだが、

「……一緒にお洋服を選ぶというのは素晴らしいですし、服のセンスもお兄ちゃんにしては妙みようにいいですが、も、もしかしてこれもどなたかのアドバイスじゃないでしょうね……？」

　やがてそんなことを言って、あからさまな疑いの目を俺に向ける。

　な、なんでこんなに雰ふん囲い気きが険悪なんだろう……。

「そ、そうだけど？　神坂妹に相談したらこれがいいんじゃないかって言われてさ……。あと、女の子に喜ばれるようなタイプの服も教えてもらって」

「やっぱりですか!?　ということは、まさか春はる菜なさんへのお返しもお洋服にするつもりなんじゃ……！」

「あ、ああ、取材が成功したらそうするつもりだったけど……」

　俺としてはアドバイスをもらえるうえに、いちいちどんなお返しにすればいいか悩まずに済むので一石二鳥なんだが、

「なっ!?　あ、案の定ですか……！　こ、このお返し候補もダメです！」

　なのに、なんでまたＮＧが出る!?

「どうしてだよ!?　お前だってさっきまでいい感じだったのに！」

「ですから、お兄ちゃんにプレゼントされたお洋服を着て、お兄ちゃんに包まれてるみたいとかそういうのはですね……！　と、とにかく、なんとなく気に入らないのでダメです！」

　そんな無茶苦茶な！　と、涼花らしからぬ非論理的な理由に困こん惑わくしていると、ふと思い出したことがあった。

　……そうだ、あれは数日前、神坂妹にアドバイスしてもらってた時、




『……春菜、そんなありきたりなセンスではダメ』

『わっ!?　い、いきなり割り込んでこないでよお姉ちゃん！』

『先生、ホワイトデーのお返しならもっとインパクトが必要。私の意見を是ぜ非ひ参考にしてほしい。ふふふ』




　……って感じで、秋あき乃のさんからもアドバイスをもらってたんだ。

　神坂妹のアイデアにダメ出ししてたし、もしかして今の涼花にも有効なのでは？　と考えた俺は、

「じゃ、じゃあこっちの服は!?」

　と、慌あわてて秋乃さんのアドバイスに従って別の服を提示してみた。

　……のだが、

「な、なんですかこの異様に布地の少ない服は!?　す、スカートも短すぎて……、なんてイヤラシイ服を持って来てるんですか！」

　どことなくボディコンっぽい服を見せたら、即そく座ざにブチギレられた。

　……うぐ、た、確かに焦あせって冷静な判断ができてなかった。

　秋乃さんのアイデアを聞いた時点で、俺もこれはないな……と思ってたはずなのに。

「……ちょっと待ってください。まさかこれも、どなたかのアドバイスなんですか……？」

「まあ、その、秋乃さんの……」

「取材が成功したらお返しにするつもりだったんじゃないでしょうね!?」

「さ、さすがにそれはないぞ!?」

　実は秋乃さんから思いっきりそう要求されてたけどな！　今回ばかりは成功しなくてよかった……！

「ど、どういうことですか、今度のもまた誰だれかのアイデアだなんて！　しかもそれでＯＫを出してたら、そのお返しをお兄ちゃんが……!?　そ、それは絶対にダメです！　不許可です！」

　そして再び理由がいまいち謎なＮＧを突つきつける涼花。

「他のお返し候補はないんですか！　他を要求します──……ってちょっと待ってくださいよ？　氷室さん、桜さん、春菜さん、秋乃さんからアドバイスをもらったということは、もちろんお兄ちゃんはＷピースさんにも相談したんですよね……？」

「そ、それは……！」

「やはりそうですか！　ということはＷピースさんからも、ホワイトデーのお返しについて具体的な要求があったんですね!?　な、何が欲しいって言われたんですか！」

　猛もう然ぜんと迫せまる涼花。

　……た、確かにＷピース先生からもアドバイスは一応もらったけど……。

「聞かない方がいいと思う……」

「ど、どういうことですか！　ハッキリ言ってください！　もしかしたら思いもよらなかった羨うらやましいお返しかもしれないじゃないですか！」

「い、いや、そういう類たぐいじゃ一切ないからな!?」

「それは私が判断します！　さあ！」

　涼花にギンッと睨まれ、俺は思いっきり気け圧おされる。

　……妹に圧あつ倒とうされるとか兄貴としてどうなんだって思うかもしれないが、仕方ないだろ!?　うちの妹さまは強いんだよ！　敵かなわないんだよ！

　そしてあっという間に追い詰つめられた俺は、口を開かざるを得なくなる。

「そ、その……、下着を……」

「……え？」

「だから、ぱ、パンツが欲しいって言われて……。で、できるだけ大人っぽいやつをと……」

「ぱ、パン……っ!?」

　俺は泣きそうになりながら、Ｗピース先生との会話を思い出す。




『ホワイトデーに先生からセクシーでエロエロなパンツをお返しでもらったら、もううれしさＭＡＸデスよ！』




　そうやって嬉き々きとして語っていた声が脳内再生され、頭が痛くなる俺。

「……で、お前はそういうお返しが羨ましいのか……？」

　そして涼花はその問いに、

「な……、んな……っ」

　と真っ赤な顔で目を回し、口をパクパクと動かしながら、

「お、お兄ちゃんはそんなものをＷピースさんにお返しするつもりだったんですか!?　ど、どこまでエロ魔ま王おうなんですかお兄ちゃんは──!!」

　と絶ぜつ叫きようし、思いっきりブチギレたのだった。

　俺は内心「お前から訊きいてきたんじゃないか……」と涙なみだを流しながらも、涼花の剣けん幕まくに立ちすくむしかない。

　そうして──

　結局アドバイスしてもらったホワイトデーのお返し案は、全すべてＮＧとなりましたとさ……。




「お、お兄ちゃん自身で考えたお返し候補は何もないんですか」

　その後、涼花は多少落ち着きを取り戻もどしてから、いかにも不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらんでそう言った。

　……だがそうは言われても、思いつかなかったからみんなにアドバイスを求めたわけで……。

　涼花に喜んでもらえるようなお返しはやっぱり思いつかない。

　とはいえ、思いつきませんで済むような空気でもなく、俺は必死に頭を回転させるのだが、

「え、えーと、やっぱ菓か子しとか……」

　出てくるアイデアはせいぜいその程度で、それも目の前にちょうどホワイトデー用の菓子を売ってる店があったからというお粗そ末まつな理由から。

「お菓子ですか……。意外性はないですが、それでいいじゃないですか。皆みなさんのアドバイスになんて頼たよる必要はなかったんです。……わ、私はお兄ちゃんからのお返しならなんでも……」

　そしてプイッとそっぽを向く涼花。

　口ではそれでいいと言ってるけど、小声で何かブツブツと呟つぶやいてるし、これは絶対満足してないな……。

　とはいえ今は他にどうすることもできず、俺達はその店に入って菓子を物色するしかなかった。

「その……、お前はどれがいい？」

「そ、それはお兄ちゃんが選んでくれないとダメです」

　いやでも、せめてお前の好きなやつを選びたいじゃないか。

　だが不機嫌な涼花は目も合わせてくれず、仕方なく俺は自分の判断で選ぶしかなかった。

「……あのさ、明日のお前のお返しもこれでいいかな？」

　取材も大切だが、ホワイトデーのお返しを何にするか決めるのも大切だ。

　なので俺は、それとなく訊たずねてみるのだが、

「い、いいんじゃないですか!?」

　と、やっぱりこちらを向くことなくそう返す涼花。

　……うう、絶対ありきたりだと思ってるだろうな。けど、他に何も思いつかないんだから仕方がない。

　俺は小さくため息を吐つきつつも、一番よさそうだと思ったクッキーやキャンデーの詰め合わせを選ぶ。

　ついでに舞達の分として、同じものをあと五つかごに入れていく。

「え？　お、お兄ちゃん、それはまさか氷室さん達へのお返し用……？」

「え？　ああ、そうだけど……」

　結局もらったアドバイスは全部没になったわけだが、ホワイトデーのお返し自体はしないといけないからな。

　だが俺がそう答えると涼花は、

「……じゃ、じゃあ私へのお返しも皆さんと同じ……！　と、特別なお返しではなく……！」

「す、涼花さん？」

　な、なんでまたワナワナと身体からだを震ふるわせてるんだ!?

「ぜ、前言撤てつ回かいです！　わ、私はそんなお返しはいりません！」

　そして次に出てきた言葉に、俺は思いっきり狼ろう狽ばいした。

「ええ!?　な、なんでだ!?　これはいらないって……、じゃあお前へのお返しはどうすれば!?」

「そ、そんなの知りません！　とにかく私はいりませんから！　……っ、もう帰ります！」

「帰る!?　お、おい、取材はどうするんだよ!?」

「しゅ、取材は中止です！」

　そう言って、本当にスタスタと歩き始める涼花。

　俺はいきなりのことで呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐにハッと我に返り、とりあえず涼花の分を除いたお返しを急いで購こう入にゆうすると、その後を追った。

　だが涼花は今までにないくらいの不機嫌さで、話しかけるどころか近づくこともできない感じだった。

　遠巻きに眺ながめるしかできず、帰宅した後もそれは同様で、何がどうなったのかを訊ねることもできない。

　……ただ一つだけ確かなのは、ホワイトデーのお返しに関して、いつの間にか俺は涼花を怒おこらせてしまったらしいということだけ。

「ど、どうすりゃいいんだろう……」

　俺は自室に戻って頭を抱かかえるが、完全に危機的状じよう況きようだった。

　お返しが結局用意できなかったばかりか、涼花の機嫌まで損そこねてしまったのだ。逆境もいいところだった。

「……ああ、なんでこんなことに」

　後こう悔かいしようにも、原因がわからないからそれもできない有様だ。

　……と、とにかく、なにはともあれホワイトデーのお返しだ。明日までに、涼花の機嫌が直るようなお返しを何とか考えないといけない。

　……けど、みんなからのアドバイスも全ぜん滅めつで、オーソドックスな菓子でもダメだとすると、マジで何を選べばいいんだ？

「い、いや、諦あきらめるわけには……！　数年ぶりのホワイトデーなんだ……！　なんとしても涼花に喜んでもらえるようなお返しを探し出さないと……！」

　それはもう、俺の中で絶対の使命のようなものになっていた。

　涼花の喜ぶ姿が見たい──

　その一心で、俺はホワイトデーが明日に迫る中、改めて涼花へのお返しを考え続けるのだった……。







「……はあぁ…………」

　重いため息が私の口から漏もれます。

　今日は三月十四日。ホワイトデーの当日です。

　想おもいを込めたバレンタインチョコのお返しをもらい、お兄ちゃんと思いっきりイチャイチャする素す晴ばらしい日。

　……になるはずだったのに、私は一人寂さびしく、家のリビングのソファに座って、無む為いに時計を眺めているだけ。

　時刻はもう日が沈しずむ頃ころ合あいです。

　なのに私はまだ、お兄ちゃんからお返しをもらっていません。それどころか、肝かん心じんのお兄ちゃんは学校から帰って来てすらいないのです。

「……うう、でもそれは当然のことかもしれません……」

　そう、昨日あんな出来事があった以上、私がお兄ちゃんからホワイトデーのお返しをもらえるはずもないのです。

　昨日、私はお兄ちゃんにトンデモナイ暴言を口にしてしまいました。

　せっかくお兄ちゃんが選んでくれたお返しに対し、あろうことか「いらない」だなんて言葉を……！

　もちろん、それは本心ではありませんでした。お兄ちゃんからのお返しなんて、何を犠ぎ牲せいにしてでも絶対に手に入れたいものですからね！

　……ただ、言い訳になってしまいますが、その時の私は冷静ではなかったんです。

　お兄ちゃんが提示した素敵なお返し候補がことごとく誰だれかのアドバイスによるもので、しかもそのお返しを私以外の女性にもすると聞いて、私は絶対に阻そ止ししなければなりませんでした。

　そしてその代わりにお兄ちゃんが選んだのは、オーソドックスなお菓子の詰め合わせ。

　それまでのお返し候補と比べると少し物足りませんでしたが、それでもお兄ちゃんが選んでくれた品物ですから、不満などなかったんです。

　……ただ、皆さんにも同じものを用意すると聞いて『特別なお返し』を期待していた私はカッとなって、ついあんなバカなことを……！

「うう、ううう～……！　バカバカバカ……！　私のバカ……！」

　今いま更さらとはいえ、後悔せずにはいられません。

　もしかしたらお兄ちゃんは、こんなバカな私には愛想を尽つかしてしまったのかもしれない。

　だから、ひょっとしたら、今頃お返しを渡わたした氷室さん達とイチャイチャしてるかもしれない。

　そう考えただけで鼻の奥がツンとなって、視界がジワリとボヤけます。

　自分の愚おろかさが悲しくて、お兄ちゃんがいないことが寂しくて、胸がきゅうっと締しめ付けられて……。

「お兄ちゃぁん……」

　ごめんなさい……！　ごめんなさいお兄ちゃん……！

　私は拳こぶしをギュッと握にぎりしめ、込み上げてくる悲しさに耐たえようとします。

　しかし、すぐに耐えきれなくなって今にも泣き出してしまいそうになった──そんな時でした。

「……涼花」

「……っ!?　お、お兄ちゃん!?」

　不意にドアが開く音がして、振ふり向くとお兄ちゃんがリビングの入り口に立っているのが見えました。

　い、いつの間に帰ってたんですか？

　氷室さん達とイチャイチャしていたんじゃなかったんですか？

　……い、いえ、今はそんなことはどうでもいいです！

　そこにお兄ちゃんがいる。それだけで、私は涙なみだが出るくらい幸せでした。

　そして同時に、私はお兄ちゃんに謝らないといけないと思いました。

　昨日のこと、素直になれない私のこと、全すべてを謝って許してもらうしかありません！

　だから私は慌あわてて立ち上がって「本当にごめんなさいお兄ちゃん」と頭を下げようとしたのですが──




「本当に、ごめん涼花！」




「……え？」

　その瞬しゆん間かん、なぜかお兄ちゃんの方から先に謝られた私。

　しかも、私がしようとしていたような深々と頭を下げる姿勢で、どこまでも申し訳なさそうに。

　……え？　え？　こ、これは一体どういうことですか？

「ど、どうしてお兄ちゃんが私に謝ってるんですか……？」

　……謝るべきなのは私の方なのに？

　あまりの事態に私は混乱します。

　ですがお兄ちゃんはその姿勢のまま続けて、

「ホワイトデーのお返し……、結局何も思いつかなかった……！」

　そんな、よくわからないことを言うじゃありませんか。

「ほ、ホワイトデーのお返し？　どういうことです……？」

「だ、だから、今日お前に渡す分のお返しを何にすればいいのか、最後までわからずに用意できなくて……！」

「わ、私の分……？　私の分なんてなくて、お兄ちゃんは氷室さん達とイチャイチャしてたんじゃ……」

「舞達と……？　みんなの分のお返しはもう渡してきたぞ？　でもイチャイチャってのはどういう意味だ……？」

「ええ……？　じゃ、じゃあなんでこんな遅おそい時間まで帰ってこなかったんですか……？」

「そ、それは……。なんとかお返しになるようなものを探そうとして、またショッピングモールまで行ってたんだよ……。でもアクセサリーも小物も服も菓か子しもダメだとなると、結局他にいいものが見つからなくて……」

　だからもう謝るしかないと思ったんだと、お兄ちゃんは辛つらそうな表情を浮うかべて言いました。

　…………。

　…………いえ、あの、それって。

　……つ、つまりは、私のために今までずっと……!?

「ど……」

「へ？」

「ど、どうして、お兄ちゃんは私のためにそこまで……？」

「そ、それは……」

　気づけば私は、いつの間にかそんな問いかけを発していました。

　お兄ちゃんは頰ほおを染めて、ばつが悪そうな顔で視線を逸そらします。

　ですがやがて、どこか観念したようにこう答えたのでした。

「……数年ぶりにお前からバレンタインチョコをもらっただろ？　そ、そのお返しはちゃんとしないといけないって思ってさ……」

　だから、私に喜んでもらえるようなお返しを探してた──

　お兄ちゃんはそう続けて、すぐに慌てた様子で「ふ、深い意味はないけどな!?」と付け加えました。

　しかし、私はもはや聞いていませんでした。

　……だって、

　だってあんまりにも幸せすぎて思考が上手うまく働いてなかったからです！

「わ、わた、私に……!?」

　私に喜んでもらえるようなお返しを探していた……!?

　つ、つまり、昨日の取材での出来事も、全ては私のために……!?

　お兄ちゃんは、ずっと私のためを想って行動していたんですか!?

「……そ、そんな……！」

　……そんなの、そんなのうれしすぎるに決まってるじゃないですか!!

「うわっ!?　な、泣くなよ涼花！　キモいこと言ってるのはわかってるけど、頼たのむから泣かないでくれ！」

　悲しみが一瞬で吹ふき飛び、思わずうれし涙を浮かべる私に、お兄ちゃんは慌ててしどろもどろになります。

　……でも、こんなのどうしようもないじゃないですか……！

　……うれしくてうれしくて、こんな幸せな涙なんて止められません……！

「うあぁ……、本当にごめん……！　お前の好きなお返しをするから許してくれよ……！　何でも言ってくれれば、今すぐに買いに行くから……！」

　ですが、いけません。いつまでもこうしていてはお兄ちゃんを困らせてしまいます。

　私が今すべきことは、お兄ちゃんにとっても私にとっても最高に幸せなホワイトデーにすることです。

　……だったら、私のするべきことは一つだけ。ほんの少し、私自身の我わが儘ままも込めながら……。

「わ、私の好きなお返しをしてくれるんですよね……？」

　私はグシグシと涙を拭ぬぐい、

「だったら──」

　まだ目め尻じりに涙の残る笑顔で、言葉を続けるのでした。




　……そうして小一時間後。

「え、えーと、できたのかな……？」

　温かく甘い香かおりが漂ただようキッチンで、私はお兄ちゃんと向かい合っていました。

　その間には、今さっき焼き上がったばかりのプレーンクッキー。

「大だい丈じよう夫ぶですよお兄ちゃん。こんなにも美味おいしそうじゃないですか」

「いやでも、お前に指導を受けながら作ったとはいえ、菓子作りなんて初めてだったしさ……」

　そう、このクッキーはなんとお兄ちゃんの手作りなんです！

　私がした提案──それは『ホワイトデーのお返しは、お兄ちゃんの手作りお菓子が欲しい』というもの。

　家にあった有り合わせの材料で作ったシンプルなクッキーですが、そんなことは問題ではありません。

　お兄ちゃんが私のために作ってくれたというその一点だけで、このクッキーは私にとって何よりも価値がある物なのです！

　……し、しかも！

「大丈夫です。で、では、早さつ速そくお願いします」

「ま、マジでやるのか……？」

「こ、これは取材も兼かねたお返しですから！」

「……ぐっ、昨日失敗した手前、断れないじゃないか……！　ああもう！　ほら、あーん！」

「あ、あああ、あーん……！」

　しかも、お兄ちゃんが「あーん」で食べさせてくれるおまけ付きです！

「えへ、えへへへへ……、とっても美味しいです……！」

　私はクッキーを味わいながら、とろけそうな幸せに頰を緩ゆるめます。

　……こんな最高のホワイトデーを迎むかえられるなんて……！　えへ、えへへへへ、えへへへへへへへ……！

「でも、本当にこんなのでよかったのか？　別に遠えん慮りよなんてしなくてもよかったんだぞ？」

　でもお兄ちゃんは、まだ心配そうにそんなことを言います。

　……もう、私は遠慮なんてしてませんよ？　むしろ我儘全開です！　お兄ちゃんにここまでしてもらって……！

　ですが、恥はずかしくてとてもそんなことは言えないので、私はただ「こ、これで十分ですから……！」と返すことしかできません。

　そしてお兄ちゃんは、そんな私を見て、ようやく肩かたの荷が下りたように、小さく息を吐はきます。

「……まあ、お前がこれで喜んでくれてるんならよかったよ……」

　そんなことを言いながら、また一つクッキーを「あーん」してくれるお兄ちゃん。

　私はそれを頰ほお張ばりながら、心の中でこう呟つぶやきます。

　……ありがとうございます。

　こんなに幸せな思い出をもらって、来年のバレンタインデーは、必ずこれ以上にお兄ちゃんを幸せにしてみせますからね！

「えへへ……」

　それから、まだ言いたくても言えない一言も、心の中で付け加えておきます……。

　──お兄ちゃん、大大大好き！
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「あ、これは……」

　ある休日の昼下がりのことでした。

　私は自分の部屋のお掃そう除じをしていたのですが、今日は時間もあるしこの機会に押入れの整理もついでにしてしまおうと思いつきました。

　そうしてしばらくの間、黙もく々もくとお片づけをしていたのですが、そんな時にふと、私はある物を見つけてしまったのです。

「そういえば、昔のノートはここにしまっておいたんでした」

　それは、小さな箱にキチンと収められた数冊のノートでした。

　……と言っても、学校のノートではありませんよ？

　これは私の妄もう想そう──……もとい想おもいを書き綴つづった『お兄ちゃんノート』です。

「それも、私がノートを書き始めた最初期の……」

　そう、これは私がまだ小学生だった時のものです。

　私はその頃ころのことを思い出しながら懐なつかしさを覚えつつ、そんな時分からお兄ちゃんのことばかり考えていた事実を改めて認識して、少し頰ほおが熱くなります。

「ま、まったく、私はどれだけお兄ちゃんのことが好きなんですか……」

　……そんなの、表現のしようがないくらい大好きに決まってるじゃないですか……。

　赤面してそんな恥はずかしい自問自答をしつつも、気づいたら私はそのノートを読み始めていました。

　そして「押入れの整理の方はもうほとんど終わってますから……！」なんて言い訳もすぐに忘れてしまったくらい、私はあっという間に昔の自分の妄想に没ぼつ頭とうし始めたのです。

「……えへ、えへへ」

　間もなく、室内に私のだらしない声が響ひびき始めます。

「ま、まったく初うい々ういしいですね……。それでもお兄ちゃんが好き好きって感情だけはストレートに伝わってくるんですから、さすが私ですね！」

　そんな実に頭の悪いことを呟きながらも、上じよう機き嫌げんでノートを読み進めていく私。

　そこにはお兄ちゃんと一いつ緒しよにしてみたいことや、お兄ちゃんからこんな風に可愛かわいがってほしいといったことが、小学生らしい他愛もない文章で綴られていました。

　かつての自分はこんな妄想をしていたんだなと微笑ほほえましく思う一方で、私はその内容を見てとても上機嫌になりました。というのも、

「えへへへへ……、このノートに書いてる妄想って……、もうほとんど実現しちゃってますからね！」

　そうなのです！　お兄ちゃんとデートすることも、お兄ちゃんにナデナデしてもらうことも、お兄ちゃんと一緒に寝ねることも、お兄ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入ったりすることさえ！　既すでに今の私は経験済みなのです！

「まあ全部取材という口実で実現したものですけど……、そ、それでも着実に夢をかなえているという点では変わりませんからね！」

　そう言って、誇ほこらしげに胸を張る私。かつての自分自身を相手に、なにを優ゆう越えつ感に浸ひたっているんだと我ながらバカバカしくはなりますが……。

　で、でも、成長を実感できるというのはいいことじゃないですか！

　昔はただの妄想でしかなかったイチャイチャが、今は実現できるようになったんですから！　あくまで取材という名目でですけど！

「えへへ……、それにしても、この頃と比べるとお兄ちゃんとの仲は本当に進展しましたよね。今ではもう普ふ通つうに仲良し兄妹きようだいですし」

　気を取り直して、再びノートに目を落とす私。

　昔を思うと、一時期の完全に冷え切っていた関係がウソのようです。まあそうなってしまったのも、私の素す直なおになれない性格が原因だったわけですが……。

　なにはともあれ私とお兄ちゃんの関係がいい方向に向かっているのは間ま違ちがいありません。

「これなら、け、結けつ婚こんというのも、そう遠くはない未来の出来事かもしれませんね!?」

　私はノートを抱かかえながら、自分の発言の恥ずかしさと期待感に手足をジタバタさせます。

　ですが、その時ふと、私はあることを思い出します。

　それは、こんな幸せな時間が訪れるとは想像もしていなかった頃──お兄ちゃんに代理人をお願いする、その少し前の、一番関係がぎくしゃくしていた頃のことです。

「あの時の私が今の状じよう況きようを知ったら、どう思うんでしょうね……」

　私はそっと呟きます。ある意味で、私にとっては一番思い出したくない時期のお話。

　お兄ちゃんとの距きよ離りが最も遠かったあの頃は、私にとって暗黒期だったと言っても差し支つかえないでしょう。

「今までだったら思い出したくもないことでしたけど……」

　お兄ちゃんとの関係が改善されて精神的な余よ裕ゆうが出てきたのか、それとも過去のお兄ちゃんノートを見て刺し激げきされたのか、今の私はその頃のことを思い返すことに抵てい抗こうを感じなくなっていたのでした。

　そうして私は、記き憶おくに導かれるままに過去に想いを馳はせます。

　……そう、あれは私がまだ中学二年生で、お兄ちゃんが中学三年生だった頃のこと……。




　　　　▼




　カチャカチャと、食器とお箸はしを動かす音だけが部屋に響きます。

　私はお兄ちゃんと二人で夕食をとっていました。

　お母さんとお父さんはお仕事で帰宅が遅おそく、お兄ちゃんと二人きりでの夕食はいつも通りの光景でしたが、

「…………」

「………………」

　お互たがい無言のまま、気まずい時間が流れているのもまた、いつも通りのことでした。

「……えーと、な、なあ涼すず花か」

「なんでしょう」

「いや、その……、今日も暑いよな。クーラーでもつけないか？」

「私は特に暑くありませんが」

「夏真っ盛さかりだってのに、そいつはすごいな……」

「この程度なら別に平気だということです。つけたければどうぞ」

「……じゃあ、遠えん慮りよなく……」

「そういえば、この前はリビングのクーラーがつけっぱなしでした。お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください」

「……やっぱいいです」

　たまにこんな会話があっても、大たい抵ていはすぐに終わり、また無言の食事が再開されます。

　そうこうしているうちに夕食も終わり、お兄ちゃんはそそくさと自分の部屋へと戻もどっていきます。残った私はゆっくりと食後のお茶をすすり、後片づけをしようと立ち上がるわけなのですが、

「……はぁ」

　次の瞬しゆん間かん、張りつめていた空気を破るように、私の口からため息が漏もれました。

　お兄ちゃんが去った後の席を見つめながら、私は肩かたを落とします。

「……どうしてあんな言い方しかできないんですか私は……」

　そして思わず呟いてしまうのは、そんな自己嫌けん悪おの言葉。

「ああ、私のバカ……！　せっかくお兄ちゃんの方から話しかけてくれたのに……」

　ううう……とうめきながら、テーブルに突つっ伏ぷす私。

　さっきまでの平然とした様子から一転、いかにも情けない感じでうなだれている自分を思うと、我ながら嫌いやになってきます。

　おそらく今の私をお兄ちゃんが見たらビックリするでしょうね……。

　もっとも、こんな情けない姿は万が一にもお兄ちゃんに見られるわけにはいきません。カッコ悪いですし、恥ずかしいですし……。

「はあぁ……」

　再度、大きなため息。

　……本当は、お兄ちゃんと楽しい会話がしたかったのに。二人きりの和わ気き藹あい々あいとした夕食の時間を過ごしたかったのに……。

「……そうですよ。本当ならさっきの会話は、もっとこう……」

　私は涙なみだ目めでさっきまでのことを思い浮うかべながら、自分の望む光景を想像していきます。




『クーラーでもつけないか涼花？』

『はい、別にかまいませんよ。そんなに暑いですか？』

『ああ、お前と一緒にいると特にそう感じるんだ』

『え!?　そ、それはどういう……！』

『いや、なんでもない。それよりお前はクーラー苦手か？』

『べ、別にそれほどではありませんけど、確かに風が強いと肌はだ寒ざむく感じる時はあります』

『それはダメだな。俺の大切な妹をそんな目に遭あわせるわけにはいかない』

『た、大切な!?　いえいえいえ、私は平気ですから!?　お、お兄ちゃんが暑いと感じているなら、どうぞつけてください！』

『そうか？　ありがとう、俺の可愛い涼花……』

『かかか可愛いだなんてそんな！』

『でも安心してくれ』

『え？』

『もしお前が寒いと感じたら、その時は俺が温めてやるから』

『ぴぅっ!?　そ、そそそ、それは一体どういう意味で!?』

『決まってるだろ……？』




「……そう言ってお兄ちゃんは、そっと私の肩を抱だき寄せて──的な展開がですね！」

　ふと、気づけば私はすっかり自分の妄想に興奮して、バンバンとテーブルを叩たたきながらえへえへとだらしのない笑みを浮かべていました。

「……も、もう、お兄ちゃんはなんてイケナイ人なんですか！　そんな風に迫せまられたら私、抵抗なんてできるはずがないじゃないですか！」

　えへえへバンバン。

　えへえへバンバン。

　……とまあそんな感じで。

　私はしばらくの間、妄想を繰くり広げていたわけですが（こんな姿はなおさらお兄ちゃんに見られるわけにはいきませんね……！）、ようやく我に返って再びため息を吐つきます。

　今の妄想はまあ、その、ちょっといきすぎたところはありますが、でもそういう感じで楽しいお話をしたかったということなんです。

　それなのに、

「……どうして私はお兄ちゃんの前で素直になれないんですか……」

　そう、私のこのどうしようもない性格が災わざわいして、そんな幸せな光景など今まで一度たりとも展開されたことはありませんでした。

　あの日、あの時、私をかばってくれたお兄ちゃんに心ない言葉を浴びせて以来、私とお兄ちゃんの関係は冷え切ったまま。

　それをなんとか改善したいと思っても、私のこの性格のせいで、どうすることもできない日々が続いています。

「……ほんと、しっかりすべきは私の方だというのに……」

　今まで何度繰り返したかわからない呟つぶやきを漏らしながら、私は重い腰こしを上げて夕食の片づけに取り掛かかります。

　そんな光景はもう何年も続く『いつものこと』なのでした。

「お兄ちゃん、私、本当はお兄ちゃんのことが、大好きなんですよ……」

　本人の前では絶対に、口が裂さけても言えないような台詞せりふを、予行演習のつもりで呟く私。

　でもそんな練習の成果を発揮できる時がいつくるのかと思うと、私は食器を洗いながら暗あん澹たんとした気分になります。

「い、いえいえ、落ち込んでいる場合ではありません。いつかお兄ちゃんのお嫁よめさんになるために、一歩ずつでも前進していかないと」

　私は沈しずみゆく心を無理やり高こう揚ようさせながら、これからの対策を考えていきます。

　……これも、今まで何度となく繰り返したことではあるのですが。

「……せめて、明日は私の方からお兄ちゃんに話しかけましょう。その時の話題は……」

　そうやっていろいろと想定して、次こそはと準備をする私でしたが、悲しいことにそういった取り組みが実を結んだことは、今まで一度もないのでした。……って、お兄ちゃんのことばかりを考えてたら、いつの間にかお片づけも終わってましたね。

　私はエプロンを脱ぬぎ、キッチンを出てリビングへと向かいます。

　そして、そういえば夕食の前にお兄ちゃんがソファに座っていたことを思い出し、自分も何気なく腰こし掛かけます。

「こうやってお兄ちゃんの隣となりに座って、一いつ緒しよに時間を過ごせたら最高なんでしょうね」

　ポツリと呟きながら、またまたそんな光景を想像する私。

　そうしたら『……もっと近くに来ないか涼花？』『え？　で、でも今でも十分近いですし……！』『こうすればもっと近くなるだろ？』『お、お兄ちゃん!?　そんな、腰に手を回すなんてイヤラシイ……！』『嫌か？』『そ、そんな意地悪なこと訊きかないでください！』……みたいな！

　とっても素敵な展開が繰り広げられるかもしれません……！

　私はそんなことを考えながら、やっぱりえへえへと緩ゆるみきった笑みを浮かべるのですが、

「……でも、現実的にそんな状じよう況きようはまず起こりえないんですよね……」

　今度は比ひ較かく的すぐに我に返って、想像と現状の落差に肩を落とします。

「……あれ？」

　その時ふと、テーブルの上に何かあることに気がついたのでした。

「これは……、お兄ちゃんの読んでいた小説ですよね？」

　……うん、そのはずです。お兄ちゃんのことならなにも見み逃のがさない私が言うのだから間ま違ちがいありません。夕食の前に、お兄ちゃんがリビングで熱心に読んでいた文庫本です。

　それもただの本ではなく、お兄ちゃんが好きなジャンルの──

「……えっと、確か『ライトノベル』とか言ってましたっけ」

　そう、そういう種類の小説らしいのです。私にはよくわかりませんが。

　お兄ちゃんはこの種の小説が大好きで、いつも大量に買ってきては読み漁あさっています。

　それだけじゃなく、将来の夢はこういったジャンルの作家になるとも公言しているくらいで、賞にも熱心に応おう募ぼしているのです。

　本当に好きらしく、小説を読んでいる時のお兄ちゃんはとても楽しそうで生き生きとしています。あんな表情を私にも向けてくれたらと、思わず小説に嫉しつ妬としてしまいそうになるくらい素敵な表情なんですよ？

　小説について語る時もすごく熱心で、その時ばかりはお兄ちゃんも私とのギクシャクした関係を忘れたような感じになるんです。

　ただ、私にはその良さというのがいまいちわからず、素直になれないことも相まってどうしても素そっ気けない態度になってしまい、会話が膨ふくらむことはないのですが……。

「ううう、本当に私はどうしようもないですね……」

　そんな格好の機会でさえ生かせない自分に頭を抱かかえる私。

　……で、ですけど、興味もないのに話を合わせるなんて、そんな不誠実なことはできないじゃないですか！　ましてや大好きなお兄ちゃんを相手に、適当な返答なんてしていいはずがありませんし！

「そ、そうですよ。そういう会話をするなら、私自身もある程度は小説に理解がないといけません」

　私はそう言って、一人でうんうんと頷うなずきます。

　ですがその時ふと、だったら自分もこの小説を読めば、お兄ちゃんとの間の話題作りになるかもしれないと思い至ります。

　……今まで興味がなく敬遠していましたが、この時の私はこのままではダメだという危機感に背中を押される形で、その文庫本を手に取ったのでした。

「えっと、あらすじは……？　『現代に生まれ変わった魔ま王おうが勇者や宇宙人や異次元人のヒロイン達に迫られるファンタジーＳＦラブコメ。主人公は誘ゆう惑わくをかいくぐって幼おさな馴な染じみとデートできるのか!?』」

　…………。

　…………あらすじから、まるでストーリーが想像できないのですが。

　戸と惑まどう私でしたが、とりあえずページをめくり、本ほん文もんを流し読みしてみます。内容は、確かにあらすじ通りのようなのですが、

「……ううん」

　肝かん心じんの面おも白しろさが、やっぱりよくわかりません。

　でも、お兄ちゃんはこれをとても楽しそうに読んでいたんですよね？

　速読でですけど、一応全部読みきります。けれど、最後までいっても、結局その良さは理解できませんでした。

　……これではやはり、話題作りにはなりそうもありませんね……。

　私はそう考えて本を閉じようとしましたが、ふと最後のページに目が留まりました。




　皇すめらぎファンタジー大賞原げん稿こう募ぼ集しゆう中！

　あなただけの物語を書いて、作家デビューを目指そう！




「……ああなるほど、これがお兄ちゃんが応募している賞なんですね」

　私はそこに載のっていた応募要よう項こうというのを見て、納得した気分になりました。

　……こういう賞を用意して、作家になりたい人と面白い作品が欲しい出版社の双そう方ほうに利があるシステムを作り出しているわけですか。

　私は、なかなか素晴らしい仕組みだと感心しつつも、それ以上の興味を抱いだくことはありませんでした。

　文庫本を閉じ、手に取ったとわからないようにテーブルの元あった場所にそっと戻もどすと、私はふぅと息を吐きます。

　……ううん、やっぱりこの小説を話題にするのは難しいでしょうね。

　最終的に出た結論に、私は肩かたを落とします。

　ですが、興味を抱けないという事実は仕方がないことなので、諦あきらめるしかありません。

「適当に話を合わせるなんて、お兄ちゃんを騙だますことになりますし、失礼ですからね」

　お兄ちゃんが熱心な分野なだけに、そんな不ふ真ま面じ目めな態度で臨のぞむわけにはいきません。

「……お部屋に戻りましょう」

　私は落らく胆たんしつつも、気持ちを切り替かえて自分の部屋へと向かいます。

　お兄ちゃんとなんとか仲良くなりたいけれど、その方法が思いつかない。

　いえ、思いついたとしても、私の困った性格のせいで、上手うまく実行できない。

　そんな袋ふくろ小路こうじに陥おちいってもう何年にもなるんですよね……。

　自室に戻った私は、改めて現状を認識して気持ちが沈みます。

　そして、そんな気持ちに突つき動かされるように、机の奥底にしまっておいたノートを一冊取り出します。

　勉強でもして気分を紛まぎらわせようとしている──……というわけではありません。

　予復習と宿題は、既すでに夕食の準備の前に済ませてありますからね。

　そうではなく、これはお兄ちゃんとのイチャイチャ妄もう想そうを書き綴つづるためのものなのです。

　今日みたいにお兄ちゃんのことで気持ちが沈んだ時は、特にノートを書きたくなります。

　……まあ、お兄ちゃんのことで気持ちが高揚した時や、お兄ちゃんのカッコよさにきゅんきゅんした時、それから特に何もなかった日でもノートに書き込みはするんですが……。

　よ、ようするに、私はほぼ毎日このお兄ちゃんノートに妄想を書いているということです。お兄ちゃんのことが好きすぎる妹にとって、これは全く普ふ通つうのことなんです！

「さあ、今日はどんなお兄ちゃんを想像しましょうか！」

　……とにかくです。私にとって、このノートを書いている時は至福の時間なんです。

　現実逃とう避ひとわかっていても、お兄ちゃんとの甘くて幸せな場面を想像することは、とてもやめられません。

「～～♪　～～～♪」

　さっきまでの沈んだ気分がウソのように、上じよう機き嫌げんでペンを走らせる私。

　そこには、私が望むお兄ちゃんとのイチャイチャ場面が、次々と文章となって綴られていきます。

　現実では起こりえないことだからこそ、妄想はより一層溢あふれる形となってノートを埋うめ尽つくしていきます。

「ふう……、今日も好調です」

　そうして、ひとしきり書いた後、内容を読み返して満足する私。

　さっきまでの出来事が尾おを引いているのか、お兄ちゃんと夕食を食べさせ合いっこするというなかなか過激な内容ですが、イチャイチャ度が高いのでとてもいいと思います！

「さて、まだもう少し書きたいところですね……」

　ですが今日はまだ書き足りなくて、今度はどんな妄想にしようかと、楽しく頭を悩なやませる私。

　どうせだから、普段とは少し毛色の違う感じがいいでしょうか？　と考えていた時、

「あ……、そうです」

　先ほど見た小説の最後のページ──原稿募集という文もん言ごんが、ふと頭に思い浮うかびました。

「妄想を小説形式にするのはどうでしょうか？」

　それは、実に何気ない思いつきでした。そして、今までにやったことのない取り組みでもありました。

　今までは、お兄ちゃんとの会話だけとか、あってもごく簡単に場面の説明などを書いていただけで、小説のようにストーリーのある物語として妄想を書いたことはありませんでした。

　もちろん、私は今まで小説なんて書いたこともありませんし、どうすればいいのかなんて見当もつきません。

　……ですが、なんだか面白そうじゃないですか？

　今までにない試みですし、私とお兄ちゃんの愛の物語なんて、それだけで素晴らしい響ひびきです！

　私はそう考えて、軽い気持ちでやってみようと思いました。

　もちろんそうした思い付きには、先ほど味わった、お兄ちゃんの好きなもの──小説を話題にできそうにない自分への悔くやしさも、多分に働いていたと思います。

　それはさて置き、私は早さつ速そく小説の案を考え始めました。

「小説……となると、やはりストーリーラインが必要ですよね？」

　いつもの妄想みたいに一場面だけではなく、全体としての物語が必要なはずです。

　……さて、どんなストーリーにしましょうか？

　ちなみに、どんなストーリーだろうと、全すべてお兄ちゃんのことが好きすぎる妹がテーマになります。

　当たり前ですよね？　むしろこれ以外のテーマなんてあり得ませんね！

　問題は、そのテーマをどんなストーリーラインに乗せるかですが……。

　うーん、当然ですけど、今まで小説なんて書いた経験がないのでいまいちどうしたらいいかわかりませんね。

　お遊びなんだから気楽にやればいいと思うかもしれませんが、やるからには真しん剣けんに取り組まないといけません。

　……ストーリー、ストーリー、妹がお兄ちゃんと思う存分イチャイチャできるような。

「……あ、そうです。妹がお兄ちゃんと同じ学校に通うようになって、イチャイチャしながら次第に距きよ離りが近づいていくというお話はどうでしょう？」

　私はふと思いついたアイデアを口にします。

　それは、今現在私がお兄ちゃんと同じ学校に通えていないことに対する不満から出たものだというのは明らかでしたが、それだけに面白そうです。

「悪くないですね。となると、物語の始まりは、妹がお兄ちゃんの学校に進学すると判明するシーンで……」

　私はノートにペンを走らせて、おおまかなストリーラインを定めていきます。

　それに合わせて、登場人物の設定もしていきます。

　妹はお兄ちゃんのことが大好きだけど素直になれない性格で──……いえ、小説なんですから別に現実に即そくしている必要はないですね。

「妹はお兄ちゃんのことが大好きで、比ひ較かく的素直な性格です。そしてお兄ちゃんは、そんな妹を最愛の存在と思っているのです！」

　えへへへへ！　最愛の妹ですよ！

　これ以上素敵な響きの日本語が他にありますか!?　いえ、ありません！

　私は自分の考えた人物設定に興奮して手足をバタバタさせます。

　冷静に考えると、そんな関係の兄妹きようだいならそもそも物語にならないのでは？　と思うかもしれません。

　ですが、兄妹の愛の物語の前ではそのような疑問は些さ細さいなことです……。

　現に私は、そんな小説があったら絶対に読みたいですからね！

　続けて私は『妹がお兄ちゃんの学校に入学してくる→学校を舞ぶ台たいに思いっきりイチャイチャする→二人がめでたく結ばれる』という完かん璧ぺきなストーリーライン（確かこういうのをプロットというんでしたっけ？）を考え、いよいよ小説本編に取り掛かかります。

　さて、小説の出だしは……、




　──今日から特別な日々が始まります。なぜならお兄ちゃんと同じ学校に通い始めるからです。

『じゃあ、今日から一いつ緒しよに登校だな涼花』（登場人物名はすぐに思いつかなかったので、とりあえず私の名前で代用しておきます。他意はありません。＊作者注）

『そうですねお兄ちゃん。……ようやく夢がかなうんですね。学校でもお兄ちゃんと一緒だという夢が……』

『ん？　何か言ったか？』

『い、いえ、何でもありません』（素す直なおな性格ではありますが、ちゃんと恥はじらいももっている描びよう写しやは必要です。＊作者注）

　──私が誤ご魔ま化かすと、なぜかお兄ちゃんはクスリと笑います。

『そうか？　俺も涼花と一緒に通学するのは夢だったけどな』

　──そして、どこか悪戯いたずらっぽい口調でそんなことを言ってきます。

『え!?　さ、さっきの聞こえていたんですか!?』

　──私が真っ赤になって慌あわてると、

『ん？　なんのことだ？　俺は自分の感想を言っただけだぞ？』

　──お兄ちゃんは相変わらず意地悪な笑みを浮かべながら、そう続けます。

　──もう、お兄ちゃんは私をからかっているんですね！

　──ですが、そうとわかってもやっぱり幸せで、私は真っ赤になりながらもこう返します。（ここは少し恥じらいながら目を逸そらしたという描写の方がいいかもしれませんね。要検討です。＊作者注）

『……も、もう、私だって本当は幸せなんですよ、お兄ちゃん……』




「えへへへへへへへへへへへへ!!」

　試しにそこまで書いてみたところで、私はあまりの興奮に耐たえきれず、えへえへと笑いながら身をよじります。

　……こ、これは……いいですね！

　我ながら、この出だしは名文ではありませんか!?　少なくとも私なら、こんな出だしの小説とかワクワクしかありませんね！

　私は自分の書いた文章を再度読み返して、満足しながら頷うなずきます。

　内容だけなら普段の妄想とあまり変わりないのですが、これが小説であり、これから物語が始まると考えると、なんだか期待が膨ふくらみます。

「これから兄妹がどんな風にイチャイチャしていくのか……！　そしてどんな風に関係が進展していくのか……！　この楽しみが小説の魅み力りよくというわけなんですね！」

　軽い思いつきで始めたことですが、私はすっかり小説執しつ筆ぴつに夢中になってしまいました。

　勢いのまま、学校でのイチャイチャシーンを具体的にどうするのか考え始める私。

　今までの妄想のような単発のものではなく、物語の流れで徐じよ々じよに進展していくイチャイチャというのは、それだけで盛り上がります。

「えっと、まずは登校シーンでのイチャイチャですね……！　やはりここは手をつないで……！　い、いえ、もっと大だい胆たんに腕うでに抱だきついたりも……！　そして学校に着いたら、学年が違うので別れないといけませんが、寂さびしく思う妹をお兄ちゃんが優しくなぐさめてくれたりと……！　えへへへへ！　それから当然お昼休みは兄妹二人きりでの昼食ですよね……！　妹の用意した愛情たっぷりのお弁当を二人で……！　い、いえ、はしたないかもしれませんが、ここは思い切ってあーんなんかもしちゃったり……!?　そ、それから当然下校も二人きりでしますよね!?　それで寄り道なんかもして、ちょっとしたデートなんかになったり……！」

　私は勢いよく兄妹のイチャイチャの──もといストーリーの流れを考えていきますが、その時ふと気づいたことがありました。

「それよりも重要なのは最後をどうするかではないでしょうか？」

　……そうです、小説なんですから、物語をどう完結させるかが大事なはずです。これもいつもとは違う点です。

「ですが、最後ということはそれだけ盛り上がるということでもあります。満を持じしてのイチャイチャ……！　これは小説という形でしかできないことですね！」

　クライマックスに相応ふさわしいイチャイチャですか……。

　そ、そうなるともう、やっぱりアレしかありませんよね？

「さ、最後はもちろん、こ、告白です……！　それも、お兄ちゃんからの告白……！」

　そう呟つぶやいただけで、頰ほおがカッと熱くなってしまいます。

　さらに少しその場面を想像しただけで、頭がクラクラしてしまいます。

　……で、ですがしっかりしないといけません……！　大切なお兄ちゃんからの告白シーンです……！　私は興奮で頭がグルグルしそうになるのを堪こらえながら、そのシーンの描写をしていきます。




　──なぜかお兄ちゃんから校舎裏に呼び出された私。（屋上や中庭などもいいと思いますが、なぜか校舎裏がピンときました。必要な場合は後で再考すること。＊作者注）

　──お兄ちゃんは真まっ直すぐに私を見つめてきます。いつもカッコイイお兄ちゃんですが、今は特別に素敵に見えるのはどうしてでしょうか。

『来てくれたか、涼花』

『どうしたんですかお兄ちゃん？　こんなところに呼び出して』

『実は、お前にどうしても伝えたいことがあるんだ』

『え……？』

　──いつもとは違う雰ふん囲い気きのお兄ちゃんに、私はドキリとします。

『伝えたいことって……』

『……俺は、お前と同じ学校に通うようになって初めて気がついたんだ。お前を他の誰だれにも取られたくないって』

『え……、ええ!?　そ、それは!?』

『俺は、お前にずっと俺の妹でいてほしいんだ。でも、それだけじゃなくて……』

『お、お兄ちゃん……』

　──そこでお兄ちゃんは、何かを決意するかのように、グッと拳こぶしを握にぎりしめます。

　そして……、

『涼花、俺はお前のことが好きなんだよ！』




「私もお兄ちゃんのことが大好きですから!!」

　そこまで書いた瞬しゆん間かん、私はあまりの幸福感に耐えきれず、思わず声を上げて立ち上がりベッドに倒たおれ込みます。

「えへ、えへへ、えへへへへへへへへへへへへ……！」

　そして枕まくらをギュッと抱きしめたままゴロゴロと転がる私。

　えへえへゴロゴロ。

　えへえへゴロゴロ。

「こ、これは刺し激げきが強すぎます……！　今までもお兄ちゃんからの告白という場面を想像したことはありますが、小説にするとドラマチックさがまるで違ちがって……！」

　あまりの興奮に頭の中がとろけそうになります！　いえ！　もう半ばとろけています！

　……う～～～！　満を持しての告白ってこんなにいいものなんですね！　こんなの仮に現実で起きたら、うれしすぎて死んじゃうんじゃないでしょうか私!?

　そんな感じで、なおしばらくの間ベッドの上で転がり続ける私。

　それでもようやく、少しだけ冷静さを取り戻もどしてくると、私はむくっと起き上がり、ふるふると頭を振ふります。

「こ、告白はとても素敵でしたが、ちょっと刺激が強すぎます……！　というか、試しに書いただけでこうなるようなら、ちゃんと書いたら気絶しちゃうかもしれません……！」

　それに、お兄ちゃんからの告白というのは、ある意味で私にとっての究極の理想ですから、それを簡単に書いてしまうというのもなにか違う気がしますし。

「……ふぅ、と、とにかく最初から告白シーンはやめておきましょう。こんなだらしない笑みが張り付いてしまったら、お兄ちゃんに合わせる顔がなくなってしまいます……！」

　私はそう言いながら机に戻ると、お兄ちゃんとの学校生活（＋告白）というストーリーを一いつ旦たん保留にします。これはまたいつか書くとして、今は他の案を考えましょう。

　……ええ、小説を書くこと自体は続行ですよ？　この形式のイチャイチャ描写は素晴らしいものだと判明しましたからね。素晴らしすぎて刺激が強すぎるくらいです。

「ですが、次はもうちょっとマイルドな感じにしましょう。……お兄ちゃんと妹のどんなイチャイチャにしましょうか……」

　私は腕を組んで考えます。

　……うーん、何がいいでしょう？　お兄ちゃんとのイチャイチャシチュエーションなら無限に考えつく自信がありますが、それを小説という形にする場合は話が違いますからね。

　とはいえ物語ですから、ここは意外性を追い求めた方がいいのかもしれません。

　……たとえば、

「い、妹とお兄ちゃんの夫婦生活なんてテーマとしてどうでしょうか……！」

　私はそう呟いて、自分で自分の言葉に赤面します。

　い、いえ、待ってください。さっき告白でああなっていたのに、夫婦生活なんて書けるのかと思われるかもしれません。

　確かに考えただけでえへえへしてしまいますが、告白のような一気にくるような刺激ではないので、なんとか持ち堪こたえられるはずです！

「こ、これが新しん婚こん旅行とか、け、けけけ、結婚式とか!?　だと、さすがに無理かもしれませんけどね!?」

　ですが、そういった妄もう想そうもいつか形にしたいので徐々に慣れていくとして、とりあえず今は、結婚した後の穏おだやかな夫婦生活をテーマに小説を書いてみましょう！

「えっと、となると始まりは、お兄ちゃんと夫婦になって、一年くらい経たったくらいでしょうか？　ちょうど関係も落ち着いてきた頃ころですが、同時に少しイチャイチャが控ひかえめになってくるであろう時期です。それに危機感を覚えた妹──もとい妻は！　お兄ちゃんこと夫との新しいイチャイチャを模も索さくする……、そういうストーリーはいいんじゃないでしょうか!?」

　私は自分で思いついたアイデアに、自分で力強くコクコクと頷きます。

　……わ、我ながら素晴らしいストーリーですね。そんな小説があったら、私なら即そく購こう入にゆう決定です。権限があるなら、ノーベル文学賞を差し上げてもいいくらいの最高のテーマだと思いますね！

　私は興奮しながら、早さつ速そく具体的なイチャイチャの内容を考えていきます。

「な、なにせ夫婦ですからね。兄妹きようだいとはまた違った形のイチャイチャができるはずです。あんなことやこんなこともきっと……！」

　……食べさせ合いっこするなんて夫婦なんだからもう当たり前の行こう為いですよね？

　それに、夫婦なんだから一いつ緒しよに、その、お、お風ふ呂ろに入ったって何も問題はないはずです！　兄妹だって基本的には問題ないと思いますけど！

「し、しかも夫婦ですから、一緒にお風呂と言ってもただ身体からだを洗うだけじゃないはずです。そこでいろんなイチャイチャが展開できるんじゃないでしょうか？」

　……た、たとえば、そうですね、ここは意外性を追求して、バレンタインデーのチョコをお風呂でお兄ちゃんに食べてもらうとか!?

「お湯の熱で溶とけたチョコを、私が指ですくい上げて──って、ななななんてはしたないことを考えているんですか私は!?」

　一瞬そんな場面を想像しかけて、私はまたクラクラしてきました。

　……さ、さすがにこの妄想はあまりにもインモラルすぎます……！　何を考えているんですか私は……！

　い、いえ、アイデア自体は素晴らしいですし、お兄ちゃんと結婚したあかつきには是ぜ非ひともやってみたいことではありますけどね!?

　私は自分の妄想に悶もだえて頭を抱かかえます。けど、ニヤニヤが止まらないのも自覚できます。

　……お、お兄ちゃんが、私の指をなんて……！

「い、いけませんね。このアイデアは一旦忘れましょう。刺激が強すぎてなにもできなくなります……」

　私は深呼吸をして落ち着きを取り戻そうとします。すーはーすーはー。

　……ふう、少し落ち着きました。

　それにしても、今の妄想が万が一現実で起こったりしたら、私は耐たえられるのでしょうか？　とても自信がありません。

「と、とにかく、あまり過激な妄想はしないでおきましょう。あくまでも穏やかな夫婦生活がテーマですからね」

　とりあえず、ごく普ふ通つうの夫婦生活の一コマを書いてみようと思った私は、ある何気ない日の様子をノートに書き始めます。




　──ある日の夜、夕食を済ませた永なが見み家では、お兄ちゃんと妹ののんびりとした時間が流れます。（夫婦なんですから呼び方は名前でもいいんじゃないかと思いますが、それだと興奮して書き進められそうにないので、ここでは便べん宜ぎ上いつもの通りにします。必要なら後で書き直すこと。＊作者注）

『静かな夜だな涼花』

『ええ、そうですねお兄ちゃん』

　──お兄ちゃんの膝ひざの上に座りながら、妹は穏やかに答えます。夫婦なので、そんな体勢も当たり前のことなのです。

『でもちょっと静かすぎるかもしれないな。テレビでも見るか？』

『いえ、私はお兄ちゃんとこうやっているだけで、十分満たされますから』

『それもそうだな』

　──そう言ってお兄ちゃんは微び笑しようを浮うかべると、私の頭を撫なで始めます。私はその感かん触しよくが心地ここちよくて、お兄ちゃんの胸にもたれかかります。こういう穏やかなイチャイチャこそ夫婦の証あかしなのです。

　──時間は瞬またたく間に過ぎていき、夜も深くなってきました。

『さて、そろそろベッドに行くか』

『もうそんな時間ですか。仕方がありません、そろそろ寝ねましょう』

　──私は幸せな時間の終わりに少し残念な気分になります。もっとも、この後もお兄ちゃんと一緒に寝るんですけどね。夫婦ですから。

　──ですが、なぜかお兄ちゃんは私の言葉にクスリと意味深に笑います。

『もう寝ちゃうのか？』

『え？　それはどういう？』

『俺達は夫婦だろ？　だったら、やることが他にもあるんじゃないのか？』

『……そ、そそそ、それはまさか』

　──動どう揺ようする私に、お兄ちゃんはどこまでも意地悪で、どこまでも素敵な笑顔を見せながら、こう続けます。

『……そろそろ、ほしくないか？　俺達のこど──』

「────────っ!!」

　そこまで書き進めた瞬間、私は頭の中が真っ白になって、思わず気が遠くなりかけます。

　……な、ななな、ななななな何を書こうとしていたんですか私は!?

　な、なんだか無意識のうちに書き進めてしまってましたけど!?

　こ、こ、こど……っ!?　そそそそんな、なんて大それたことを……！

「そ、そういうのはまだ早すぎます！　妄想でもまだ考えたことないのに……！」

　私は真っ赤になって、自分で自分の思考に焦あせります。手足をジタバタさせますがそれでも収まらず、またベッドに倒れ込んで、込み上げる恥はずかしさのままに転がり続けます。

　ゴロゴロゴロゴロ。

「あうあうあう……！」

　そうしてしばらくの後、ようやく少し落ち着いてはきましたが、未いまだに先ほどの衝しよう撃げきから完全には立ち直ることができません。

「はぁはぁ、本当に、勢いに任せてトンデモナイことを書いてしまうところでした……」

　……こ、これはいけません。夫婦生活をテーマにするのは、まだ早かったようです。

「うう……、もったいないですが、もう少し大人になってから考え直すとしましょう」

　私はアイデアをまた保留にすることにしました。そうして、別のテーマを考えようと立ち上がります。

　あ、もちろん小説を書くこと自体を諦あきらめたわけではありませんよ？　一度決めたことですので、最後まで絶対にやり抜ぬきます。

「ですが、次はどうしましょう？」

　ようやく立ち直った私は、再び机の前に座り、ノートを広げて小説の案を考え直します。

　あまり過激なのはダメですが、お兄ちゃんとのイチャイチャ自体は思う存分したいです。

　けれど、そうするとオーバーヒートしてしまうという二律背はい反はん。

　ですが、やがて私は一つの可能性に思い至ります。

「……いえ、先ほどまでのは、あまりにも設定がリアル過ぎたのが問題だったのかもしれません」

　アイデアを現実の延長で考えたがために、リアリティが出すぎてしまったのが悪かったのかもしれません。

　では次は、いっそのことリアリティを薄うすめればいいのでは？　そもそも小説なのですから、創作が基本のはずですしね。

「それがいいですね。では、えっと……、設定からして現実とは違ちがうものを……」

　私はそうして新たなアイデアを練っていきます。結果、頭に浮かんできたのは、お兄ちゃんが王子さまで妹がお姫ひめさまという童話的な設定。

「とある王国の兄妹が、困難に立ち向かいながら結ばれるお話です。これならリアリティはないですけど、ドラマ性は十分あります」

　私はノートに書き込んだ設定を見て、これなら大だい丈じよう夫ぶと頷うなずきます。

　あ、もちろん兄妹という設定はどんなテーマでも必要ですよ？　言うまでもないと思いますけど。

「こ、これなら多少強めのイチャイチャをしても、さっきみたいなことにはならないでしょう。とはいえ、それでも過激にならないようにはしないといけませんが」

　私はこほんと一つ咳せきばらいをしながら、注意深くペンを動かし始めます。

　とりあえず、思いついたイチャイチャシーンから試しに書いてみるのですが、この設定じゃないとできない感じも混ぜた方がいいでしょう。

　たとえば……、




　──お城の中庭でお兄さまを見つけた妹が駆かけ寄っていきます。（お兄さまという呼び方はいいと思います。こういう時じゃないとできませんし。ただ、個人的にはやっぱりお兄ちゃんの方が好きですが。＊作者注）

『お兄さま、こんなところで何をしているんですか？』

『スズカか、お前は今日も可愛かわいいな。俺の最愛の存在だ』

『お、お兄さま。恥ずかしいです』

　──お兄さまは妹の頭を優しく撫でますが、その表情はどこか冴さえないようです。毎日見ている妹にはそれがすぐにわかりました。

『どうしたんですお兄さま？　なにかお悩なやみでもあるんですか？』

『……お前には誤ご魔ま化かせないみたいだな。実は、隣りん国ごくの姫との婚こん約やく話が持ち上がってて、悩んでるんだ』

『こ、婚約!?　そんなのダメです！』

『俺だって嫌いやだよ。俺が愛を誓ちかったのは、この世界でお前だけなのだから』

　──そう言ってお兄ちゃんは、真まっ直すぐに妹を見つめ返します。実は二人は既すでに永遠の愛を誓い合った兄妹なのです。

『だが、俺には王子としての責任がある』

『そ、それでも、私はお兄さまと離はなれ離れになんてなりたくありません』

『……だったら、二人で城を出ようかスズカ』

『え？』

『俺も同じ気持ちだ。お前と離れる人生なんて耐えられない。王子としての責務よりも、お前への愛の方が、俺には遥はるかに重いんだ』

『お、お兄さま、私も同じです！』

『……そうか、ありがとう。じゃあ今から俺達は王子でも姫でもない。永遠の愛を誓い合った伴はん侶りよだ』

『お兄さま……』

『さあスズカ、その誓いを今ここで神に示そう。目をつぶって……』

　──お兄さまはそう言って、私の顎あごをクイッと持ち上げます。妹はお兄さまに言われる通りに目をつぶります。すると間もなく、妹の唇くちびるに温かな感触が




「────って、だから何を書いてるんですか私は────!!」

　不意に我に返り、再び絶ぜつ叫きようする私。

　気がついたらいつの間にかこんな展開になっていて、自分でやったことのはずなのに大いに焦ります。

「で、ですからこういう刺し激げきの強い展開はダメなんですって……！」

　文章を読み返してみて、改めて赤面する私。無意識とはいえ、どうしてこんな……！

　私は何度も深呼吸をして落ち着きを取り戻もどそうとします。

　……な、なんだかリアリティがない分、妄もう想そうの歯止めがきいていない気がしますね……。

「こ、この設定はよくなかったかもしれません。だって王子さまとお姫さまとなると、最後はロマンチックな結けつ婚こんと決まっているわけで……。結局最後は、あうあうあう……！」

　またそういう場面を想像しそうになって、平静を取り戻せていない心がさらに揺ゆれます。

　……や、やはりこのストーリーもダメかもしれません。このまま書き進めていっても、また同じようなことになる気がします。

「……このアイデアもまたまた保留ですね……」

　私は頭を強く振ふって妄想を追い出しながら、そう呟つぶやきます。これで、三つ出したアイデアが三つともダメになってしまい、私はいよいよ危機感を抱いだきます。

　別に小説を書くのが義務なわけではありませんが、お兄ちゃんと妹のイチャイチャをテーマに、この私が！　小説を書けないなんてあってはならないことですから！

　一度やると決めたこともあり、その後も私は必死に小説のアイデアを考え続けます。

　しかし、いろいろと考えても、どうもしっくりくるアイデアが出てこないのでした。

　さっきまでの反省から刺激を抑おさえることは意識するようになったのですが、そうすると今度は何かが足りないような気がして、いまいち納得のいくストーリーが作れないのです。

「むむぅ……、難しいです……」

　そうして結構な時間が経たったのですが、私は行き詰まったまま頭を悩ませ続けていました。

　せっかく小説を書くなら、私の理想──兄妹きようだいの幸せなイチャイチャ物語を書きたい。

　でも、どうすればそんなストーリーを生み出せるのかがわからないのです。

「普ふ段だん、お兄ちゃんノートに書いているような妄想なら、それこそ無限に書き続けられるのですが……」

　小説は物語です。始まりがあり、終わりがあります。

　その流れの中で、兄妹の触ふれ合いを書いていかないといけないのです。

「始まりと終わり……。始まり……」

　私は何度もそう呟きながら、頭を回転させ続けます。

　しかし、その時ふと、ある考えが脳のう裏りをよぎります。それは──




　ずっとお兄ちゃんノートを書き続けてきたけれど、その始まりはなんだっただろう？




　そんな疑問が浮うかんだ私は、ほとんど吸い寄せられるような感じで押入れの方に向かいます。最初期のお兄ちゃんノートを保管している箱を開き、懐なつかしい一冊目を取り出しました。

「…………ああ、そうでしたね」

　そこに書かれている文章を目で追っていくうちに、私の疑問は溶とけていきました。

　まだ小学生だった私の書いた、拙つたなく、他愛なく、そして真っ直ぐな望み。

　私は、それを読んで思わず笑ってしまいました。

　内容の稚ち拙せつさと、どうして自分はこんなことを忘れていたんだろうという呆あきれから。

「ふふ……、私はこの頃から、全然変わっていないんですね……」

　そこに書かれていたのは、ごく普通の日常の光景。

　私とお兄ちゃんが、ただ仲良く日々を過ごすというだけの、ただそれだけのお話。

　でも、それは失われてしまったもので、そして今も取り返すことができていない、とても大事な時間……。

　なんのことはありません、私の最初の妄想は、ただお兄ちゃんと昔みたいに一いつ緒しよにいたいというだけの内容だったのです。

「でも、それがお兄ちゃんノートの──……いえ、私の原点なんですよね」

　私は苦笑します。

　どうして今の今まで、そんなことさえ忘れていたんだろうと。

　私の望む物語は、ただお兄ちゃんとの絆きずなを取り戻すものだったんです。

「……そう、ですよね」

　私はノートを閉じながら、ようやくすっきりした気分になれました。

　同時に、パッと頭の中に小説のアイデアが浮かんできました。素直になれない妹と、とっても素敵なお兄ちゃんとの距きよ離りが、少しずつ縮まっていく物語。

　もちろんその間には、私の望むイチャイチャをたっぷり詰つめ込みます。それだけでよかったんです。

　私は再び机の前に戻ると、今までとは違った、リラックスした気分でペンを握にぎります。

　自分の書くべきものがわかるというのは、こういう感じなんですね……。

　そうして、私はお兄ちゃんへの想おもいに任せ、小説を書き始めようとします。

　けれど、その前にまずはタイトルから決めようかなと思い直します。

　……といっても、私はそういうセンスなどないので、気の利きいたものは思い浮かばないのですが。

「まあ、とりあえず仮か称しようでいいですよね。えっと……」

　私はノートの新たなページの最初に、こう書きます。

〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉と……。
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　　　　▼




「……そうして出来上がった作品を、何の気もなしに応おう募ぼしたら、大賞をとってしまったんですよね……」

　私は虚こ空くうを見上げながら、ポツリとそう呟きました。

　……ふう、昔のことを思い出して、つい感かん慨がいに耽ふけってしまいましたね。

　でもまあ、そういうことができるようになるくらい、今の私には心の余よ裕ゆうがあるということなのでしょう。

　私はノートを閉じ、再び押入れに片づけます。

　その際、過去の自分に向かって、こんな言葉も投げかけておきます。

「大だい丈じよう夫ぶです。私は成長してますし、お兄ちゃんとの仲も進展中ですよ」

　……まあ、素直になれない性格は相変わらずなんですが……。

　で、でも、いつか取材という口実がなくてもイチャイチャできる日がくるように、鋭えい意い努力していますから！　お兄ちゃんノートに書かれた妄想が全すべて現実になる日も、きっと遠くないと思います！　多分！

「…………ただいまー」

「!?」

　とその時、階下の玄げん関かんからお兄ちゃんの声が聞こえてきて、私は思わずビクリとしてしまいました。

　どうやら、出かけていたお兄ちゃんが帰ってきたみたいです。タイミングがタイミングだっただけに、少し驚おどろいてしまいましたね。

「……と、そんなことより、お出で迎むかえをしないと」

　私は急いで部屋を出て、玄関へ向かおうとします。

　ですがその瞬しゆん間かん、ふと、ある考えが頭の片かた隅すみをよぎったのです。

　……もしかして今なら、昔保留にした過激なアイデアも書けるんじゃないでしょうか？

　し、しかもそのために、お兄ちゃんに取材のお願いをしたりも!?

　そう考えた瞬間、私はカッと頰ほおが熱くなって、思いっきり焦あせります。

　……お、お兄ちゃんをお出迎えするという時に、私は何を……！　顔が赤いのがバレるじゃないですか……！

「お、おおおお帰りなさいお兄ちゃん！」

「おう、ただいま──……って、どうかしたのか涼花？」

「い、いえ、何でもありません！」

「そ、それならいいけど……。ところで、今日の夕飯って何だ？　今日はアキバまで遠えん征せいしてきたから、腹が減ってさ……」

　私はなんとか誤ご魔ま化かしながらも、こんな何気ない日常の会話をお兄ちゃんとできるようになったことに、ひそかに幸せを感じます。

「は、はい、今日の夕食は──」

　そして、まだハッキリと面と向かっては言えないけれど、心の中でお兄ちゃんに向かって呟きます。




　……いつか私の妄想を全て実現してもらいますから、これからも覚かく悟ごしておいてくださいね！　私の大好きなお兄ちゃん！








あとがき









　皆みなさんこんにちは、恵え比び須す清せい司じです。

　この度たびは「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」８・５巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　さて、この８・５という数字からもわかる通り、この巻は本シリーズ二冊目の短編集となっております。

　前回の７・５巻と同様、ドラゴンマガジンの誌上で連れん載さいしていた短編をまとめたものなのですが、少しだけ違ちがいがあります。

　７・５巻は短編集ではありましたが、ストーリー的には連作として成立するような構成にしていました。

　一方でこの８・５巻は、完全読み切りの、それぞれ独立した短編エピソードをまとめたものとなっております。

　中には一巻が出る以前にドラマガ誌上に掲けい載さいされたエピソードなどもあります。

　自分でも読み返して懐なつかしさを覚えると同時に、このシリーズも気がつけば長く続いているんだなぁと感かん慨がい深くなったりもしています。




　それぞれの短編の内容についてですが、本編では描かき切れなかったキャラクター達の日常──そしてそこで繰くり広げられる、普ふ段だんとはまた一味違ったイチャイチャイベントという感じになっております。

　本編とは変わらないけれど、でもやっぱり少しだけ違う祐ゆうと涼すず花かの雰ふん囲い気き、そして舞まいやＷピース先生達の相変わらずの活かつ躍やくなど、いつも以上にライトな感覚で読んでいただければいいなと思っています。

　８・５巻用に新たに書き下ろしたエピソードもありますので、初めて読むという読者の方はもちろん、ドラマガの誌上で既すでに目を通したという方にも楽しんでいただける内容になっているかと思います。

　短編用に描えがかれた、ぎん太た郎ろう先生によるいつも通りの可愛かわいいイラストも当然見どころですので、そちらの方も是ぜ非ひご堪たん能のうください。

　そうして「いもいも」のまた違った側面に触ふれ、本編についても改めて思い返していただけたりしたら、作者としても本当にうれしいです。




　それにしても、まさかまた短編集が出せることになるとは、私としても予想外のことでした。

　確かにそれだけの短編を書いてきたのですが、担当編集の方から「８・５巻が出ます」と連れん絡らくを受けるまで全然そんなことを意識していなかったので、思わず「何を載のせるんですか？」と素すで訊きき返したくらいです。

　ともあれ、この８・５巻が出せたのも、本シリーズを今まで読んで愛してきてくれた読者の方々のおかげだと、改めて痛感しています。

　そのお気持ちに応こたえるためにも、今後ともより一層がんばっていこうと思います。

　で、肝かん心じんの本編の方なのですが、諸事情により間が空いてしまっていて申し訳ありません。ですが鋭えい意い執しつ筆ぴつ中なので、気長に九巻をお待ちいただければ幸いです。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを願って──
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